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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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一　はじまりの話

二　一年目の春風に夏のアイスクリーム

三　一年目の秋の紅葉と冬の炉辺の香り

四　二年目の春に約束と、夏の花火と

五　二年目の秋の招待状と、冬にきらめくもの

六　そしてまた巡りゆく季節の話
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　ここは和桜国わおうこく

　浪漫ろまんの花咲さき乱みだれるところ




　ここは和桜国

　桜さくら女め神がみの血を継つぐ女王の治める場所




　ここは和桜国

　魔ま法ほう革命により開花した東洋の大いなる花




　ここは和桜国──

　恋こいの花もあでやかに咲き誇ほこり──
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　和桜国　大たい晶しよう五年・春　とある地方都市の貧ひん民みん地区にて──




「それじゃあ、行ってくるね」

　それは朝早くのこと。

　誰だれもいない部屋の中に声をかけて、長屋の木戸を閉めるのは、ぼさぼさ髪がみの小さな女の子。

　どこもかしこも瘦やせた貧ひん相そうな体をしており、瞳ひとみばかりが大きい様はまるで野の獣けもののようでもある。粗そ末まつな着物の帯に、手入れの行き届いたしっかりした拵こしらえの小刀を挟はさんでいるのが不似合いだった。

　田た原はらいろは、十四歳。彼かの女じよがこの小さく粗末な部屋の、現在唯ゆい一いつの住人。

「おや、いろはちゃん。随ずい分ぶん早いんだね、今日もお寺の手伝いに？」

　いろはの住まいの向かいにある長屋のおかみさんも、水みず桶おけを手にちょうど出てきたところだった。これから水みず汲くみにかこつけた井い戸ど端ばた会議に向かうらしい。仲間内のお喋しやべりも、貧民地区で生きていくための大切な情報源。だから、このあたりの住人は皆みな水汲みの時間をだいたい同じぐらいにしている。

「おはよう、おかみさん。お寺の尼あまばあさまのお手伝いは休みをもらったの。今日はお父さんとお母さんのお墓参りをしようと思って」

　いろはの両親は冬の終わり頃ごろ、流行病はやりやまいで揃そろって亡なくなった。

　彼かれらのための墓を用意してくれたのが、街外れにある山の小さなお寺にいる『尼ばあさま』だ。もともとはとても大きなお寺にいた徳の高いお方だという噂うわさもあるが、そんなことは関係なく貧民地区の住人たちに慕したわれ、拝まれている人だ。

　両親亡き今は、いろはが目の不自由な尼ばあさまの世話や手伝いをして、食事と長屋の家賃が払はらえる程度のお金をもらっている。

　……目が不自由で高こう齢れいでも、尼ばあさまはいろはの手伝いがいらないぐらいにしっかりしているし、お寺には他に手伝いに来てくれる人もいる。そのため、お寺でもらうご飯とお金は完全に尼ばあさまのご厚こう意いだった。

「墓参りに行くにしちゃ、また随分早くに出るんだね」

「うん。せっかくだし、たまにはちゃんとしたお花をお供えしたいから、お城の公園に行こうと思って」

　いつも供えているような、山や野原で摘つんでくる野草ではなく、街のお店で売っているようなちゃんとした花が欲ほしくなったのだ。ちょうどいい具合に、今の季節、お城の公園は立派な花でいっぱいだ。いろはが少しもらったって誰も何も言わないだろう。たくさん咲いているのだから。

「……お城の公園かい？　あんな賑にぎやかなところ大だい丈じよう夫ぶかね」

　だが、そんなおかみさんの心配をよそに、いろはは元気に応こたえる。

「花を手に入れたら、すぐに帰ってくるから大丈夫だよ！　それじゃあ！」

　からりと明るくそう言って、彼女は貧民地区を後にする。

　──けれど、瘦せ細った粗末な着物の少女は、二度と帰ってくることはなかった。
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　和桜国　大晶五年・春　桜おう都とのとある邸やしきにて──




「…………朝か？」

　カーテンの隙すき間まから差し込む、朝の光。それが顔にあたったことで、この邸の若き主あるじである紫し乃の宮みや圭けい人とは覚かく醒せいする。

　だが、いかにも男らしく整った顔に浮うかべる表情は、気持ちいい目覚めを得られたそれではなかった。

「夢ゆめ占うらを失敗しただと……こんな低級の魔法で触しよく媒ばいの香こう料りようを無む駄だにするとは、俺おれとしたことが」

　今日は、女王陛下の遠出に圭人も供をすることになっていたので、念のためと前夜に夢占の魔法を用意していたのだ。ベッド横にあるサイドテーブルには、舶はく来らい物ものの大きな香こう炉ろが確かに据すえられており、触媒として焚たいたさまざまな香料が、残のこり香がを漂ただよわせている。

　だが、圭人は占うらなうべき夢を見ることはなかった。何者かに魔法を妨ぼう害がいされたかと思うほどに、なんの夢を見ることもなく眠ねむっていたのだ。

「こんな簡単な魔法を失敗するとは、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し主しゆ席せきが聞いて呆あきれる……」

　ため息をつきながらも、ゆっくりとベッドから起き上がる。

　和桜国の宮廷魔術師主席というのは、確かに失敗の許されない身ではあるが、いつまでもベッドの中でいじけているのも宮廷魔術師主席のすることではないのだ。

　すでに優ゆう秀しゆうなメイドが洗面器に水を用意してくれていたので、やや乱暴に顔を洗い、身み支じ度たくを整える。

　圭人が外出時に着るのはほとんどが洋装だ。今日選んだのは、ベージュの地に茶の縞しまのスーツ。

　二人の若いメイドが掲かかげる大きな姿見を見ながら、圭人は銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねをかける。

　とはいえ、圭人は取り立てて目が悪いわけではない。どちらかというと──目つきが悪いため、それを隠かくそうと眼鏡をかけているのだ。あまり成功しているとは言えないが。

　いかにも和桜国人らしい、さらさらとした黒髪は前髪を上げずに下ろしたままにしている。

　それに加えて、品の良さと男らしさがうまいこと調和した、端たん正せいな顔立ち。

　細身とはいえ彼の六ろく尺しやく近くある体は、二十六歳さいという若い活力に満ちていた。

　身支度の仕上げに、宮廷魔術師主席の証あかしでもあるマントを無造作に羽織り、メイド長の胡こ蝶ちようが差し出す黒い革かわの手帳を手に取る。

　今日の日付のページをめくれば、そこには『女王陛下地方視察・観かん桜おう会かい』と書かれていた。

「……朝食の支し度たくはできているか」

「はい、すでに整ってございます」

　忠実にして優秀なメイド長、四よつの戸へ胡蝶はいつもどおり淀よどみなく答える。もうすぐ三十歳に手が届くメイドなのだが、切れ長の黒い瞳は涼すずやかで、まとめられた黒い髪も艷つややか。西洋の者たちが彼女を見れば、いかにも自分たちがイメージしていた和桜国人らしい容姿の──美しい女性だと喜ぶのかもしれない。

「そうか、今日の紅茶は……アッサムにするように。今朝はどうも目覚めが良くなかったから眠ねむ気け覚ざましになるよう濃こいめに淹いれて、ミルクをつけてくれ。ミルクティーで飲むならやはりアッサムだからな」

「かしこまりました、ではそのように伝えてまいります」

　胡蝶は厨ちゆう房ぼうにその要望を伝えるために、一足早く圭人の寝しん室しつを出る。

　圭人は手帳を閉じ、大事なステッキ──魔術師の杖つえを摑つかむと窓の外を眺ながめる。

　今日はいい天気だ。

　春の暖かな日差しを浴びて、庭の木々や花か壇だんの花もどこか生き生きとしているように見える。

　そんな庭を眺めながら……こつ、こつ、こつ、とゆっくり三回ステッキで床ゆかを叩たたくと、圭人はゆっくりと部屋を出た。

　紫乃宮圭人──和桜国でも特に旧ふるい家系である紫乃宮侯こう爵しやく家けの三男にして、独立し紫乃宮伯はく爵しやく家けの当主となった男。

　そして、この和桜国の魔術師の頂点である、宮廷魔術師主席でもある。

　彼はそんな、手にしているモノの大きさの割には、それなりに気楽な独身生活を謳おう歌かしていた。

　──そう、この日までは。




「圭人坊ぼつちゃま、お車の支度はもう済んでおりますぞ」

　広い食堂での朝食のあと、濃いめに淹れられたアッサム紅茶のミルク入りを飲んでいると、この邸の執しつ事じを任せている征せい十じゆう郎ろうがやってくる。

　伊い藤とう征十郎は、元は圭人の実家である紫乃宮侯爵家に長いこと仕つかえてきた経験を持つ使用人だ。相応に年も重ねているのだが、かっちりと執事服を着こなし、しゃんと背を伸のばしている姿からは老いを感じさせない……そんな男だった。

「そうか、では出るとするか」

「お気をつけて、行ってらっしゃいませ。圭人坊ちゃま」

「行ってらっしゃいませ、圭人様」

　征十郎と胡蝶が丁てい寧ねいに頭を下げると、その場にいた給きゆう仕じの使用人たちもまた深々と頭を下げて、あるじを見送った──




「さぁて、今日のご機き嫌げんはどうか……っと」

　圭人はガレージの真っ赤な『車』に一人乗り込み、さっそく魔ま力りよくを注そそぎ込こんでエンジンを稼か働どうさせる。

　彼の乗る車は、人力車でもなければ、馬車でもない。

　魔力エンジンを搭とう載さいした『自動車』だ。

　この自動車も、偉い大だいなる魔法革命のもたらした恩おん恵けいのひとつであると言えるだろう。

　もっとも、和桜国はある事情からその魔法革命に乗のり遅おくれて、随分とひどいことになったのだが──そんなことも、もう昔の話だ。穢え土ども明めい磁じも終わったこと。今はもう大晶五年になるのだから。

「よしよし……今朝はまた随分とご機嫌麗うるわしいようで何よりだ……それじゃ、行こうか」

　圭人は自ら自動車のハンドルを握にぎり、ガレージを出る。

　運転手も付つき添そいもつけずに出しゆつ仕しする貴族は、和桜国広しといえどまだ圭人ぐらいのものだろう。そもそも自動車自体が珍めずらしく、大たい抵ていは人力車か、あるいは小型の馬車だ。




「いよっ、相変わらずお前は魔ま素そくさいもん乗り回してんなぁ！」

　この国の王宮──桜宮おうきゆうに到とう着ちやくし、いつもの決められた場所に車を停とめていると、妙みように親しげに圭人に話しかけてくる若者が一人。

「魔術師に魔素臭いとは……褒ほめ言葉だな。優ゆう太た」

「やれやれ。なにも自分で運転しなくても、こんなことは運転手にさせりゃいいだろうが」

　紅く瀬ぜ波なみ優太は呆れた様子でそんなことを言う。

　優太はその優やさしげな名に似合わず、六尺を越こえるがっしりした大男だ。しかし、やや茶色っぽい髪をまるで尻しつ尾ぽのように長くしているのと、いつも朗ほがらかな笑えみを絶やさないので、まるで大型の洋犬のような──そんなどこか安心できる雰ふん囲い気きもある男だ。

　その鍛きたえられた体を包むのは、いくつも勲くん章しようがついた和桜国の軍服。彼は圭人と同じ齢よわい二十六にして女王の近衛このえ隊長を務めているのだ。

「自動車の運転はなかなか面おも白しろいものだぞ。人に任せるなんてもったいないぐらいにな。さほど遠くないうちに、上流階級のあいだで自動車の運転を嗜たしなみにする世が来るだろうな。……何を笑うんだ優太。お前だって、乗馬のときは自分で手た綱づなを取るだろうに。それと一いつ緒しよだぞ」

「えー。乗馬は乗馬だろうが。車とはまた違ちがうんじゃねえか？　馬車は自分で運転しないもんだし、運転ってのは運転手がするもの、だろ」

　優太はぴかぴかの真っ赤な車体を眺めながら、呆れたため息まじりに続ける。

「だいたいコレ、一体いくらしたんだよ。舶来モノの自動車を二台も三台も四台も」

「まだ三台だ。黒いのと紺こん色いろのと、この赤いのだけだよ」

「お前な……いくら独り身だからってさ、なんでもかんでも自由に買いすぎじゃないか？　ほんといいよなぁ、口うるさい家族がいないやつは」

　優太は家族を口うるさい呼ばわりしているが、紅瀬波家は和桜国でも指折りの仲のいい家として知られている。優太は四男三女いる兄妹の中の二番目で、次男坊ぼう。弟てい妹まいにはかなり甘あまい。そんな家で育ったためか、自分も早く家庭を持ちたい、子供が欲しいといつも言っている──が、優太の希望に叶かなう女性はなかなか現れないようだ。

「仕方ないだろう、国産には俺好みの車がないんだ」

「うわ。……そんなに散財してたら、嫁よめこねぇぞ」

「ふん、だいたい俺は嫁などもらわん、必要ない。女なぞ口うるさくて稼かせいだ金を浪ろう費ひするだけの…………」

「おーーーっほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほ!!　ごきげんよう、おはようございます！　主席様！　近衛隊長様！　本日は本当に気持ちのよい清すが々すがしい朝ですことね！」

「……あぁ、おはよう」

「よう、お前も朝から飛ばしてんなぁー」

「一日の計は朝にあり!!　すなわち、朝をきっちり過ごさなければ、良き一日は過ごせないというものですわ!!」

　優太曰いわく『飛ばしている』この女性。一応……一応言っていることはまとも極きわまりないのだが、あまりの存在の濃さがそう思わせず損そんをしている。

　艶やかな黒髪をラジオ巻きに美しくまとめ、いかにも職業婦人といった女物のスーツに高位宮廷魔術師の証であるマントを纏った彼女は、神衣かむい真ま希き子こ。

　圭人の部下で、宮廷魔術師次席を任されている。まだ二十四歳と若いが、その魔法の腕うでと知識は確かである。……圭人からすれば、こう見えても一応、という言葉を付け足したくなるのだが。

「さ、このようなところでたむろなさっている場合ではありませんことよ。早く女王陛下に朝のご挨あい拶さつを」

「はいはい」

「主席様！　はい、という言葉は一度でよろしいのですわよ」

「お前は本当に常識的なのになぜ……いや、常識的だからなのか、損してるぞ」

「だよなぁー……」




　三人組は揃って桜宮の『葉はざ桜くらの間』へ向かう。

　この『葉桜』というのは和桜国女王の執しつ務む室しつのことだ。桜宮ではそれぞれの部屋や部署に植物の名前がつけられる。特に、女王に関連する場所は桜にまつわる名前で統一されている。例えば謁えつ見けんの間まのことは『春咲桜はるさきさくらの間』といい、女王のお休みになる私室を含ふくむ寝室のことは『冬枝桜ふゆえだざくらの間』と呼ぶ。女王が身内の喪もに服す期間過ごす間というのもあり、それは『墨染桜すみぞめざくらの間』と名付けられていた。

　こんなことを外国人たちに説明すると、ただでさえ和桜国の人間は国名に桜を持ってきているのに、どこにでも桜を置きたがる、桜の花が好きすぎるだろうなどといかにも面白そうに言われる。

　だが、それも和桜国の人間からしてみれば当たり前のことだ。桜はただの植物ではなく、特別で神聖なもの。

　なぜならば──和桜国の女王陛下には桜女神の血が流れているのだから。

　それはこの国の旧ふるき神話。

　美しき桜女神はとある英えい雄ゆうと結ばれて──ひとりの姫ひめ君ぎみを産んだ。

　そして、その血と名を神かみ代よより絶やすことなく受け継いだ当代の女王・樹乃花姫このはなひめ。そのお方こそ、圭人たちが仕えるあるじであった。




「あぁ、来ましたね。おはよう、わらわの大事な臣下たち。楽にしてかまいませんよ」

　樹乃花姫の名前を受け継いだ美しい女性が、まさに花のような可か憐れんな微笑ほほえみを湛たたえて挨拶をする。

　その唇くちびるは枝し垂だれ桜ざくらの花びらを思わせる色であり、まっすぐさらさらとした髪は美しい漆しつ黒こく。白い春物ドレススーツを纏った体は、いかにも和桜国の女性らしく華きや奢しやで小こ柄がらだ。

　この女王に対面する外国の要人は、誰もが皆、信じられないといった顔になる。

　それもそうだろう。彼女は十二歳の幼さで即そく位いした女王で、今年でようやく十七歳。いわゆるところの少女王なのである。

　だが、少女の身でありながら、今や諸外国とも対等以上に張りあえる力を持つ和桜国を見事に治めているのは、他ならぬこの女王陛下なのだ。

「おはようございます、陛下」

　一礼してから、圭人も女王に朝の挨拶を返す。

　今日の女王陛下は随分とご機嫌麗しいようだった。

「ふふ、今日はきれいに晴れてようございました。あぁ、それとも……わらわの宮廷魔術師主席どのが魔法でも使ったのかしら？」

　ころころと笑いながら、いかにも少女らしい冗じよう談だんを言う女王。

　ちなみに──天候を操る魔法は存在するし、圭人にも扱あつかえるが、今日行使した覚えはない。

「本日はせっかくの観桜会ですもの。それも、列車に乗っていくでしょう？　お天気がよいほうがきっと車窓からの景色も素す敵てきだわ。あぁ、楽しみ……」

　白い手て袋ぶくろに包まれた手を頰ほおに当て、うっとりと夢見るような瞳で、和桜国の女王陛下はそう呟つぶやいたのだった。
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「列車で移動しながら、温かいお茶を飲めるなんて本当によき時代になったこと。さぁ、真希子もおあがりなさいな」

「はい陛下！　真希子もありがたくお茶をいただきますわ！」

　めったにない遠出に上機嫌の陛下の相手は真希子に任せて、同じ車両で圭人は優太と警備の最終確かく認にんをしていた。

　といっても──穢え土どの終わりや明めい磁じ初めの時代でもないのだから、そうそう危険もない。

　女王陛下専用の貴き賓ひん車しや──お召めし列車での快適な遠出。そして地方視察という名のお花見。

　これらを陛下に楽しんでいただく。そしてまた明日から執務に励はげむ活力を養っていただくのが、今回の大きな目的だ。

「さぁ、圭人も優太もそのぐらいにして、お茶にいたしましょう。お茶ちや菓が子しもありますよ」

「はーい！」

「はい」

　女王のお言葉に優太は元気良く、圭人は静かに返事をする。

　侍じ女じよたちがしずしずと運んできたのは、緑茶。それにいちご大福。

　圭人はいちご大福の織りなす甘さと酸味の味わいを思い、思わず頰がゆるむ。

「お前、顔に似合わず甘いもの好きだよな。頰だるだるだぞ」

「悪いか、優太」

「悪くはないけどさー」

「いたしかたありませんわ、主席様。いちご大福は、まさに、文ぶん明めい開かい花かのもたらした至高の味ですもの！」

　芝しば居いがかった動きで、いかにいちご大福がすばらしいかを語る真希子。あれで本人は至って真ま面じ目めにやっているつもりなのだ。

　そんな風に賑やかに騒さわぐ圭人たちを、女王陛下が優しい瞳で見つめている。

「うふふ、いちご大福はまだたくさんありますからね、圭人」

「陛下、私は、その、別に……」

「たくさんありますから、ね？」

「……いただきます」

　そうして列車に揺ゆられることしばし、目的の地方都市に到着した。

　民衆の盛せい大だいな出で迎むかえを受けながら、女王一行は馬車でこの地域の桜の名所へ移動する。

「穢土の頃の城しろ跡あとが、今や桜の名所の公園となり、この国の女王であるわらわが訪おとずれることになるというのもまた、皮肉ですわね」

　女王は圭人と優太ぐらいにしか聞こえない声で、そう自じ嘲ちよう気ぎ味みに呟く。




　桜公園はその名のとおり、満開の桜で溢あふれていた。

　城であった頃の名残なごりである苔こけむした石いし垣がきと石の階段。そして踏ふみ固められた道の両りよう脇わきには、新たな時代を象しよう徴ちようする桜の樹きが並ぶ。

　なんでも穢土の終わりに焼け落ちた城跡に、かつて仕えた侍さむらいたちがひとつひとつ桜を植えたことで、現在のような民衆が花見を楽しむ場所になったのだという。

　風が吹ふくとひらりひらりと桜の花びらが降り注ぐ。ひとひらの花びらをてのひらに受け止め、女王は可愛かわいらしく小さな歓かん声せいをあげた。美しい少女王の愛らしいその様子に、遠巻きに見ていた民衆たちは、ほぅっとため息をついている。

「女王陛下、そろそろご移動を」

「えぇ、次は確か、穢土の時代から残っているという桜でしたね。ずっとこの地を見守ってくれた存在ですもの、ぜひ挨拶をしなくてはね」

　優太と女王陛下がそんな会話をしながらのんびりと歩く。圭人や近衛ら、それに野次馬の民衆たちも合わせて一緒に移動だ。

　そのとき、圭人は背中を軽くつつかれ振ふり返かえった。

「あの、主席様。気になることがありまして……」

　真希子だ。珍しいことに声を低くしている。彼女には遠くを見通す〝鷹たかの眼め〟の魔法を使わせ警けい戒かいにあたらせていたので、何かを発見したのかもしれない。

「どうした」

「おそらく危険性はないでしょうが……あちらを」

　そう言って彼女が示す先には、あまりにも粗末な身なりの小こ娘むすめが一人。

　……その小娘が、一本の桜の樹を前にして、太枝を摑み、幹に足をかけている。

「まさか」

　その、まさかだった。小娘はこともあろうに桜の樹にするすると登り始める。

　あっという間に中ほどまで登った小娘は、躊ちゆう躇ちよする様子もなく満開の桜の枝を摑む。そして、陽にきらめく小刀を取り出して、その枝を──

「おい、やめろ！」

　──ばっさりと切り落とした。

「狼ろう藉ぜき者ものだ！」

　同じように目もく撃げきしていたのだろう誰かが、大声をあげる。

　この和桜国では、桜は国の象徴であり、そして女王の象徴だ。女王陛下の御ご前ぜんで満開の桜の枝を切り落とすなど、桜宮の樹木医たちでもできない。それは、女王陛下の首を刃やいばで狙ねらう反逆行こう為いに等しいからだ。

「あの狼藉者を捕とらえろ！」

　あまりにも大それた行いに場は騒そう然ぜんとなり、小娘はあっという間に桜の樹から引きずり降ろされ、近衛たちに捕らえられたのだった。
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「だから！　そのような者、さっさと首を刎はねてしまえばよいのだ！」

　どこぞの有力貴族の声が、会議の場に響ひびく。

　もう夜中だというのにお元気なことだ。紫乃宮圭人はどうにかこうにかあくびを嚙かみ殺しながら口の中だけで呟いた。

　あの騒そう動どうのあと、女王一行は列車で桜都にトンボ返りして『女王陛下の地方視察の邪じや魔まをした小娘』の処しよ遇ぐうを決める会議に強制参加状態だった。

「しかし、そのような真ま似ねをしてみろ。諸外国はここぞとばかりに『やはり和桜国は昔から何も変わらぬ野や蛮ばんな国よ』とあざ笑うに決まっておる！」

　小娘を処しよ刑けいしようという意見に反論するのは、優太の父親である紅瀬波侯爵。

「ならば！　こたびの騒動、誰がどのように責任を取るというのだ！」

　圭人に言わせれば、こんなものは会議でもなんでもない。ただの、貴族たちの主導権争いだ。庶しよ民みんの子どもの喧けん嘩かのほうがドロドロしていないだけ、まだ見ていられるだろう。

「んー……今日のところは、うちの親父おやじも適当に引き下がればいいのになぁ」

「そういうわけにもいくまい。相手が、緑みどり河かわ侯爵だからな」

「緑河家はうちの天敵だから反対したいのはわかるがな。ったく面めん倒どうくせぇなぁ、さっさと警備責任者の俺を厳重注意処分にでもして、さくっと終わればいいのに」

「馬ば鹿か。そうなればお前の経歴に傷がつくだろう」

「あー……なんでもいいから、早く終わらないかなぁ」

　ヤケ気味に優太はぼやく。

　しかし、この会議で彼以上にいらいらをためている者がいることに、圭人はまだ気づいていなかった──

「そのようなことができるわけなかろうが！　穢え土どの昔に逆ぎやく戻もどりしたいのか貴き公こうは！」

「貴公こそどこに耳をつけておるのだ！　私は、薄うす汚ぎたない小娘がこともあろうに陛下の観桜を邪魔したことが」

「そうか──つまりは、こういうことか」

　会議という名の怒ど鳴なり合いの声を割って、冷ややかな少女王の声が響く。

「その娘が、わらわに目通りできるような、西洋風に言うなればレディであれば、このような騒動にはならなかったと」

「いや、あの、陛下……その」

「黙だまれ。このわらわ──樹乃花姫の言葉を遮さえぎるのか」

　取とり繕つくろうようなどこぞの貴族の声を、女王陛下はねじ伏ふせる。

「……あれは……まずいぞ」

「あぁ、陛下は……相当キレておいでだな……」

　……考えれば当たり前ともいえる。女王陛下にとって、せっかくの息いき抜ぬきである遠出と花見を邪魔され、トンボ返りで桜宮に戻ってきての、この深夜になっても終わる気配のない会議だ。

　こんな目にあったら、たとえ十七歳の少女の身でなくとも、血管のひとつやふたつ切りたくなるというものだ。

「ならば、その娘をレディにしてしまえば、何も問題はないのだな。聞けばその娘はわらわとそう年の変わらぬ、親のない子供だというではないか。少しは哀あわれにもなるというもの。あの狼藉も、親の墓前に供える花が欲しかったためと聞いておる。わらわはそのような孝行娘を罰ばつすることはできぬ、が……あのような行いをしたことは、確かにきちんと改めさせねばならぬ。よって」

　和桜国女王・樹乃花姫は豪ごう奢しやな王おう錫しやくをだんっ!!　っと床に叩きつけた。

「娘の身み柄がらは、宮廷魔術師主席・紫乃宮圭人の預かりとし、教育の一いつ切さいを任せるものとする。圭人、あの娘をどこに出しても恥はずかしくないレディに育ててみせよ」

「……は？」

「この国の誰もが力を認める魔術師の預かりであれば、お前たちも手出し口出しをせぬだろうからな」

　ついさっきまで小娘の首を刎ねるように言っていた貴族たちを、女王は氷のような目で一いち瞥べつして、それから圭人のほうに顔を向ける。

「……さぁ、わらわの宮廷魔術師どの。お返事はどうしました？」

　にっこりと愛らしく微笑んだ樹乃花姫。その白い手には王錫。そして腰こし掛かけているのは簡易なものとはいえ、玉座。

　彼女はただの少女ではなく、桜女神の血を受け継いだこの国の最高神官であり、そしてこの国を治める女王だ。

　これは王命。

　つうっ……と、圭人の背中に冷たい汗あせが伝い落ちる。

　圭人には、その時間が異い様ように長く感じられた。

　──なぜ、こんなことになったのだ……!?

　だが、どんなに理り不ふ尽じんで受け入れがたい命めいであったとしても──

「かしこまり、ました……」

　宮廷魔術師主席であり、伯爵家当主である紫乃宮圭人はそれを、粛しゆく々しゆくと受け入れる以外ないのだ──。

「それはようございましたわ。では圭人、近ちこう寄りなさい」

　女王・樹乃花姫に王錫でもって手招きされれば、圭人に拒こばむことはできない。

　言われたとおり傍そばに寄ると、ほんの小さな声で樹乃花姫は言った。

「いきなりこんな妙なことを命じてしまい、申し訳なく思います」

「女王陛下……」

「でもわかって。あの子を救うには、こういう大おお袈げ裟さな形にしかできなかったのです」

「……」

　何も言葉が見つからず沈ちん黙もくする圭人を見つめて、女王・樹乃花姫は名前の通り、花のように儚はかなく微笑んだ。

「あぁ。本当に……なんでもできるはずなのに、不自由な身分ですわ、女王って」
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　春の夜中は、まだまだ冷え込む。

　田原いろはは、ぺたんと座すわり込んで、小さな握りこぶしを固く冷たい床に何度もぶつけていた。いろんなことがいっぺんに起きて疲つかれていたが、眠ることはできない。

　悔くやしくて、悲しくて。

　いろはは、罪を犯おかしたのだと言われた。

　女王陛下の前で、桜の樹を傷つけてはいけない──。

　だけどいろははそんなこと知らなかったし、女王陛下という偉えらい人が来ていたことも知らなかった。いや、今日まで女王陛下という存在すら知らなかった。

　自分のような者が、花を欲しがることはいけないことだったのだろうか。

　自分のような者は、花を手に入れることすら許されないのだろうか。

　握りこぶしをぶつけ続ける床には、塵ちりひとつ落ちていない。この鉄てつ格ごう子しの入った部屋は、いろはの住んでいた長屋の一室よりもずっと、きちんとしたつくりで清潔なのが余計に皮肉だった。

　うなだれて床を見ていると、こつこつと靴くつ音おとが聞こえた。音はいろはのいる部屋の前で止まる。

　重たそうな扉とびらがなめらかに開くと、体の大きな若い男の人が立っていた。いろはを取とり押おさえた『コノエ』と呼ばれていた人たちと同じような服を着ているが、目の前の男の人のものは彼らよりもずっと胸元の飾かざりが多い。

「田原いろは、出るんだ。これからお前の身元引受人のところへ向かう」

　横おう柄へいに命じられて、いろはは思わず男の人を睨にらんだ。素す直なおに従いたくなんてない。

「なぁんだ、思ったより元気そうで何より。うんうん」

　男の人は、いろはが精せい一いつ杯ぱい睨みつけているにもかかわらず、朗らかに笑った。

「ついてこい。まぁ、ここよりはずっとマシなところに行けるから安心しとけ」

　男の人は、そう言っていろはに無防備に背を向ける。ふわりと、長い茶色の髪が犬の尻尾のように揺れるのが、場違いに面白く思えた。

「疲れてるなら、手を貸そうか？　お嬢じようさん」

　茶化されたのが悔しくて、いろはは疲ひ弊へいした体でどうにか立ち上がり、重たい足を引きずるようにして部屋を出る。

　そして、男の人の後ろを懸けん命めいについて歩く。

『オウキュウ』という名前らしいこの場所は、とても広いようだった。見たところほとんど飾り気のない簡素な壁かべや床をしていたが、いかにもお金がかかっていそうな壁紙や調度類で飾られた広い通路なんかも少しだけ通った。すれ違うのはほとんどが、いろはの前を歩く男の人と似た服を着た人々。

　二人はかなり歩いて、建物の外に出る。

　それから、いろはの生まれた街にもそれなりに走っていた人力車や、今は馬がつながれていない馬車が数え切れないほどに並ぶ場所まで来ると、尻尾髪の男の人は誰かを見つけたようで挨拶をした。

「よう、宮廷魔術師主席どの。未来のレディ小娘ちゃんの引ひき渡わたしだぜ」

　真っ赤な乗り物の傍にいた、眼鏡の男の人が渋しぶい顔をしたのが暗い中でもわかる。

「……優太、頼たのむ。これが現実ではなく、悪夢なら悪夢だと言ってくれないか」

「大丈夫。掛け値なしの現実だ。ほれ、ここに身柄受け渡し完かん了りようのサインしろ、万年筆は持ってるよな？」

「あぁ……悲しいことに、持ってるぞ。……ほら、サインしたぞ、これでいいな」

「いいじゃねぇか、お前なら一人暮らしで、邸の空き部屋ならいくらでも余ってるわけだし。陛下もお前のこと信しん頼らいしてるし、適任だと思ったから任せたんだろうよ。ま、頑がん張ばれ。あれは──なかなかのじゃじゃ馬だぞ」

　その会話を、いろははほとんど意味を理解できず聞いていた。

「うん、問題なし、と。さ……小娘ちゃん、あれがお前の身元引受人だ。目つきは多少悪いかもしれんが、心根はまぁ悪いヤツじゃあないし、家屋敷は立派なものだし、口うるさい身内も同居してないし、いじめられたりはしない、多分」

　尻尾髪の男の人にかなり強く背中を押されて、いろはは転ぶように前に出た。

　見上げると──ぱりっとしたスーツと長いマントを纏い、宝石がはめ込まれた紳しん士し用の杖を持った、どこからどう見ても雲の上の存在だとわかる男の人が、銀縁眼鏡の奥おくの瞳に困こん惑わくと迷めい惑わくの色を浮かべている。

　なぜ、こんな顔で見られなければならないのか。

　いろはは思わず、動物が毛を逆立てるときのように姿勢をやや低くしていた。

「んじゃ、俺は行くわ。こっちはまだ仕事残ってるしな」

　尻尾髪の男の人が、手をひらひらさせてその場を離はなれようとする。

「あぁ、優太もおつかれ」

「あ、やべ。これ渡すの忘れてた、受け取れ！」

　しゅっ、と……少し離れたところから、男の人が何か細長いものを投げてくる。

　月の光に、よく手入れされた黒い鞘さやが光る。

　あれは、昼に桜の枝を切り落とすために使った、いろはの小刀だ。

　……お母さんの形見！

　それを理解した瞬しゆん間かん、いろはの体は動いていた。

　走って、跳とんで────小刀を摑む。

「な……おい！」

「来ないでよ、来ないでったら！」

　いろはは鞘から小刀を抜き、刃を自分に向けた。

「どこかに連れて行かれて殺されるぐらいなら、いっそのことここで死んでやる！」

　そう叫さけぶと、眼鏡の男の人は軽くため息をついてから、手にした紳士用の杖をこちらに向けて、何か小さく呟いた。

「…………っ!?」
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　体が、動かない。

　小刀を胸に刺さそうと思っても、いろはの腕も足も、縫ぬい留とめられたかのように動かない。

　そうしている間に、男の人が近づいてくる。そして、わけがわからぬうちに小刀は鞘ごと奪うばわれてしまった。

「俺に刃は向むかっても無駄だ。それと、できもしないくせに死ぬとか言うものじゃない」

「う……うぅ」

　小刀が……あれは、いろはの母が、とても大事にしていたものだ。

「……それ、私の。私のお母さんの形見……返して」

　取り返さなくては。せめて、あれだけは。

「悪いことをしたらなんていうか知っているか？」

「…………ごめんなさい」

　悔しかった。けれど、いろははおとなしく頭を下げた。

「ほぅ。ちゃんと言えるじゃないか。……もう危ないことには使うなよ？」

「つ、使わない……！　絶対！　……だから返して！」

「わかった、ほら」

　いろはは差し出された小刀をひったくるように摑んでから、もう離さないとばかりに帯に挟む。

　さっきまで少し離れたところにいた尻尾髪の男の人は、もうどこかに行ってしまったようだ。

　眼鏡の男の人は、しばらくいろはの様子を見つめていた。それから、赤い乗り物に近寄って、扉を開ける。

「乗れ」

「……そこに座れってこと？」

「そうだ」

　座れば、今度はどこに連れて行かれてしまうのだろうと、いろはは立ちすくむ。早く長屋に……自分の家に帰りたかった。けれどそれは、この様子では叶わないのだろう。

　悔しさを嚙みしめながら、重い足取りで赤い乗り物の座席に座った。

　眼鏡の男の人は反対側の扉から入ってきて、内側に取り付けられた丸い輪っかの前に手をかざす。淡あわい光──魔力が、乗り物に吸すい込こまれていった。そういえばさっきも、この人が何か言ったあと動けなくなってしまった。この男の人は──魔術師様だったのだ！　いろはがこの人から逃にげるなど、不可能なことだったのだ……。

　魔術師様は、丸い輪っかを握って右に左にと動かす──それに合わせて乗り物はなめらかに動いた。景色がどんどん流れていく。

「ねぇ……えっと」

「圭人だ。紫乃宮圭人。圭人でかまわん」

　魔術師様こと、紫乃宮圭人はいろはを見もせずそう応えた。

「じゃあ……圭人、あの……」

「まさかのいきなり呼び捨てか……ん、まぁいい、なんだ」

「──私、もうお家うちに帰れないの？」

「しばらくは、そうなる。期限は二年程度と聞いているが、もしかするとそれよりもっと長いか……」

「……っ、う……うぅ……」

　二年。二年もの間、家に帰れない。その間、貧民地区の仲間たちは心配することだろう。二年も経たてば両親の小さなお墓は荒あれ放題になるだろうし、お寺の尼ばあさまにも迷惑をかける。

　そんなことを思うと、いろはの瞳からは涙なみだが溢れて止まらなかった。だけど、大声で泣いてこの男──圭人に、弱いところを見せたくなかった。だから、懸命に歯を食いしばって、なるべく泣き声が漏もれないように抑おさえる。

「……お前は、自分が起こした騒動のけじめをつけなければいけない」

　亡くなったお父さんお母さん、それに尼ばあさまは、悪いことをしたらちゃんと償つぐなわないといけないといつも言っていた。

　そして、いろはは悪いことをしたのだ。だから、償いをしないといけない。自分の罪は、結局自分にしか雪すすげない。

「お前にはこれから俺の邸で『教育』を受けてもらう。我わが国くにの女王陛下にも謁見できるような、レディ……和桜国の言葉で言えば、貴き婦ふ人じん、あるいは淑しゆく女じよになること。それが、お前が起こした騒動のけじめということだ」

　事務的に淡たん々たんと告げる圭人に、いろはは小さく頷うなずいた。レディも貴婦人も淑女も聞いたことのないよくわからない言葉だ。だけど、そのレディというものにならないと、自分の家に帰ることも許されない。

「……わかった」

「いい子だ。名前はなんという」

「いろは……。田原いろは……」

「そうか、いろはは……今までどんなところに住んでいたんだ？」

　ぐすっと、鼻を鳴らして、いろはは応える。

「あの桜が咲くお城の公園がある街の、皆が貧民地区って呼んでたところに、お家があったの。お父さんと、お母さんと、私のお家。でも、お父さんとお母さんは雪が融とける少し前ぐらいに死んでしまって──お弔とむらいをしたの。それで、私、お花をお墓に供えてあげたくて、でも、お花を買うお金なんてないから──」

「……そうか」

　それ以降、どちらも口を開くことなくしばらく走ったあと、大きな建物の前で、圭人は乗り物を止めた。

　いろははその建物を──月明かりと街灯によって照らしだされた西洋風のつくりのお屋や敷しきを呆ぼう然ぜんと見上げる。いろはの住んでいた街にあったお役所のように、大きくて立派で圧あつ倒とうされるほど綺き麗れいな建物。

「いろは。今日からここがお前の家だ」

「噓うそ、でしょ…………」
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「無理だってば！　早く私を家に帰してよ!!」

　半泣きのいろはは、きっちりした洋装の女の人たちに取り囲まれていた。

　がくがくと足が震ふるえている。こんなところ──自分がいる場所ではない。

　いろはよりも格段に綺麗で、清潔で、上等の洋装を纏った女の人たちが、この紫乃宮伯爵邸ていのメイド──使用人なのだという。その人たちが、いろはに丁寧に頭を下げて「なんなりとお申しつけください、いろは様」と言うのだ。

「わけわかんない、私帰る！」

　入ってきたばかりの大きな玄げん関かん扉から出ていこうとしても、メイドの女性たちの腕に止められる。

「いろは様、落ち着いてください」

「無理だってば！　帰るから放して！」

「きゃっ……痛っ……か、嚙みつかれましたぁ……！」

　帰りたいし、わけがわからないし、こんなちゃんとした格好をした綺麗な女の人たちに、薄汚れた小娘である自分を見られるのも恥ずかしかった。

　無理だ。駄だ目めだ。怖こわい。帰りたい！




　紫乃宮圭人はいろはの様子を見て、盛大にため息をついた。

　明るい邸内で改めて田原いろはを見たが、ひどいものだった。

　年の頃は、十三か十四だろうか。つぎはぎだらけでぼろぼろの丈たけの短すぎる和服に、手入れされた様子のない伸びっぱなしのぼさぼさで跳ね放題の髪、肌はだは薄汚れてかさかさと乾かわき、体はどこもかしこもむやみやたらに細くて瘦せっぽちで、ただ目ばかりがぎょろりと野生の獣のように大きい。

　……これの、どこを、どうしたら、女王陛下に謁見できるようなレディにできるのだろうか。

　とりあえず、胡蝶らにこれからのことについて指示する。

「まずはこいつの部屋を整えろ。客間を……いや、俺の部屋の近くのほうが都合が良さそうだな、適当な部屋に客間の家具類を運ぶように」

「かしこまりました、すぐに」

「それと」

　圭人はもう一度、メイド相手に大暴れしているいろはを見た。お世辞にも身綺麗とは言いがたい。レディ以前に、若い娘がこれではあんまりだろう。

「あいつを風ふ呂ろにぶち込め、今すぐにだ」

「かしこまりました、すぐに。……お前たち、いろは様を浴室にお連れしなさい。お体のすみずみまで洗ってさしあげるように」

「は……はい、胡蝶様！　ではいろは様、浴室に参りましょうか」

　すると、帰る帰ると叫んで暴れていたいろはが、今度は焦あせったような声をあげた。

「ちょ……待って、お風呂って……！　お風呂……？」

「ご心配なく、ぴかぴかに磨みがき上あげてみせます、えぇ、わたくしどもにお任せください」

「待って！　お願い、ちょっと待って！　やだ！　子供でもないのに人にお風呂に入れてもらうなんてできるわけないじゃないの!!」

　メイドは数人がかりでいろはを無理やり押さえ込む。いろはも嚙みついたり引ひっ搔かいたりして抵てい抗こうしているが、多勢に無勢。

「やめてよ！　やめてってばーーーー！」

　そうして、半ば引きずられるように、いろはは悲鳴だけを残し、浴室に連れていかれた。

　後に残っているのは、圭人と征十郎と、それに胡蝶。

「……先が思いやられるな」

「しつけがいがありますね」

　ため息まじりの圭人の呟きに、胡蝶が応じる。その様子は、まるで戦いを楽しむ歴戦の将しようだ。その闘とう争そう心しんは一体どこからやってくるのか。

　征十郎は遠えん慮りよがちに、圭人に伺うかがいを立てた。

「圭人坊っちゃま、いろは様のお召し物はいかがいたしましょう。元のお召し物では……」

「皆まで言わなくともいい、さすがにあのボロ着物のままというわけにもいくまい。とはいえ……この邸に子供服があるか？」

「もう夜中ですので、今から出入りの商人を呼びつけるわけにもいきませぬからのう」

「邸には小柄なメイドもおります。その者から借りましょう」

「服も用意しなければならんし、他にも年頃の娘には必要なものもいろいろあるだろうし……頭が痛いことだ……」

　圭人はやれやれ、と呟いて頭を押さえる。

　人間一人預かることの大変さもそうだが、あの娘は宮廷魔術師主席の立場にかけて、立派なレディとして育成しなければならないのだ。

「朝一番で出入りの者を呼びつけろ。洋品店に、呉ご服ふく屋やに、宝石商と小間物屋、あとは」

「化け粧しよう品ひんなども必要になりますかと」

「なるほど。胡蝶、他に必要なものがないか、書面でまとめてくれ」

「かしこまりました」




　そのあと、食堂に場所を移して、圭人は濃いめの紅茶を飲みながら、いろはがこれから暮らしていく上で必要なものの一覧を確認する。

　年頃の娘に必要な品物が、紙一面にびっしりと羅ら列れつされていた。

「袴はかまは必要……か？」

「やはり学ぶときのお召し物といえば、袴かと……」

　……もしかすると、胡蝶が面白がってどんどん一覧を長くしたのではないかという気がしてきた頃、風呂場のほうから大きな悲鳴がいくつも聞こえた。

「いろは様！　そのような姿で！」

「誰か、早く捕つかまえて服を着せて！」

「いくらなんでも、バスタオルだけはまずいです!!」

　どうやら、いろはが邸内を逃げ回っているらしい。……バスタオル一枚で。

「胡蝶……」

「かしこまりました、行ってまいります……腕がなりますね」

　忠実にして優秀なる紫乃宮伯爵家のメイド長・四戸胡蝶は、全身からゆらりと闘とう気きを放ちながら部屋を出ていった。




「……」

「ほう、身綺麗にしただけで変わるものだな」

「…………」

　圭人の言葉に、いろはは黙ったままだった。

　なんだか、頭がくらくらする。今までいろはは、あんなに熱い湯がたくさんあるお風呂になど入ったことがなかった。

　新しい清潔な浴衣ゆかたを着せられたが、そのさらさらした感かん触しよくがどうにもくすぐったくて落ち着かない。着ていたものは、メイドの一人によって「こちらは処分しますので」と持って行かれてしまった。

　風呂上がりに、メイドの私物だという化粧水と乳にゆう液えき、クリームなるものを塗ぬられたので、かさかさとしていた肌はもちもちしている。

　髪にも椿つばき油あぶらを塗られて丁寧に梳とかされ、温かい風が出る魔法の道具で乾かされた。

　だが、その髪があちこち跳ねてぼさぼさしているのが、圭人はどうにも気に入らない様子だ。そして──

「あぁ、見苦しいなら、切ってしまえばいいのか」

　圭人は、いろはの髪を切るようにメイド長の胡蝶に命じたのだ。

　髪を切る……髪を切る、いろはの髪が切られてしまう！

　ハサミを手に近づくメイドに、いろははとっさに大声をあげた。

「いや！　男の子みたいに髪を切るなんて！　やだやだやだやだ!!」

「あの……圭人様……」

「かまわん、やれ。断だん髪ぱつしたほうがまだ見られるだろう」

「……はい」

「やだやだやだやだ！　髪は女の命って言うのに、圭人の馬鹿ーーー!!」

　いろはの住んでいた街では、髪の短い女の人なんて一人も見たことがなかった。いるとすればそれは尼ばあさまのような、俗ぞく世せと縁えんを切った人ぐらいだ。

「……馬鹿はお前だ！　髪は女の命などと、一体何年前の考えだ。先進国とされる西洋諸国では、女性の断髪は珍しくもなんともないのだぞ！」

「やだやだやだやだやだやだやだーー!!　髪を切るのはやだーーー!!」

「……らちがあかん、やれ胡蝶」

「かしこまりました。……いろは様、お恨うらみなさいますな。お前たち、いろは様を押さえていなさい」

「やだやだややだやだやだやだだやだ!!　駄目だってば、来ないで、やめてーーーー!!」

　──ザクッ。

　ハサミの音が何度も響く。髪が切られていく。

　そのたびに、いろはは絶望を感じて大人しくなっていった。

　──ザクッ。

　いやだ。

　──ザクッ。

　もういやだ。こんなところにいたくない。

　──ザクッ。

　はやくおうちにかえりたい。

　──ザクッ。

　でも──この男の前で、もう二度と泣いたりなんてしてやるもんか!!

「……いかがですか、圭人様、いろは様」

　ハサミを置いた胡蝶は、いろはに鏡を掲げて見せる。

　いろはは、それを見ようとはせずにぷいと横を向いていた。

「見てみろ」

「……」

　圭人の言うことを聞くのは癪しやくだが、このまま見ないというのもなんだか大人気なく思えて、いろはは荒れ狂くるう心を抑えながら鏡を見た。

「え……!?」

　それに映るのは、顎あごより少し上のあたりでふわりとした毛先を遊ばせたお嬢さんだ。

　いろはが思っていたのとかなり違う。

「これが……私？」
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　くるりとした髪が頰にかかっていて、なんだかちょっと愛らしく見えなくもない。

「うむ、いいと思うぞ。淑女への第一歩だな」

　圭人はいろはを見て、満足そうに頷いている。

　いろはは、鏡をじっと覗のぞき込んで、圭人の顔とかわるがわる見返したあと、少しだけもじもじして、こう言った。

「圭人、その……ありがとう。あと、ごめん……」

「何がだ」

「その、えっと、こんなに綺麗にしてくれて、かな……あと、馬鹿って言って、ごめん」

　その言葉に、圭人は吹き出した。

「そんなことか。これからもっともっとお前には綺麗になってもらわなければ困るぞ。なにせ、女王陛下に謁見できるようなレディになってもらうのだからな。ああ、あと……馬鹿と言われたことだけは一生忘れんから、よく覚えておくように」

　いろはは、思わず目を丸くした。

　こんな小娘である自分なんかに馬鹿と言われたことを気にしているなんて、この鋭するどい瞳の貴族男性は意外と──小さいのかもしれない。
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　寝ね床どこが広い。とにかく広い。その上なんだかすべすべしてくすぐったくて、掛かけ布ぶ団とんも敷しき布ぶ団とんもふかふかして頼たよりなく、落ち着かない。

　疲れているはずなのに、いろははなかなか眠れずにいた。

　今日からいろはの部屋になるという場所は、よくわからないが豪ごう華かですごくお金がかかっている、ということだけはわかった。

　卵色の壁には、可愛らしい薄うす紅べに色いろの花のつぼみ模様が描えがかれていた。腕を広げたよりも大きな硝子がらす窓に下がったカーテンという名の覆おおい布も、どこか花を連想させる落ち着いた薄紅色だ。天てん井じようの中央には何かの模様が描かれていて、そこからすずらんの花のようなぷっくりとした形をした照明が下がっている。家具は当然のように、繊せん細さいな彫ちよう刻こくが施ほどこされた木目の美しい品々ばかり。

　いろはは、落ち着かないすべすべの寝床から抜け出して、窓まど際ぎわの洋風机の前に立つ。机の上には、母の形見の小刀。手に取ると、それは今までになくずっしりと重く感じられた。

　長屋の仲間たちは今頃どうしているだろう。今日お墓に顔を出さなかったから、尼ばあさまもさぞかし心配していることだろう……。

　ぽつりと──小刀にひとつぶ涙が落ちた。

　それを乱暴に袖そでで拭ぬぐうと小刀を机の上に戻し、いろはは寝床に潜もぐり込む。

　落ち着かない寝床だったが、それでもうずくまって目をつぶっているうち、あまりにもいろいろなことがあったせいかいつの間にか眠りに落ちていた。




　圭人は自分の寝室で、一番気に入っているソファに腰掛けながら、深いため息をついた。今日だけでため息は何度目になるだろうか。

「やるべきことは、山積み……だな」

　ふと、洋酒がずらりと並んだ棚が目に入る。あの酒の値段は、庶民の生活費でいうと何日分になるだろうか。

　その庶民よりも、さらに貧しい暮らしであっただろういろは。

　彼女は親の墓前に供える花すら買えず、あろうことか桜を切った。

　そんな己おのれの行動に疑問を持たないほどの暮らしをしていたのだ、あの娘は。

　圭人は酒棚から目をそらした。さっさと着き替がえてベッドに入る。

　心身ともに、とても疲れていた。きっと夢も見ずに眠れることだろう──

　圭人によるいろはの淑女教育の日々は、こうして始まりを迎えたのだった。
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　どんなときでも、無む慈じ悲ひに朝は訪おとずれる。

　陽の光を浴びると目を覚さましてしまう自分の健康的な体質を、このときばかりは恨うらめしく思いながら、圭けい人とは朝の支し度たくをする。

　今日は休日なので和わ装そうにすることにした。

　圭人は外出や仕事のときは洋装なのだが、やはり和桜国わおうこく人じんなら和装のほうがどこか落ち着くものがあると思っている。

　今日は銀ぎん鼠ねず色いろの縞しま模も様ようの着物を着用した。普ふ段だんから着るものは胡こ蝶ちように任せているのだが、彼かの女じよのセンスはいつも抜群だ。

「いろはは、もう起きているのか」

「はい。朝食をご一いつ緒しよになさいますか？」

　その質問に、圭人は一いつ瞬しゆんだけどうしようかと考えた。

「あぁ、二人で食べる。食堂に用意してくれ」

「かしこまりました、ではそのように」

「紅こう茶ちやは、今日はダージリンがいい。ストレートで」

「はい」

　ダージリンは紅茶のシャンパンとも言われる。引き取ったいろはと二人での初めての食事だ、せめて気分だけでも祝しゆく杯はいといきたい。




「おはよう、圭人！」

「……おはよう、いろは」

　食堂では、すでにいろはが待っていた。彼女は朝に強いのか、睡すい眠みん時間が短くても元気そうだった。

「あんなふかふかでふわふわでつるつるですべすべの寝ね床どこは初めてだった！」

「よくわからん、要よう領りようを得ないぞ。和桜国の言葉で話すように」

「……話してるよ？」

「もういいからさっさと席につけ……食事だ」

「はぁい」

　二人での初めての朝食は驚おどろきに満ちていた。

　当たり前だが、いろはは洋食のマナーなど知らない。

　とりあえず圭人は自分の真ま似ねをして食べてみろと言ったのだが、それでまともに食べられたら和桜国人は文ぶん明めい開かい花かのときに誰一人苦労しなかっただろう。

　パンは鷲わし摑づかみにしてまるかじりする、スープ皿を持ち上げて直接すすろうとする、などまだ可愛かわいいもの。皿を割わりそうになる、フォークやナイフを投げ飛ばしそうになるのは、さすがにまずい。もともと食べ方も下へ手たなのか、口の周りに常に食べかすがついていて、ナプキンもぐちゃぐちゃだ。

　食事の礼れい儀ぎ作法は早めに叩たたき込こまなければならない。せっかくの食事中に叱しかられてばかりなのは、いろはとしても辛つらいことだろう。

　朝から精神的に疲つかれ切きった状態で、食後のダージリン紅茶を飲んでいると、征せい十じゆう郎ろうが足早にやってきて、来客を告げた。

「こんな朝早くから誰だれが？」

「神衣かむい様でございます。神衣伯はく爵しやく家けの真ま希き子こ様」

「あぁ、あいつか……。なんの用かはわからんが、まぁ通せ。すぐに向かう」

　圭人は紅茶を飲のみ干ほして、いろはに部屋に戻って適当にくつろいでいるように言うと、すぐに客を待たせている応接間へと向かった。




「おーーーっほほほほほほほほほほほほほほほほほほ！　圭人様、おはようございます。そしてごきげんよう！　今日も暖かでよき春の朝ですわね!!」

「……あぁ……おはよう……真希子……お前は本当に、休日でも元気だな」

「当たり前ですわ!!　この神衣真希子、いつも全力全ぜん霊れいなのでしてよ!!」

「あー……うん、そうか、そうだな、そうだったな。で、一体なんの用だ。こんな朝早くから人の家に」

「えぇ、朝早くでは非ひ礼れいかとも思いましたが、急いだほうがよいかと思いまして」

「だからなんだ」

「私わたくしのおさがり服をあの子にどうかと。洋装がほとんどなのですけど、なるべく時代遅おくれでないものを選ばせましたわ。当家のばあやには『お嬢じよう様さまの思い出の品が！』と泣かれてしまいましたけど」

「あー……そっちのばあやにはすまない、と伝えてくれ……だが、感謝する。ありがとう、助かった」

　圭人の目から見た真希子は、とてもまともで常識的で、そして善ぜん性せいの持ち主であり、とても有能だ。だからこそ、第一印象から誤ご解かいを受けやすいことがもったいないと思っている。

「……感謝されることではございませんわ。当然のことですもの。……そ、それより、女の子には必要なものも多いのですから──」

「あぁ、とりあえず必要なものは昨さく晩ばん一いち覧らんにした。あとは真希子に任せていいか？」

　餅もちは餅屋。男である圭人があれこれ考えるより、女子のことは女性に任せたほうがいいだろう。

「えぇ、えぇ、よろしくってよ!!　どんどんこの私わたくし、神衣真希子を頼たよるとよろしいのですわ!!」

「それは助かる」

　まるで、一人娘の父親にでもなったような気分の圭人だった。
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「では、行ってくる。ちゃんと邸やしきでいい子にして待つようにな」

「うん。行ってらっしゃい」

　次の朝、いろはは圭人が仕事で邸を出るのを見送った。

　圭人は「宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し主しゆ席せきが小こ娘むすめにかまけて出しゆつ仕ししないわけにもいかない」などとぼやいていたが。

　昨日は、いろいろな店の商人が次から次へとやってきた。

　そして、さまざまなものを買かい与あたえられた。

　圭人の職場の部下である神衣真希子という女性が選んでくれたのは、年とし頃ごろの娘が使うための化け粧しよう品ひんや髪かみの手入れのためのあれこれ、日ひ傘がさや扇せん子すといった小物類、お茶を淹いれる練習のための茶器にその他もろもろ。それに、新しい洋服や和服のための採さい寸すんもした。

　レディというものになるには、あんなにたくさんの高そうな品物が必要らしい。

　準備は着々と進んだようだが、今日から圭人が仕事で忙いそがしく、レディ教育のための予定はまだ立てられていないという。つまり、いろはは今日一日、何もしなくていいとのことだった。

　手を振ふり圭人を見送って、とりあえず胡蝶とともに与えられた部屋に戻もどってみる。

　いい子にして待つように言われたが……いい子とは何をすればいいのだろうか。

　メイド長の胡蝶によると、部屋の掃そう除じもしてはいけないそうだ。それに、井い戸どで水汲みなんてことも必要ないようだった。この邸には水道が来ておりますから、と困こん惑わくされた。台所仕事もしなくていいようで、お茶やお菓か子しをご所しよ望もうでしたら持ってまいりますと言われてしまう。

　うろうろと広い部屋の中をとりあえず歩き回ってみて、天気が良かったのでなんとなく大きな窓まどから外を眺ながめてみる。

「わぁ……！」

　邸の庭は、いかにも春らしい新緑に彩いろどられ、その中にぽつぽつと花の鮮あざやかな色が浮うかんでいた。

　いろはは、部屋の隅すみでひっそりと控ひかえている──というよりは、いろはが妙みようなことをしでかさないか見張っていたのであろう──胡蝶に尋たずねる。

「ねぇ、庭に出てもいい？」

「もちろんです。ただいまお帽ぼう子しをお持ちしますので、少々お待ちください」

　いろはは、つばの広い帽子を胡蝶にかぶせてもらい、いそいそと庭に下りた。

　硝子がらす窓まど越ごしではない新緑は、とても生き生きとした香かおりがする。さまざまな緑の交じった匂においというものは、故こ郷きようの野原や山も、貴き族ぞく様のお邸の庭も、さほど変わらないように思えた。

　だが、見た目は全然違ちがうものだ。

「すごい……知らない植物がいっぱい……ねぇ胡蝶さん、この花びらのおっきな花はなんて名前なの？」

　花か壇だんのひとつをいろはは指さした。そこには、赤や黄色や白の存そん在ざい感かんの強い花たちが咲さいている。

「それはチューリップという名の、西洋の花です」

「まっすぐしゃんと伸のびていて、綺き麗れいだね」

「お気に召めしたのなら、少し切ってお部屋に飾かざりますか？」

「ううん、いらない。ここで咲かせてあげて」

「……そうですか」

　いろはは植物が好きだ。

　故郷では──まだ両親が生きていた頃は、尼あまばあさまの寺がある山をあちこち駆かけて、一日中植物を見て過ごした。山歩きをすると、珍めずらしい草なんかも手に入った。そういうものはたまに貧ひん民みん地区にやって来る、学者と名乗る変な人に渡わたすといくらかのお金に替かえてくれるのだ。

　いろははその日の午前中、紫し乃の宮みや伯爵邸ていの庭にあるいろんな植物の名前を、胡蝶や庭師たちに尋ねて回った。

「いろは様、そろそろ日差しが強くなってまいりました、お昼も近いことですし、お部屋に入りましょう」

　そう胡蝶に促うながされたので、仕方なく部屋に戻ったものの、またしてもやることがない。

「……うーん」

「いろは様、どうされました？」

「あの……胡蝶さん、私は何をすればいいんだろう」

「本がたくさんございますし、それらを読まれてはいかがでしょうか」

　そう言って、胡蝶は棚たなから『本』を一冊さつ取り出す。

「神衣真希子様が、最近流は行やりの少女雑ざつ誌しも用意してくださったので、いろは様も楽しめると思いますよ」

　差し出されたのは、色鮮やかな『本』だった。表には、瞳ひとみが大きくてまつげが長く、とてもきらきらした女の子が描えがかれている。

「ありがとう、見てみる」

　いろはは、素す直なおに『本』と呼よばれる紙の束を手にとって開いた。確かに絵もそれなりにあるが、ほとんどがよくわからない細かな『模様』が並ならんでいるだけ。ぱらぱらと紙の束をめくって、絵のあるところを探さがして眺める。

「……？」

　そんないろはの様子を見て、わずかに首を傾かしげた胡蝶が、急にはっとした表情になる。

「いろは様、まさか……」

　絶ぜつ句くした様子の胡蝶に、その日、もう『本』を勧すすめられることはなかった。




　夕食後、圭人がただならぬ様子で部屋を訪たずねてきた。

「いろは、お前まさか文字の読み書きができないのか」

　圭人は……とても怖こわい顔をしていた。初めて会ったときよりも、ずっと怖い。

　読み書きができないことが、そんなにもいけないことだったのだろうか。

「……文字って、あの紙の束に細かくたくさん書いてあるやつだよね」

「あぁ、それだ」

「あのたくさん書いてある模様が、文字だってことはわかるけど、私あれを読んだり書いたりは、できない。……でも、それがなんだっていうの！　胡蝶さんも圭人も、なんなの、文字が読めないことがそんなにおかしいの!?」

　圭人は自分の顔を手で覆おおって、深いため息をついた。

「学校は、どうした」

「……がっこうって、何？」

「……」

「……」

　長い長い沈ちん黙もくが、部屋を包つつみ込む。

　もしかしてこれは怒おこられるんだろうか。レディというのは読み書きができて当たり前だったんだろうか。そんなことをぐるぐる考える。

　かなり長い間、圭人は黙だまって何か考え込んでいたが──唐とう突とつに部屋を出ていってしまった。

　廊ろう下かで執しつ事じの征十郎を呼びつける大声が、いろはの部屋まで届とどく。

「……」

　これなら──これなら、直接怒ど鳴なられたほうがマシだった。

　いくらいろはでも、自分がなぜか圭人に衝しよう撃げきを与えてしまったことぐらいはわかる。

　いろははへたり込むように、椅い子すにもたれかかった。

　少しして、数回ノックの音がしたあとにするりと胡蝶が入室してきた。彼女は手に、何か入った大きな紙の包みを持っている。

「いろは様、明日より読み書きのお勉強がございます。ですので、今日はお早めに休まれたほうがよろしいでしょう」

「読み書きの……勉強？」

「えぇ」

　胡蝶は、テーブルの上で紙包みを広げて見せてくれた。中にはピンクと白で模様がある着物と、赤茶っぽい──胡蝶が海え老び茶ちや色いろだと教えてくれた──袴はかま。

「さぁ、こちらはいろは様の袴でございますよ。レディになる女の子が学ぶときの装よそおいは、やはりこれでなくてはなりません」




　次の日。圭人が仕事から帰ってきて夕食が終わる頃には、いろはの勉強の『お支度』もすっかり整っているようだった。

　さすがは征十郎、手早い仕事だと思いつつ、圭人はいろはの部屋に向かう。

　まさか、この和桜国で大たい晶しようの五年にもなるというのに、庶しよ民みんであるとはいえ、母国語の読み書きができない者がいたとは。しかも、その読み書きができない無学な娘をレディとして教育しなければいけない、というおまけ……というより本題つき。

　紫乃宮侯こう爵しやく家けの男児として生まれ、ありとあらゆる学問に触ふれることのできる環かん境きようで育ち、魔術師の家か系けい出身の祖母から魔術を学んで国費留学まで果たした圭人には、このことが信じられなかった。

　たとえ千年前の大昔に遡さかのぼっても、母国語が読み書きできないレディ──すなわち貴き婦ふ人じんは、我わが和桜国にまずいなかっただろう。むしろ、その時代の和桜国の貴婦人たちが残した歌や書が今でも引き継がれているぐらいだ。

「……」

　圭人は痛いたむ頭を抱かかえたくなる。

　これは、レディ教育どころではないのではないだろうか。

　まずは、女学校にでも行かせたほうがいいだろうかとも考えた。

　いろはの教育資金も国から出ることになっているし──いや、それは駄だ目めだ。まずい。かなりまずい。

　何がまずいか。身分も金も親もない、さらに本も読めないときている無学の小娘と、貴族や王族の『お嬢様』たちが机つくえを並べて学校生活というのは、いろんな意味でまずい。どの方向に転んだとしても、悪い結果にしかならないだろう。

　では、高等教育の場である女学校ではなく、初等教育の学校なら、とも考えたがこれも駄目だ。ある日いきなり、いろはのような身分も年ねん齢れいも常識も違う存在が学校にやって来るのは、すべての方向に悪い結果しかもたらさないだろう。

　……というわけで、学校行きの案は没ぼつだった。

　そうなると、残された道は──紫乃宮邸で読み書きを教えるしか、ない。

「険しすぎるぞ、この道は……」

　圭人は、今度こそきりきりと痛む頭を抱えた。

　昨日まではレディ教育というのは、食べ物や着る物やその他必要なものを与え、状況に応じて本や家庭教師で知識をつけさせればいいだろうと思っていたのだ。

　その考えがとんでもない大おお間ま違ちがいで、こんな初しよ手てでつまずくことになろうとは──

「あ、圭人！」

　部屋の前で頭を抱えていた圭人だったが、扉とびらからひょこっといろはが姿すがたを見せた。それも、まるで女学生のような袴姿で。

「いろは、その格好」

「あぁ、これは胡蝶さんが『女の子がお勉強をするときは、この服ふく装そうです』って言うものだから……似合う、かな？」

　そういって、くるりとその場で一回転してみせる。

　着物は可愛らしいピンクと白の矢や羽ば根ね模様。袴はいわゆる海老茶色。足元はブーツ。格好だけならいかにもそのあたりを自転車で駆け回っていそうなおてんば女学生──海え老び茶ちや式しき部ぶというやつだ。

「あぁ、似合っているぞ」

　そう言って圭人は、ピンクのリボンをカチューシャのようにくるりと巻まいてあるいろはの頭を撫なでる。

「本当？　……やったぁ！」

　無む邪じや気きに喜ぶ様は、レディというよりは……ただの子どものようだった。実際まだまだそのとおりなのだが。

　圭人は、部屋の中央にあるテーブルに手習い道具一式と椅子を二脚きやく用意させる。椅子のひとつは当然『生徒』であるいろはのもの。もうひとつの椅子には圭人が座すわる。

「あれ、圭人？」

「俺おれが教師だ。異い論ろんは認みとめない」

「いろんって何？」

「そこからか……文もん句くは認めないということだ。当分の間は俺が教える。ビシビシいくからそのつもりで」

「……なんで、文字の読み書きなんて必要なの？」

　いろははふくれっ面つらで不満を表す。

「私はちゃんと圭人とも会話できてるし、誰も困こまらないじゃない。なのになんで、あのへんてこな模様書けるようにならないといけないの」

　圭人は盛せい大だいにため息をついた。まさか、文字を学ぶ意味から教えなければならないとは。

「お前……そんなことすらわからないのか。例えば……そうだな。いいか、いろは。お前は物心ついたときから今までに見たり聞いたりしたものを、一いつ切さい合がつ切さい、何もかも、すべて、覚えているのか？」

「そんなの……無理に決まってるじゃない」

「大たい抵ていはそうだろうな。記き憶おくしたことは忘わすれる。これが当たり前だ。だが、忘れること、つまり失われることを少しでも留とどめておく方法がある。それが記録だ。そして記録に必要なもの、そのひとつが文字なんだ」

「つまり、文字で記録しておけば、忘れてもそれを見ればいいってこと？」

「そういうことだな、もっとも記録があるからといってほいほいと忘れていい理由にはならんが。記録は文字を使ってできることの一例にすぎない。学ぶ意味は他にもまだある。さ、始めるぞ。……とりあえず、最初の教材はこれがいいか」

　圭人は幼おさない子ども向けの手習いの教材から、一枚まいの紙を取り出し、机の上に広げた。

「……これは……なぁに？」

「和桜国の文字の一種だ。ひらがな、というやつだな。最初はこれからだ」

「うん……。あ、でも昨日本を見たときには、もっと直線的なのとか、もっと複雑な模様……じゃなくて文字もあったけど」

「それはおそらく、カタカナと漢字だろうな。もしかしたら異い国こくの文字も部分的に混じっているかもしれんが」

「カタカナ、と……漢字……」

「和桜国には大きく分けて三つの文字がある。ひらがなとカタカナと、漢字だ。だが、まぁ、大昔の貴族でもないのだから、ひらがなから覚えるのがいいだろう」

　そして、圭人は紙の上に指を滑すべらせる。

「とりあえず、一度読み上げるぞ。後から復唱してみろ」

「うん！」

　──圭人は『それ』を読み上げる直前に、あることに気づいた。だが、今いま更さらやめるとも言えない。

「いろはにほへと　ちりぬるを　わかよたれそ　つねならむ──」

「……!!」

「うゐのおくやま　けふこえて　あさきゆめみし　ゑいもせす──」

「……」

「……いろは、復唱は？」

「……」

「いろは」

　呼んでも、いろはは目をまんまるくして驚いた顔をしたままだった。返事すらない。圭人が繰くり返かえし名前を呼んで、ようやくいろはは反応した。

「……すごい!!　この文章、私の名前から始まってるんだ!!」

「あぁ、まぁそういうことだ。これは『いろは歌』というもので──」

「ねぇねぇ、これは、いつ誰が作ったものなの？」

　……いろははまだ復唱してもいないのに、質問をぶつけてくる。

　だが、圭人としてもせっかくの好こう奇き心しんの芽を潰つぶすような無ぶ粋すいな真似はしたくはなかった。

「これは、ずっと昔に作られた歌だな。詠よみ人びとは諸しよ説せつあって不明だ。一説によれば、とある徳の高い僧そうが作ったとも言われるが──現在ではこの説はありえないだろうとされている。それというのも、まず……」

　いろはは目をきらきらさせて、圭人の説明を一言一句聞きき逃のがすまいと熱心に聞いている。

　思ったよりもちゃんとした生徒ぶりだと、心の中でいろはに二重丸をつけてやりながら、圭人はいろは歌に関する知識を披ひ露ろうした。

　知識の次は実じつ践せん──というわけでもないが、いろはに三回ほど復唱させたあとはテーブルの上に用意してあった習字道具の出番だ。

「まずは最初の行『いろはにほへと』から書いてみろ。この紙を手本にな」

「う、うん……」

　筆の持ち方や墨すみの付け具合などを見てやって、書き始めるように合図する。

「い……。ろ……。は……」

　三文字書いたところで、いろはは一度手を止めて、圭人を見上げた。

「見て見て、圭人！　私の名前だ！　初めて書いた！」

「わかったわかった。いいから早く続きも書け」

　こんなに喜ぶなら、今度は苗みよう字じである『田原』の字も教えてやろうと思いつつも、ついつっけんどんに続きを書くように促す。

「うん！　あのね圭人、あのね！」

「なんだ」

「勉強って……楽しいね！」

「!!」

　自分は、無学の少女に学ぶ喜びを与えられたのだ。そう思うと、圭人は今日の疲れが吹ふっ飛とぶ思いだった。もしかしたら──これならこの先、道がどんなに険しくともやっていけるかもしれないと思うぐらいに、それは爽そう快かいな気分だった。




「そうだ、忘れるところだった。これをやろう」

　いろは歌を何度か書き終えたあと、圭人が差し出したのは綺麗な紙で包まれた箱。いろははそれを受け取ってすぐに破り開ける。それを見て、圭人が「落ち着いた開け方も教えなければならんな……」と呟つぶやいていた。

　中に入っていたのは、不思議な品だった。少なくとも、これまでいろはが見たことのないもの。それは、本に似ていた。硬かたい茶色の表紙に、金色で綺麗な模様が描かれている。ここまではいい、だが、なぜか小さな錠じよう前まえがついている。これではすぐに開けない。

「……これ、なぁに？」

「日記帳だ。年頃の娘にはこういうのも必要だと聞いてな。仕事終わりに買ってきたんだ」

「日記帳……」

　いろはは日記帳をまじまじと眺める。

「これに、その日あった出来事なんかを書いていけばいい。文字の練習にもなる。ページがなくなったらすぐ言え。また買ってきてやるから」

「うん……わかった。いっぱい、いっぱい書くね。書いて、圭人に読んで聞かせる」

「……は？」

「え？」

「あのな……いろは、この日記帳に書いたことは、お前だけの内ない緒しよにしていいんだぞ。俺に報告することはない。それが日記というものだ」

「えっと、日記って……書いて、本にするものじゃないの？　これ、こんなに立りつ派ぱなのに、本当に、ただ書くための、帳面……ノート？」

「あぁ……うん、そうだ。日々あったことを書く──お前だけのノートだぞ」

「すごい！」

　いろはは、思わず日記帳を抱だきしめた。

「毎日のことを書くためのノートがあるなんて。それがこんなに綺麗で立派だなんて！　すごいね、この日記帳って！　私、いっぱい、いっぱい、いっぱい書く！」

「あぁ、いっぱい書いていけ」




　その夜、いろははベッドに潜もぐり込む前に机に向かっていた。手にはペン。そして広げられているのはまっさらな日記帳。

　初めての日記帳、何を書こう。

　いろははいろいろと書きたい内容を考えてみる。けれど──

「……まだ、これだけしか書けないや」

　日記帳の一ページ目、そこには大きく『たはらいろは』と書かれていた。

「うん！」

　間違えずにきちんと書けたはずだ。

　……もっといっぱい、書けるようになりたい。圭人のことも書いてみたい。今度は圭人の名前はどうやって書くのかも教わろう。

　インクが乾かわいたのを何度も確かく認にんしてから、いろはは丁てい寧ねいに日記帳を閉とじて、小さな鍵かぎをかけたのだった。
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　初夏の涼すずしい風が吹ふき抜ぬける。

　外国人には意外な顔をされることもあるが、桜宮おうきゆうは桜おう都とで最も自然の多い場所と言える。ほとんど森の中に埋うもれるようにして建物が存在しているので、このぐらいの季節ならまだ涼しい。

　和桜国の女王陛へい下かである樹乃花姫このはなひめは、その白い指先で一枚の和紙をつまみ上げた。

「まぁ、圭人の報告どおりですね。本当に味のある字を書くこと」

　樹乃花姫は和紙を眺めてころころと笑った。

　女王の執しつ務む室しつである葉はざ桜くらの間まのバルコニー。そこにあるテーブルの上には圭人がたった今提出した、田原いろはのレディ教育に関する報告書とその『参考資料』である習字用和紙の何枚かが、文ぶん鎮ちんで押さえられて載のっていた。

「ようやくひらがなとカタカナを間違うことなく書けるようになりまして、現在は易やさしい漢字を習わせているところです」

「ご苦労。引き続き報告をお願いしますね。次期分の予算もちゃんと出しておきますので」

　陛下が合図をすると、控えていた女によ官かんたちがテーブルにお茶やお菓子を運んでくる。本格的な夏が近いためか、お茶は氷出しの冷たい緑茶、菓子はぷるりとした透すき通とおる水まんじゅうだ。

「……陛下、一体なぜこのようなお役目を私に？」

「それよりも圭人、紫乃宮侯爵らとは最近話をしておりますか？」

「……それは」

　紫乃宮侯爵──それは圭人の父親のことだ。

「……あまり、知らんぷりをするのも紫乃宮侯爵がかわいそうですよ」

　──向こうのことなど知るものか。子供の頃は無関心だったくせに、地位を得たとたんに態度を変えてくるような親など……。

　圭人は、紫乃宮侯爵家の三男として生まれた。兄二人は健在。当然、圭人が家を継つぐこともない。おかげで父親からは期待されず育った。母親はもう少しましだったが、大差ない。あの家で圭人をまともに可愛がってくれたのは、亡なき祖母ぐらいだった。その祖母はもともと魔術師の家系から嫁とついできた人だったので、圭人はごく自然に魔術の基き礎そを教わって、そして才能を見み出いだされたのだ。

　状況が変わったのは、圭人の魔術師としての力が国に認められ、宮廷魔術師主席となる話が持ち上がってからだった。

　和桜国の魔術師すべての頂ちよう点てんに立つ宮廷魔術師主席が、爵しやく位いを持たないというのは外がい聞ぶんが悪い。何より、圭人には爵位を与えられるにふさわしい力があったのだ。

　女王陛下から圭人に、すぐさま伯爵位が与えられることとなった。

　紫乃宮伯爵家は、紫乃宮侯爵家と家名こそ同じではあるが、まったく別の、独立した名を持つことになる。その別の家に、紫乃宮侯爵は父親面で口出ししてきているのだ。

「……陛下。親子であるとはいえ、紫乃宮伯爵家はあちらとは何ひとつ関係ありません」

「圭人どの」

　女王陛下が悲しそうに、わずかに眉まゆを歪ゆがめる。

　圭人が宮廷魔術師主席の地位を得たのは、当代の女王であるこの少女の後押しあってのこと。もしかすると、陛下は家を離れるきっかけを与えてしまったと責任を感じておいでなのかもしれない、と圭人は胸むねの底でほんのわずかに痛みを覚えた──
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「あれ……？」

　ある夏の日、いろはは邸内で偶ぐう然ぜんにもその『少年』を見かけた。

　紫乃宮邸の玄げん関かんホールは吹き抜けになっていて、二階廊下から一階が見えるつくりになっている。

　一階を歩いていた少年も、二階にいたいろはに気がついたようで軽く会え釈しやくしてきた。その物もの腰ごしや身なりは、明らかに使用人たちと違っている。どこか圭人と似た空気──つまり、彼かれは貴族だ。

　あの少年は一体誰なのだろうか、なぜこの紫乃宮邸にいるんだろうか、それらが気になって、いろははその少年を追いかけようと──

「いろは様、廊下を走ってはなりません」

　──したのだが、どこからか現れたメイド長の胡蝶に止められてしまった。

「えっと、あのね、胡蝶さん、今、一階に私と同じぐらいの年の男の子がいてね」

「あぁ。翔しよう太た様のことですね」

「知ってるの？」

「えぇ、その方は紅く瀬ぜ波なみ侯爵家の翔太様ですよ」

　胡蝶はそこで一度、黒い瞳を一階に向けた。翔太という名の少年はもうどこかに行ってしまったようで、二階の廊下からは見えない。

「私は魔術師の方々のことはよくわからないのですが、圭人様とは師し弟てい関係に近い存在のようですね。それで、翔太様ならこの邸の蔵ぞう書しよはどれでも自由に借りていってよいと圭人様がお認めなのです」

　胡蝶のその説明を聞いて、いろははゆっくりと瞬きを数回しながら考える。

　圭人の弟で子しのような存在。圭人の本をいつでも借りられる子。圭人の本を読めるような頭のいい子。いろはと同じぐらいの年に見えたけど、あの子はきっといろはと違って文字もたくさん知っているのだろう。

　いろははそわそわした。今から邸中探せば、翔太という少年とちょっとぐらい話ができるのではないだろうか。

「ねぇ、あの子と話をしたら駄目？」

「それはなりません。若わかい女性が正式に紹しよう介かいされていない男性に話しかけるなど、おそろしくはしたないことでございます。それはレディのなさることではありません。翔太様の応対でしたら、圭人様より私わたくしどもが仰おおせつかっております。いろは様の気にすることではございません」

　きっぱりと強い口調で、胡蝶がその希望を却きやつ下かする。

「……そっか」

　いろはは、塩をかけられた青菜のように心がしおれるのを感じつつ、とぼとぼと自室に戻ったのだった。





[image: ]






（田原いろはの日記帳より抜ばつ粋すい）


　今日のできごと。

　今日は、かんじのかきとりれんしゅうをいっぱいしました。

　かなりたくさんかんじもおぼえてきたんですが、まだまだ、ほんの小さい子たちがならうかんじしかかけないのです。

　大人って、どのぐらいかんじをおぼえているのでしょうか。すごいです。

　わたしはかんじのかきとりなんかより、おんがくがずっとすきです。

　おうたをうたうのもたのしいですし、さいきんは、がっきをひくべんきょうもはじまりました。

　そのがっきは、ピアノ、というとても大きなつくえのような、へんながっきです。だけどピアノのおとはとてもすてきとおもいます。

　わたしととしのかわらない、メイドみならいの子とよくはなすのですが、その子もピアノのおとがすきなんだそうです。

　わたしもはやくピアノがうまくなって、みんなにきかせられたらいいのにな。

　おやすみなさい。またあした。
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　大晶五年の夏の日差しは、日を重ねるごとに強くなっていく。

　邸内は風の魔ま道どう具ぐにより程ほど良よく冷やされているが、外はまさにカンカン照りと呼ぶにふさわしい天気。まだ午前中の早い時間だが、気温はかなりのものだろう。

　……そんな中、あの娘が──いろはが、日傘も持たず帽子もかぶらずに庭に出ていたのを、圭人は窓から見つけてしまった。

「まったく……この暑い中、何をしてるんだあいつは」

　胡蝶を向かわせようかとも思った。だが、いつも忙しいメイド長を呼びつけるよりも、圭人が直接行ったほうが早い。

　……それに、最近のいろはを見ていて気にかかることがあったのだ。ちょうどいい機会かもしれない。




　紫乃宮邸の庭は、夏の花々が強きよう烈れつな日差しをものともせず元気に咲いていた。

　いろはは──赤いホウセンカが咲く花壇の前でしゃがみ込んで、時々花に触れていた。その背せ中なかは、あまりにも小さい。

「何やってるんだ、帽子もかぶらずに。肌はだを傷いためるぞ」

「……ホウセンカ、見てた」

「それはこんな天気の日にわざわざ庭に出る理由にならんな」

　家庭教師が来るまで、そう時間はないはずだ。いろはの家庭教師はもう充じゆう分ぶんな人数を手配できている。和桜国語、算術、歴史、礼儀作法に、刺し繡しゆうに、音楽など科目は多た岐きにわたり、一日の勉強時間はかなりのものだ。

「疲れたか」

　突とつ然ぜん慣れない環境に放り込まれて、意に沿そわない勉強漬づけの日々。それを、この娘は今日まで耐たえていた。そしてこの先も耐えてもらわねばならない。

「……そういうわけじゃないの。だって、やらなきゃいけないこと、なんでしょう？」

「……」

　今まで、なぜ気づいてやれなかったのだろうか。手負いの猿さるのように暴れていた最初の頃に比べてだいぶマシになったが、同時に彼女は元気さをすり減らしている。大人しいのと元気がないのは違う。いろはにとって、義務である淑しゆく女じよ教育は相当の重荷になっていたようだ。

「そういう状態を疲れていると言うんだ。まったく」

　いい加減、逃にげ出だしたくなってもおかしくはないはずだ。こういうときは──そうだ。

「いろは、お前はアイスクリームという食べ物を知っているか？」

「アイスクリーム……雑誌で見た。あの、甘あまくて、冷たくて、とろけるって言う……」

「そうだ。あれはこんな日に食べると最高だぞ。いろは、アイスクリームを食べにデパートメントストアに──八やつ越こし百貨店に行こう。今日の勉強は全部休みだ。せっかくだから、お前の秋物も買おう。年頃の娘なのに、まだちゃんとした振ふり袖そでを持っていないだろう？」

　思いついた言葉を紡つむぐうちに、圭人は自分も楽しくなってきていた。こんな暑い日に勉強を休んで食べるアイスクリームはさぞ甘いことだろう！

「……い、いいの？　本当にいいの？」

「あぁ、俺がいいと言ってるんだ。勉強の計画ならまた立て直すから、お前は早く身み支じ度たくをしてこい」

「……うん！」




　ガレージにやってきたいろはは、大きなリボンのついた麦わら帽ぼうに、白いレースが涼し気な水色のワンピース、それに白いポシェットを提さげていた。

「今日はこの赤い乗り物で行くの？」

「あぁ、早く乗れ」

「くるま、くるま、まっかなくるまー」

　圭人が助手席側の扉を開けてやると、いろはは妙な拍ひよう子しがついた絶対に本人作でしかありえない奇き妙みような歌を歌いながら、赤い自動車に乗り込んだ。

　車は紫乃宮邸のガレージを出て、軽快に道路を走り抜ける。

　いろはは明るい時間帯に貴族街を歩いたことすらないので、他家の屋や敷しき群を見ただけで驚き、あの家には誰が住んでいるのか、圭人は中に入ったことがあるのかなど質問を投げつけてくる。

　それにひとつひとつ答えてやりながら、圭人は運転を続けつつ、内心でひとりごちる。そういえばいろはは、紫乃宮邸に来てからまったく敷しき地ち内から出たことがない。いくらなんでも、外出や息抜きは必要だったろう。

　負けん気が強いいろはは、教えられるさまざまなことをすぐさま吸きゆう収しゆうしていった。言こと葉ば遣づかいはなかなか淑女らしくならないが、詰つめ込こんでばかりでは疲ひ弊へいするだけだ。こんな日ぐらいは何も考えずに遊ばせるに限る。

　貴族街を抜けても、いろはの驚きはまだ続いた。

　きっちりとした区画整理がされた広い道路や、高いビルディング。たくさんの自動車や馬車、そして通りを歩く美しく装った人々。それらを見ては感かん嘆たんの声をあげる。

「わぁぁ……」

「いろは、そろそろ八越に着くぞ」

「ねぇ、その、八越……百貨店……って、どんなところ？　ここよりもっとすごいの？」

「ある意味では、まぁすごいと言えるだろうな。あぁ、ほら、見えてきた。あそこに見える建物が、八越だぞ」

「ど……どれ？　なんかみんなすごい建物すぎてわかんな……え、な、何……あれ？」

　圭人は、デパートメントストア八越百貨店の正面に近いところで一度車を止める。

　いろはは──無学無教養無邪気な田舎いなか娘は、ぽかんと口を開けてその巨きよ大だいな建物を見上げていたのだった。




「すごい……これ全部お店なんだよね？　こんなにお店が開いてるなんて、今日はお祭りか何かあるの？」

　いろはの問いに、圭人はひとつずつ律りち儀ぎに答えてやる。

「ああ、すべて店だ。あと、今日は別に祭りというわけではない」

　八越百貨店はもともと老舗しにせの和服屋だったのだが、明めい磁じの時代になってから西洋式のデパートメントストアを我が国にも……という考えのもとに販はん売ばい戦略をそれまでと大きく変へん更こうして、和桜国で初の百貨店となった。

　和服、洋服の取り扱あつかいはもちろんのこと、化粧品、帽子、履はき物もの、和洋傘、鞄かばん……その他にも、商品として販売できるありとあらゆるものが揃そろっている、と言われている。

　きょろきょろとあちこちを見たがるいろはを連れて、まず向かったのが和服売り場だった。やはり和桜国の人間としては和服が一番である。それに、若い娘がちゃんとした振袖の一着も持っていないというのはありえない。そう考えてのことだった。

「うわぁ……」

　いろははうっとりとしたため息をついた。

　和服売り場にはさまざまな反たん物ものが展てん示じされていて、その華はなやかさはさながら花畑にでも迷まよい込こんだかのようだ。

　圭人は店員に、いろはに似合いそうな反物を出してもらう。

　夏真まっ盛さかりのこの時期は、夏用の絽ろや紗しやといった薄うすく透き通る織おり物ものは売り場の端はしで、季節を先取った秋や冬の品がほとんどを占しめていた。

　と──婦人用和服売り場に乗り込んだはいいが、圭人は女性の着るもののことはよくわからない。せいぜい、これはモダンなトランプの模様が描かれているなとか、これは古典的な花の模様、これは西洋から入ってきた花の模様だな、とかそんな程度だ。

「お嬢様はモダンな雰ふん囲い気きですので、こちらの薔ば薇ら模様はいかがでしょうか」

「こちらはアール・ヌーヴォーの雰囲気を取り入れた品でして……」

「これからの季節でしたら、この紅葉もみじの柄がらなどもおすすめです」

「お若い方でしたら、やはり袴に合う矢羽根模様を。最近はこのような色合いもございまして」

「お振袖用でしたら、こちらの豪ごう華かな白しら菊ぎく模様などお似合いになると思いますよ」

　店員たちの勧めるままに、いろはは反物を合わせてもらってははしゃいでいる。

「お、おい……いろは……いや……その、なんでもない」

　今朝方、あんなにもしおれていた娘がこんなに楽しそうにしているのだ。それを止めるなど、野や暮ぼというものだ。……懐ふところ事情は別として──。

「では……お仕立てあがりましたら、こちらのご住所にお届けいたします」

　結局、言われるがままに何着もの和服の仕立てを頼たのむ羽目になった。

　花形である和服売り場配属のデパート・ガールたちは、皆みなさすがと言うべき海千山千を感じさせる強つわ者ものであり、こちらの懐具合ぎりぎりまで攻め込んできた。だが、決して限度を超こえさせることはしてこない。こちらが敗北したと感じさせないほどに、実に気持ち良く客に金を払はらわせてくれる。真の強者とはこういうことなのだろう。

「ありがとうございました、またのお越こしをお待ちしております」

　和服売り場の店員がずらりと勢せい揃ぞろいで二人を見送るので、他の客も何事かと注目する。

　その視し線せんに少し居い心ごこ地ちの悪さを感じながら、圭人はいろはを連れて当初の目的地、喫きつ茶さ室しつへと向かったのだった。




「さすがに……疲れたぞ」

「そう？」

「お前は本当に元気だな」

　そう言って、圭人は銀色の匙さじで三皿目のアイスクリームを口に運ぶ。

　いろはにも勧めたが、一皿で充分との返事だった。

「圭人って顔に似合わず甘いもの好きだよね」

「子どもがうるさいことを言うな」

　美う味まいものを食べられるときには食べたほうがいい。それが圭人の持じ論ろんだ。たとえ体に悪いものだったとしても、好きなときに好きなものを食べられないほうがよっぽど体に悪い。嫌きらいなものやまずいものばかり食べて長生きなんて、一体なんのための人生なのか。

「見せてもらった着物、どれもみんな綺麗だったな……」

「ほう、余よ裕ゆうだな。お前の体力がありあまっているなら洋装の売り場も回るか？」

「え。いいの？」

「……すまん、今日はもう俺が無理だ。まさか買い物がこんなに疲れるものだったとは」

　そんな話をしながらアイスクリームを食べて、ゆっくりと足と頭を休めた。

「じゃ、そろそろ出るか」

「うん」

「いろは、何か欲ほしいものはあるか？　服以外で」

「うーん、欲しいもの、と言われてもなぁ……あ！　圭人の家のお庭に、ここの入り口にあったおっきな猫ねこみたいな動物の像とか欲し」

「それは無理だ」

　ずっと貧しい環境で育ったいろはには、自分に必要なものと自分が欲しいもの、それらの釣つり合あいの取り方がわからないらしい。さっきのように、勧められれば、いいとか素す敵てきだとか反応はするが、自発的にそういうものを欲しがらない。

　大きな獅し子しの像が欲しいだとか、庭に果物の成る樹きや、金きん木もく犀せいのようないい匂いの植物があればいいのにとか、そういう荒こう唐とう無む稽けいなものばかりが飛び出す。こういうときにはもっと年頃の娘らしいものを欲しがればいいだろうに。

　と、圭人の横を歩いていたいろはが、急に立ち止まった。

「ん……？　どうした、いろは」

「あ、えっと……」

　いろはが見つめていたその先を、圭人も見る。

　そこにあったのは……舶はく来らいの芸術品を扱う店。そして展示されているのは、金の髪をした西洋人形。

　いろはにもそれなりに年頃の娘らしさがあったことを圭人は心の中で安あん堵どしながら、少しからかうように言った。

「もしかして、あれが欲しいのか。……買ってやろうか？」

「……私、もうお人形遊びするような、子どもじゃないもん。えっと、そうじゃなくて……あのお人形は、海のずっと向こうにある外国から来たんだよね？　圭人も、外国に行ったことがあるって聞いたよ」

「あぁ、留学……勉強するためにな」

　魔術師として勉強をするための、国費留学だった。なんだかんだ言っても、魔ま法ほう技術の先進国は、西洋諸しよ国こくだ。和桜国もそれに追いつき──追い越すためにも、かの国々から学ぶことは多かった。

「ねぇねぇ、よその国の人って、本当にあんな青い目とか、金の髪をしているものなの？　本当に、生まれつきあんな色をしているの？」

「あぁ、本当だぞ」

「そうなんだ……世の中って、広いんだね……」

　結局その人形は買わずに、勉強に必要そうな書物や文ぶん房ぼう具ぐなど、細こま々ごまとしたものを見ながら、いろはと百貨店内を回る。

　ふと、離はなれたところにある万年筆のショーケースを見つけた圭人は、気になってそちらに足を向けた。

　そのときはちゃんと、いろはも後ろについてきている。そう思っていたのだ。

「いろは？」

　異い変へんに気づいたのは、すぐだった。

「いろは……？」

　視し界かいのどこにもいろはが、いない。

「おい、いろは……！」

　呼んでも、返事はない。

　圭人は万年筆のショーケースの近くを捜さがしたが、どこにも──あの水色のワンピース姿のいろはが、いない。

　まさか逃げ出したのだろうか。いや、あの負けん気の強い娘に限ってそれはないだろう。逃げるなら今日までに試みていたはずだ。

　まさか、誘ゆう拐かいか。ただの人さらいならともかく──こういうのもおかしいが──いわゆる今の和桜国に異いを唱える者にさらわれた可能性もある。圭人自身も貴族だし、背せ負おう役目も重い。どこからかいろはの噂うわさを聞きつけた不ふ埒らち者ものに誘拐されたという可能性は、充分にある。

　そんなことを考えながら、周辺をぐるぐると捜し回る。

　──えぇい、落ち着け、俺！　落ち着け、紫乃宮圭人！

　いろはには、探たん知ちに必要な魔法の目印をつけてある。それをたどれば──と、魔法を使うべく圭人は杖ステツキを持ち直す。

　目を閉じて、乱みだれた呼こ吸きゆうを整え、魔法の行使のために集中──

　そのとき、どんっ、と後ろから誰かがぶつかってきた。

「……っう……圭人うぅ……ぐす……うぅぅぅうう……ううう……」
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　ゆっくりと振り返れば、そこにはあの水色のワンピース姿の少女が──いろはがいた。その顔は涙なみだでぐちゃぐちゃでひどいものだ。

「捨すてないで、捨てちゃやだ、捨てちゃやだ」

　そう繰り返し呟き、いろはは泣いている。初めて会った日の車中で泣いてからは、髪を切られるときでさえ涙を見せなかったこの少女が。

　こいつはもしかして──寂さびしかったのだろうか。

「……捨てたりするもんか」

「本当？　本当の本当だよね？　だっていきなりいなくなるんだもん、もう、次に勝手にいなくなったら針はり千せん本ぼん飲ますからね」

「お前が勝手に迷子になったんだろうが。この馬ば鹿か娘が！　あぁ、いや、その……これは注意してなかった俺も悪かった。だから、そんなに泣くな」

「うん……ぐすっ……」

　いろはを泣きやませたあと、かなり遅おそめの昼食をゆっくりとって買い物を済すませると、外はもう茜あかね色いろの夕ゆう暮ぐれ空だった。

「ごめんね……私、圭人に捨てられちゃったのかと思って……」

「いや、今日は俺も悪かった。……お前が誘拐されたかと心配したぞ」

　二人は車に乗り込むまで、ぎゅっと手をつなぎ合っていた。

　もう迷子にならないように、こうしようと約束したのだ。

「これからは外ではちゃんと手をつなぐようにする。お前が本当に誘拐されないようにな」

「……うぅ、だけど、私そんな小さい子どもじゃないのに……恥はずかしい」

「安心しろ、俺も恥ずかしい」

　もじもじと、いろははさっきからずっとうつむいている。だが、いやではなさそうだった。

「仕方がないだろう。先に言っておくがこれは帰ったら反省会だからな」

「……帰ったら？」

「あぁ、帰ったら反省だ」

「二人でお家うちに帰るなら……うん、いいよ」

　ふわりと微笑ほほえむいろはを見て、今日は休みを取ってよかったと思う。休息が必要だったのは、いろはだけではなくて、きっと圭人もだったのだろう。いろはが少しずつ、心を開いていくのがわかる。

　そんな思いを嚙かみしめながら、帰き宅たくするためにハンドルを操そう作さする。今日の夕食はなんだろうか。……そんな話を、二人でしながら。




　──後日、圭人は和服売り場で使った金額が征十郎と胡蝶にばれて、この上なく苦い顔をされることになったのは、また別の話。
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（田原いろはの日記帳より抜ばつ粋すい）


　……今日は、あの子とお話ができませんでした。

　これからはもう、こじんてきなお話はしてはいけないのだと、言われました。

　いったいなにがちがって、わたしたちは友だちになれないのでしょう。

　……わかっています。

　わたしはレディにならないといけなくて、あの子たちはメイドにならないといけなくて。

　それだけがちがうために、友だちになれないのです。

　友だちが、ほしい。



（ここから半ページにわたって、ぐちゃぐちゃと、たくさんの線がひかれている）







　いろはは日記帳を閉とじて、自分に与あたえられた部屋の隅すみにある鏡きよう台だいにかけられたレース編みの覆おおいを外す。

　鏡に映うつっているのは、肩かたにつかないぐらいの短いふわふわした髪かみに白いリボンを巻まいて、みかん色と白の縦たて縞じま模も様ようの着物に紺こん色いろの袴はかまを合わせた少女。

　見た目だけなら、ごくたまにお邸やしきの窓まどから見かけるような、貴き族ぞくのお嬢じようさんたちと変わらない──といろはとしては思っている。

　なのに、いろははあのお嬢さんたちが通う『女学校』という場所に行くことはできない。

　そして、若わかいメイドたちと話をすることも禁きんじられてしまった。

　窓の外では、袴姿すがたのお嬢さんたちが仲睦むつまじく自転車で駆かけ抜ぬけていく。

　自分は、あの中には入っていけないのだ。かといってメイドたちと仲良くすることもできない。では、田原いろはという娘むすめは一体何者なんだろうか。

「ねぇ…‥お母さん……私は、誰だれなの……」

　机つくえの上に置かれた、亡なき母の形見である小刀は、装そう飾しよくを鈍にぶく光らせるだけだった。返事をするわけもない。

　それでも、いろはは問わずにはいられない。

　なぜなら、この小刀だけが、いろはがどんなに変わってしまっても変わることがない、今や唯ゆい一いつのものだったから──
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　秋の風が吹ふき始める頃ころ。いろはのレディ教育の進み具合の試験が行われた。

「いいか、いろは。繰くり返かえすが、今日は客人と茶会──今回は西洋式のティーパーティーで、二人とも俺おれの友人だから気楽にいけ。多少茶をこぼしたところで目くじら立てる連中ではない」

「う、うん……」

　圭けい人との確かく認にんに不安げに頷うなずき、いろはは飾かざりエプロンのフリルをぎゅっと両手で握にぎりしめる。

　今日のいろはの服ふく装そうは、まるで西洋の絵本から飛び出してきた少女のような青いワンピースに、フリルとレースがたっぷりの真っ白いエプロン姿だった。

　大きな青いリボンが飾られたいろはの頭を、圭人が軽く撫なでてくれる。

「大だい丈じよう夫ぶだ、いつもどおりに──な」

　メイドがドアを開けてくれる。今日使うのは、この邸にふたつあるうちの小さいほうの応接間だ。

　だが、小さい応接間を使うからといって、いろはの緊きん張ちようが静まるわけでもない。

「今日はよく来てくれた。優ゆう太た、真ま希き子こ」

「よう、お招きいただき感謝だぜ」

「おーっほほほほほほほほほほほほほほほほほ!!　この神衣かむい真希子、圭人様に招かれたからには来ないわけにはまいりませんわ!!」

　圭人の友人の、紅く瀬ぜ波なみ優太様と、神衣真希子様。

　忘わすれないように何度も何度も復唱した名前を、いろははもう一度心の中で呟つぶやく。

　優太は、女王陛へい下かの近衛このえ隊長をしているという大おお柄がらな男性だった。圭人が言うには、いろはも前に一度会ったことがあるそうだが……思い出せない。

　真希子のほうは春に、いろはがこの家に来たばかりのときに会った。昔使っていたという衣服をくれて、必要なものを揃そろえるときに助言をくれたりした人だ。

　二人とも、圭人の友人。

　だから決して怖こわい人ではないはず、大丈夫、大丈夫といろはは自分に言い聞かせながら、圭人に促うながされておずおずと挨あい拶さつをする。

「お二人とも、こんにちは。今日はお茶会に来てくださって、嬉うれしいです」

　敬けい語ごがちゃんとできているかあやしい気もするが、この場の空気や反応からして、きっと大丈夫だろうといろはは判断した。

「よう、こんにちは。そんながちがちになんなくてもだいじょーぶだいじょーぶ、俺はこんなガタイしてるけど、なにも取って食いやしないからさ」

「ごきげんよう、いろは嬢。えぇ、優太様の言うとおりでしてよ。今日は普ふ段だんよりちょっといいお茶とお菓か子しがいただける、程度に思っておけばよろしいのですわ！」

「は……はい！」

　いろははそんな二人の心こころ遣づかいに元気のいい返事をして、さっそく紅こう茶ちやの準備を始める。

　今日の紅茶は、ダージリンファーストフラッシュ。春摘つみのダージリンをそう呼よぶのだ。この紅茶は和桜国人に受けがいいと言われている。いろはも今日までいろんな紅茶を味わってきたが、確かに美お味いしい。さすがは紅茶のシャンパンといったところだろうか──といっても、いろははシャンパンをまだ飲んだことがないのだが。

「なぁ、今度紅瀬波家でやる舞ぶ踏とう会かいのことだが、お前は参加するのか？」

「勝手知ったる紅瀬波家だ──が、今回は遠えん慮りよしておく。その舞踏会はちょうど満月の夜だっただろう。満月のときは宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しどもは桜宮おうきゆう詰づめだ。悪いな」

「ということは、真希子も……」

「えぇ、申もうし訳わけありませんわ。それに、私わたくしのような薹とうのたった婦女子が舞踏会などに参加しても……山を賑にぎわせる枯かれ木きにすらなってさしあげられませんもの！　おーっほほほほほほほほほほほほほほほほほ!!」

「なぜそこで高笑いをするのかわからん。これは俺が女性を理解していないからか、優太？」

「安心しろ圭人、俺にもわからん」

　……二人はそんなことを言っているが、いろはには、真希子の気持ちがなんだかわかる気もした。

　だけどそれを口にはしない。

　圭人からいつも聞く話をいろはなりにまとめると──真希子は多分、とても頭が良い人で、優やさしい人のはずだ。れっきとした貴族の令れい嬢じようとして生まれながら宮廷魔術師という職業婦人の道を選んだのも、本人がよくよく考えてのことなのだろう。

　だから、野や暮ぼなことは言いたくなかった。

「ん、このジンジャークッキー美う味まいな。このぐらいのしょうがの風味が俺好み」

　早くもお茶菓子をつまんでいた優太が、クッキーを絶賛する。

「そうだと思って今日は多めに作らせたんだ。帰りに持っていけ」

「お、マジかよ。うち家族多いから、いっぱい頼たのむぜ！」

「お前な」

「いいじゃねぇかよ、うち兄弟きようだい姉し妹まいが多いからよ、すぐになくなっちまう。弟の翔しよう太たなんか昔は素す直なおで可愛かったのに、最近すごい生意気でさー。いいよな。俺も家を出てのんびり一人ひとり暮ぐらししてみたいぜ……」

「お前には無理だ」

「ひでぇ！」

　圭人と優太がとても賑やかに軽口をたたき合う。

　その様子は、本当に仲良しで。それがいろはにはなんだか眩まぶしくて……羨うらやましかった。

　圭人にこんないい友達がいたということに安あん堵どしながらも、今の自分にはそんな友達がいないことが、寂さびしかった。故郷の皆は元気にしているだろうか。

「さぁ、皆みな様さま。お茶をどうぞ」

　いろはがなるべく笑え顔がおでそれを告げて、三人の前にティーカップを運ぶと──

「ほう」

「あら」

「お、やるじゃん！」

　三者三様に、紅茶から立ち上る香りに惚ほれ惚ぼれとした表情を浮うかべたので、いろははほんのちょっぴり、気持ちが軽くなった。
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　それは、ほんの偶ぐう然ぜんに起こった。

「あれ？」

「…………あ」

　いろはがピアノの楽がく譜ふを借りようと紫し乃の宮みや邸ていの図書室に入ると、なんと先客がいた。その先客は、あの夏の日に見かけた少年だ。今日も来ていたらしい。

　彼かれの名前は、確か、紅瀬波翔太。

　これは……どうすればいいのだろう。

　いろはは、少年から目をそらすにそらせない。

　胡こ蝶ちようには、紹しよう介かいもされていない男の人とお話しするなんてはしたないことだと言われた。けれども──この状況で相手を無む視しし続けるというのも、かなりの失礼にあたるのではないだろうか。それとも、一度会え釈しやくするだけとか、そういう対応でいいのだろうか。

　どうやら、相手も同じことを考えているようで、その眉まゆが困こまったようにだんだん歪ゆがんできていた。

「あ、あのっ……」

　いろはが意を決して彼に話しかけようとしたそのとき──

「翔太、お前が読みたがってた召しよう喚かん系けいの資料なら奥おくにあったぞ。取とり扱あつかいはいつもと同じように注意して……って……どうしたんだ、お前たち？」

　圭人が、本ほん棚だなの陰かげからひょいと顔を覗のぞかせたのだった。




「翔太。彼かの女じよはいろはだ。お前もそれなりに聞いてるだろうが、今俺が預かって教育している」

「こんにちは……じゃなくてえっと。はじめまして、ごきげんよう、田た原はらいろはです」

「で、いろは。彼は翔太だ。紅瀬波翔太。この前ティーパーティーに来てた紅瀬波優太の弟だな。確か、優太が次男で間に二人姉妹と三男がいて、翔太が四男だったか。さらにもう一人小さい末っ子がいる。これであってたかな」

「あってますよ圭人先生。……よろしく」

　自分の兄弟姉妹の順番までも紹介されてから、翔太はごく短い挨拶をした。かといってぶっきらぼうというわけでもなく、貴族らしく物もの腰ごしは丁てい寧ねいだし、いろはと話をしたくないというよりは、単たん純じゆんに照れている様子だった。

　兄の優太によく似た、茶色の髪。顔立ちからすると、やはり年ねん齢れいはいろはとそう変わらないぐらいに見える。だが、身長はかなり高い。圭人曰いわく、毛色と恵めぐまれた体格は紅瀬波家の遺い伝でんだそうだ。

「よろしくね翔太君。ねぇ、よければ私と仲良くしてほしいな」

「仲良く、って……その」

　いろはとしてはごく普ふ通つうに話しかけただけなのに、なぜか翔太は顔を赤くして、圭人に目で助けを求めている。

「いいと思うぞ。翔太は頭がいいから、いろいろ教えてもらうといい」

「圭人先生！　まさか男女七歳さいにして席を同じうせず、という言葉を知らないとは言わせませんよ！」

　焦あせったように叫さけぶ翔太に、圭人は妙みように改まった表情で、こんなことを言ってみせる。

「翔太。こいつは十四歳でお前よりひとつ年上だが──学力は七歳以下だ。何も気にすることはない」

「ちょっと圭人！　今のひどい！」

　今度は、いろはが淑しゆく女じよらしく装よそおうことも忘れて叫ぶ番だった。




　仕事を済すませたいから、と言う圭人に二人は揃って図書室を追い出されてしまった。胡蝶が小さいほうの応接間に案内してくれて、お茶とお菓子を運んできてくれた。もうお互たがい紹介された身なので、叱しかられたりはしない。ただ、メイド長の視し線せんはかなり厳きびしかった。

「本日の紅茶はニルギリのミルクティーにいたしました。お茶菓子はシュークリームです」

　紅茶は湯気を立てて、温かさを知らせてくる。今日のお茶菓子のシュークリームは、いろはも図ず鑑かんで見たことのある白鳥という鳥のように細長い首があって、妙に可愛かわいらしい。

「それじゃ、いっただっきまーす！」

「……」

　さっそくいろはは、白鳥のシュークリームを勢いよく摑つかんで、大きな一口でかじった。

「……」

　口の中に広がる、濃のう厚こうなカスタードクリームの味。シューのさくさくとした食感。可愛くて美味しいなんて、なんだかお得な気分だ。

「いろはさん……あの、シュークリームがお好きなら、こちらも、どうぞ……」

「ん？」

　おずおずと、翔太が自分の前に置かれたシュークリームの皿を差し出してくる。

「翔太くん、シュークリーム苦手なの？」

「いや、苦手ではない、んだけど……その、白鳥の形してるのが、ちょっとね……」

　いろはは思わず、口の中のシュークリームを噴ふき出しそうになる。

　まさか、彼は動物の形をしたものが食べられないのだろうか。

「……普通のお菓子なら食べられるんだよ？　でも、こういうのは駄だ目めなんです。なんていうか、自分でもよくわからないけど、味より先に罪悪感みたいなのがあって……。誰にも言わないでくださいよ？」

「へぇ、そういう考え方もあるんだねぇ。ふふふ、もちろん言わないよー！」

　同じぐらいの年の子と話すのは久しぶりで、いろははとても楽しかった。
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　ちゃんと正式に紹介もされたし、圭人も翔太と仲良くしていいと言っていたし、これからは堂々と話をしてもいいし、こんな風にはしゃぎ合ってもいいのだ。

「絶対ですからね？　圭人先生にも言ったら駄目ですからね！」

「わかってるってー。じゃあ翔太くんのシュークリームも、いただきまーす」

「うぁ……ちょっといろはさん、頭のほうから食べないで……！」

「えー？　きっこえなーい！」

　ここに連れてこられて初めての友達ができた。そのことに、いつになくいろはの心はわくわくでふわっふわしていた。それはさながらできたて作りたてのカスタードクリーム。やわらかに甘あまくとろんとしてなめらか。そんな感覚だった。

　だが、いろははこのあとシュークリームを鷲わし摑づかみで食べていたことを、胡蝶に厳しく叱られることになる。レディへの道のりはまだまだ長い。
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　──とある秋の日の、夕食時のこと。

「いろは、今度の休みの日には紅葉もみじ狩がりに行こうか」

　圭人としては、きっといろはが喜ぶだろうと思っての息抜きの提案だった。いろははよく庭に出て、樹じゆ木もくや花を眺ながめたりして過ごしているので、自然が好きなのだろうと思っていたのだ。

　しかし、いろははスープ用の銀のスプーンを手にしたままで固まっている。

「……どうした、いろは。紅葉は嫌きらいだったか？」

「え、えぇっと……ねぇ圭人、貴族様にはそういう風習があるものなの……？」

「ん？　まぁ、一応、紅葉狩りは随ずい分ぶん昔からあるみたいだが」

「そう……そっか……えっと、えっと……貴族様って変わったもの食べるんだね……私、紅葉なんて食べたことないから……」

　直後、食事の場の礼れい儀ぎ作法もおかまいなしに圭人が爆ばく笑しようしたのは言うまでもない。




「……なんで紅葉を見ることをわざわざ紅葉狩りなんていうんだろ、紛まぎらわしいね」

　紺色の自動車から圭人の手を借りて降おりながら、いろはは恥はずかしそうにそう呟く。

　休みの日、圭人は約束どおりいろはと紅葉狩りに来ていた。

　桜おう都とから少しばかり車を走らせたところにある小さな山は、いい具合に赤と黄に染そまっていて、ところどころにぽつぽつと緑が残っている。

「さぁ、ずっと昔からそう呼ばれているからな。一説には──」

　圭人は左手に弁当の重箱包みを持ち、右手はいろはの手を握っていた。

　さすがに山の中であちこち動き回って迷子になられたら、危き険けんすぎる。

　実際ははぐれても魔ま法ほうで探たん知ちできるので大丈夫なのだが、迷子にならないに越こしたことはない。

　胡蝶はいろはが大人しく歩くようにと、活動的な洋よう装そう……ではなく、わざわざ和わ装そうを選んだ。クリーム色とピンクの地に秋の植物が色とりどりに描えがかれた着物と紫むらさき色いろの帯、半はん襟えりは紅葉を刺し繡しゆうしたもので、帯留めには小さな赤い石が光っていた。それに赤い手て袋ぶくろをしている。圭人としては和装に手袋はいかがなものかと思ったが、実際に合わせたところを見てみると、モダンな雰ふん囲い気きがあってなかなかよろしかった。

　絵画のように美しい紅葉山をいろはと散さん策さくする。

　いろははやはり自然の中にいられることが嬉しいようで、圭人の手を引っ張って元気良く先を歩いていた。

「いろは、今日は和装なのだから、もう少し大人しやかに歩けないのか？」

「だってだって、こんなに綺き麗れいな空気は久しぶりなんだもの！　ね、山のもっと上のほうまで行ってみようよ！」

「駄目だ。いろはの足た袋びが汚よごれてきているからな」

　いろはが、自分の足元に視線を落とす。足先が腐ふ葉よう土どに沈しずみ込こみ、泥どろが跳はねていた。

「あ……これ、胡蝶さんに怒おこられる……かな？」

「かもしれんな」

　とりあえず上へと登るのは諦あきらめてもらい、適当なところで弁当を食べることになった。

「えへへ、今日のお弁当はね、私が作ったんだよー！　もちろん胡蝶さんたちにも手伝ってもらったけど」

「厨ちゆう房ぼうに入ったのか？」

「レディっていうのはそのお家うちのことをなんでも知ってないといけないから、厨房の仕事のこともちゃんと把は握あくしてないといけないんだって。圭人、知らないの？　雑ざつ誌しにもちゃんと書いてあるよ」

「まぁ、そう言われれば、そうなんだが」

　綺麗なドレスを着て微笑ほほえみ、つつがなく社交を行い、バイオリンや琴ことを奏かなでたり、芸術について語らうだけがレディの役目ではないのだ。

「で、いろははどれを作ったんだ？」

　圭人は、魚に肉に卵に豆に根野菜が詰つまった色とりどりの美しい重箱の中身を覗き込みながら、いろはに尋たずねる。

「卵焼き！　卵の殻からは入ってないよ。多分！」

「多分ってなんだ。まぁ……いい、食べてみるか」

「うん！」

「「いただきます」」

　圭人はさっそく、いろはが作ったという卵焼きに手を伸のばす。

　中にはひじきと人にん参じんの煮に物ものが混ぜ込まれている。味付けにだしは使わず、醬しよう油ゆと砂さ糖とうで作られた卵焼きである。

　嚙かみしめて咀そ嚼しやくすると、甘あまじょっぱい卵の味。

「うん、美味いじゃないか」

　もちろん、卵の殻の食感など存そん在ざいしない。

「お、美味しい？　……よかったぁ」

　いろはのほうはというと、三角のおにぎりを頰ほお張ばっている。ちらりと見える赤い具材は、おそらく秋あき鮭じやけ。

　……どうして人の食べているものは、こうも美味そうに見えるのか。

「鮭にぎりも、美味しそうだな」

「じゃあ食べる？」

　ごく自然に『それ』は差し出されて──

　圭人はつられて、赤い秋鮭と握られた飯を頰張った。

「「あ」」

　二人は見つめ合い、そして同時に同じ音を発した──が、その意味するところはまるで違ちがう。

「圭人ひどい!!　鮭のところ全部食べちゃうなんて!!」

「なぜ俺が怒ど鳴なられねばならんのだ!!　どう考えてもお前が悪い!!　自分の食べかけのものを差し出すなどはしたない!!」

「でも……だって……だって……」

　でも、と、だって、を繰り返すいろはの声は次し第だいに小さくなる。

　そして──

「だって……お父さんやお母さんとは、こうして食べてたんだもの…………。ごめんなさい、圭人」

　しょんぼりとうなだれて、謝罪するいろは。

　その姿に、圭人も申し訳ない気持ちが溢あふれてくる。

「……その、俺のほうこそすまなかった。大人気なく怒鳴ったりして」

「うん。せっかくの具も全部食べちゃうし……」

「なっ……、お前な」

　そのときだった、ひぅぅぅ……と山から冷たい風が吹いたのだ。

「……いろは、寒くないか？」

　いろはは上着を着ていない。動き回っているときならともかく、座すわっていると寒いのではないだろうかと、圭人は案じた。

「……ちょっとだけ」

「これでも羽織っていろ。後で返せよ」

　そう言って圭人がいろはにかけてやったのは、自前のえんじ色の大きなストール。

　それは不思議と、今日のいろはの装いにしっくりきていた。

「ふふ、あったかいね」

「お前に風か邪ぜでもひかれたら、面倒だからな」

「……うん、ありがとうね」

　きゅ、……といろははストールの合わせ目を抱だきしめた。

「今、女性レデイ扱いされてる気がして、なんだか……嬉しい」

「気がして、じゃない。そうなってもらわないと困るからな」

「……うん、そうだよね」
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　和桜国わおうこく女王の執しつ務む室しつである葉はざ桜くらの間まは、すっきりとした無む駄だのないつくりだ。

　ほとんど飾り気のない、質素とすら言えそうなその空間。だが、陛下が座ざす──それだけでいつも華はなやぎに満ちている場所だった。

「陛下、こちらが今期分の報告書です」

「ご苦労です、圭人。すぐに確認しますので、お茶でも飲んで待っていてください。いつものとおり、甘いお茶菓子もありますよ」

「……陛下」

「ふふ」

　女王樹乃花姫このはなひめは手で口元を押さえて小さく笑って、報告書と、それに添てん付ぷされている参考資料を手に取った。

「相変わらず味のある字だこと。とてものびのびと書いているのがわかります。あら、こちらは刺繡……ですね」

「ようやくお見せできそうな作品になりましたので、今回の資料に」

　樹乃花姫の整った指先が、布の上の刺繡糸をゆっくりとなぞる。

「そういえば、紫乃宮侯こう爵しやく──貴方あなたの父親が、貴方の結けつ婚こん話ばなしを進めようとやっきになっているようですね」

「えぇ……陛下のお耳にも届とどいていましたか。……まったく、我わが父ながら、迷めい惑わくな話です」

「圭人どのは──結婚するつもりはないのですか？」

　……なぜか、女王陛下のその声は、苦しそうに詰まっているように聞こえた。

「俺は、父の言いなりに結婚するつもりはありません。そもそも紫乃宮伯はく爵しやく家けは代々続いた家いえ柄がらでもありませんし。最初から魔術の才覚がある養子でもとったほうが、効率がいいでしょう」

「……そう、ですか」

　女王樹乃花姫は、ほんのわずかに寂しそうな表情を浮かべて、報告書の確認を続けていた。
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（田原いろはの日記帳より抜粋）


　今日のできごと。

　今日はしょうた君があそびに来てくれました！

　せっかくだからわたしのおへやにあんないしようと思ったのですが、こちょうさんがとってもこわいお顔で「それはなりません」と言うのです。

　しかたがないので、小さいほうのおうせつ間を使わせてもらいました。

　お茶を飲んでおやつを食べながら、しょうた君に和桜国語のしゅくだいを教えてもらいます。

　それは、むかし書かれたという文しょうを読んで、それを書いた人の気持ちを考えてみるもんだいです。

　しょうた君のは、いつもの先生とはちがう教え方でしたが、とてもわかりやすかったです！　同じもんだいでも、ちがう目せんから見ることでいがいとスルスルとけてしまうこともあるんですね。びっくりです。

　おかげでしゅくだいがとても早くおわりました。もつべきものは、友だちなのですね。えへへ。

　おやすみなさい。また明日。
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「よし、こっちは誰もいない……と」

　いろはは、廊ろう下かの向こうに誰もいないことを確認してから『探たん検けん』に踏ふみ出だす。

　ただ油断はできない。この邸には使用人用の通路というものがあって、思わぬところからメイドが現れたりするのだ。

　はじめの頃こそ苦戦していたが、ここのところいろはの勉強は順調だ。

　おかげで少女雑誌を読んだり、庭の様子を見に行ったり、こうして邸内を『探検』したりできる。

　使用人たちに見つからないように──特に胡蝶さんや征せい十じゆう郎ろうさんに見つからないように──邸のあちこちに行く。するとときにはまだ入ったことのない部屋も見つけることができる。

　いろはにとって、邸の探検も、野山の散策も似たようなものだ。

　そしてこの日──ついにいろはは未知の扉とびらを発見できたのだった。

「……」

　ドアノブに手をかけると、なめらかに回った。鍵かぎはかかっていない。

　いろははほんのわずかに扉を開き、体をすべりこませる。

「わ……なんだろう、ここ……」

　そこは、この邸内のどの部屋とも違っていた。あえて言うなら、図書室に近いかもしれない。本と本棚がたくさんあり、書き物机がある。だが、よくわからない硝子がらすの入れ物が入った薬品棚まであり、部屋の片隅には奇き妙みような模様の描かれた布とも紙ともつかないものが山積みになっていて、しかも不思議な匂においに満ちている。

　書き物机に近づいてみると『紫乃宮圭人』と名前が書かれた、日記帳によく似ている立りつ派ぱな本が何冊さつかあった。

「……ここ、圭人の書しよ斎さいとかなのかな」

　見つからないうちに早く出なきゃ、と思いながらも、見たことのないものだらけで、好こう奇き心しんがうずうずする。

「そういえば、圭人は魔法を使うときによくこういうの取り出してたっけ……翔太くんは触しよく媒ばいとか言ってたけど」

　いろはは大だい胆たんにも、薬品棚を開けて硝子瓶びんをひとつ取り出す。そうなると硝子瓶の中も気になるわけで、蓋ふたを開けて中身をてのひらに出した。

「これ……花びら？」

　それはからからに乾かわいた、赤い薔ば薇らの花びらだった。ふうわりと、薔薇特有のふくよかで甘い香りが漂ただよう。

　次に取り出した硝子瓶には、みずみずしく清せい涼りような香りを纒まとった、小さくつぶつぶした青あお紫むらさきの花か穂すい。

　その次の硝子瓶には、どこか落ち着く木の香りが閉とじ込められていた。どうやら、杉すぎか何かの木もく片へんらしい。

　これらを見ているうちに、いろははあることを思いついた。それはとても魅み力りよく的てきに思えたので、すぐさま実行に移す。次々に硝子瓶を取り出して、蓋を開けていく。

　──もしかしたら自分も、圭人のように魔法が使えるかもしれない！




　……どのぐらいの時間が過ぎただろうか。カーテンの向こうの空の色は、もうとっくに日が沈んだことを告げていた。

　と──窓の向こうで光が動く。圭人の車がガレージに入るところだった。

　圭人が帰ってきた！　すぐに出で迎むかえに行かなくては。

　いろはは、自分の『作品』を放り出し、書斎を出て玄げん関かんホールへ走る。

「お……おかえりなさい圭人！」

「ただいま」

　この日の圭人は、珍めずらしく真希子を伴ともなっていた。なんでも、圭人に借りたいものがあるらしい。

「おーーーほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほ!!　こんばんは、お邪じや魔まいたしますわ!!」

「ほら真希子、こっちだ」

　圭人が真希子を連れて、書斎に向かう……のに、慌あわてていろはもついていく。

「いろは？」

「う、ううん……なんでもない、なんでもないの、その、あの、私もこっちに用があるだけ……」

「……そうか」

　圭人は腑ふに落ちない顔をしながらも書斎に入り、真希子を招き入れた。

　扉が開くと……ふわり、と花の香りがする。それにかすかに樹木のような香りが漂う。

「あら、意外……。触媒を散らかしっぱなしですのね、圭人様」

「な……馬ば鹿かな！」

　圭人はまず薬棚が開いているのを確認し、さらに机の上にはその触媒が──乾かん燥そうした赤や青紫の花、杉の木片、木の葉っぱ、香りを閉じ込めたような油が入った小瓶──それらが散らばっているのを見て、最後にハンカチをリボンで結んだてるてる坊ぼう主ずのような包みを摑んだ。

　そのハンカチには、いろはの名前が刺繡してあるのだ。

「いろは!!」

「!!」

「ここには危あぶないものもあるから入ってはいけないと言っておいただろう!!　しかも勝手に人のものを触って!!　なぜこんなことを!!」

「……ごめんなさい!!　最初はお部屋をちょっと覗いて、すぐに出るつもりだったの、本当だよ。でも、その、入ったらいけないって……忘れてて……ごめんなさい、圭人……」

　ぐしぐしと泣き始めたいろはを、圭人は怖い顔をしながら見ていた。

　この邸に来てここまで怒られるのは初めてだった。そういえば、圭人の部屋にあるものは一歩間違えば大事故を起こす危険なものもあるから近づくなと言われていたのだ。もしかしたら今度こそ、捨すてられてしまうんだろうかと不安がよぎる。

「それで、それで、私……もしかすると、圭人がいつもやってるみたいに魔法が使えたりしないかなって……いい匂いのするものを、混ぜてみたりしてたの……」

「で、できたのがこれか」

「うん……」

　圭人がてのひらに転がしたハンカチ包みを、真希子がひょいと横から奪うばう。

「ちょっとお借りしますね、圭人様」

「おい真希子」

「ふむ、圭人様、これは『ポプリ』ですわね。私わたくし、西洋に留学したときに下宿先で何度か作りましたから、ちゃんとわかりますわ」

「……ポプリ？」

「いろいろないい匂いのする植物や香こう料りようを調合したものですわ。本来であればひと月ほど密みつ閉ぺいして寝ねかせますけれど、今の時点でも充じゆう分ぶんいい香りでしてよ」

「おい真希子、それが一体……」

　真希子は圭人の疑ぎ問もんには答えず、いろはのほうをまっすぐ向いて問いかけた。

「ねぇ、いろは嬢、これは本当に『貴女あなたが作った』のですか？」

「え……うん。えっと……作ったというか……そう、です」

「そうですか、それではきっと貴女にはポプリ作りの才能があるのだと思います。それと、人一倍鋭えい敏びんな鼻も」

「……さ、才能？」

「えぇ、貴女は香りの魔法を使ったのですわ、もちろんこの場合魔法という言葉は──本物の魔法ではなく比ひ喩ゆなのですけどね」

「真希子」

「圭人様、いろは嬢の今日のいたずらは許してあげてくださいな。こちらのいろは嬢の作品──すばらしいローズ・ポプリに免めんじて」

　真希子が顔の横で、ハンカチてるてる坊主──ローズ・ポプリが入った包みを揺ゆらしながら言う。

「はぁ……。あぁ、俺はもう怒る気にもないよ。まったくお前ら……」

「ふふ。おーーーっほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほ!!　ですって。よかったですわね、いろは嬢!!」

「……えっと、ありがとうございます。真希子様」

　すると、真希子は妙に真しん剣けんな瞳ひとみで、いろはにこう切り出した。

「ねぇ、いろは嬢。ポプリをもっと作ってみたいと思いません？　今度は材料を私わたくしがご用意しましてよ！」

「つ、作っていいの？　……ですか？」

　その返事に真希子は満足げに笑いながら、こう告げた。

「えぇ、手っ取り早い話、桜宮の魔術局に置くためのポプリを作ってほしいのですの!!」

「「桜宮の!?」」

　いろはと圭人は揃って驚おどろきの声をあげる。




　古来より香りというものは、魔法とは切っても切り離はなせない存在だった。

　それは魔法革かく命めい後の今日こんにちでも変わることはない。

　西洋では宗しゆう教きよう施し設せつで乳香フランキンセンスの香を焚たいたり、力ある石パワーストーンをホワイトセージの煙けむりで燻いぶすことで浄じよう化かを行ったりする。

　東洋でも似たようなことが行われた。

　そして、和桜国でも同様に。

　古くから海の外との交易でさまざまな香料が取引され、各種の香が発明された。

　とある宗教家曰いわく──善よき香りは心身すべてに作用する。香料は我が身を燃やして人に香りを授さずけ、その人を幸せにする。これすなわち人に尽つくす心を示している、と……。

　そして──その考えは今日の和桜国でも変わらない。

「というわけですわ。かなりざっくりとした説明でしたけれど、おわかりになりましたかしら？」

「は……はい、大丈夫です、多分」

「魔術師としての初歩だな。香料は触媒としてだけではなく、薫くん香こうにしても力を持つ」

　だからといって、まさかいろはが桜宮に置くポプリを作るなんて……。さすがのいろはも、真希子のこの提案には絶句するしかなかった。




　いろはが「いたずら」をしでかして数日後。

　真希子は本当に、香料その他を持って紫乃宮伯爵邸に現れた。

　しかるべき報ほう酬しゆうは払はらうので『オレンジポマンダー』なるものを大量に作ってほしい、という。

　圭人は釈しやく然ぜんとしないものがあるようで、渋しぶい顔だ。

「魔ま除よけのオレンジポマンダー作りぐらい、誰でもいいだろうが、下したっ端ぱ魔術師とかいるだろうに」

「おーーーっほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほ!!　主席様、局外に任せられる仕事は他に回すべきでしてよ!!　そして私わたくしども宮廷魔術師は本来のお役目にしっかりあたる。そのほうが合理的ではありませんこと？」

「あぁ、まぁそうなんだが……なんでいろはに。レディ教育もあるというのに」

　圭人が口の中だけでぶつぶつと文句を言う。

　いろははその光景がなんだかちょっぴり、面おも白しろかった。

「さて、ではオレンジポマンダーの説明と、作り方をお教えしますわね」

「はい！　えっと……そのオレンジポマンダー、っていうのはこの間私が作ったようなポプリっていうものの一種なんでしょうか？」

「一応そういうことになりますわね、見た目は全然違いますけど」

　そう言って、真希子は何か丸い塊かたまりを、三個ばかり取り出す。

「これが、オレンジポマンダーでしてよ」

　そう呼ばれたものははっきり言うと……とても小さな古ふる釘くぎらしきモノが隙間なくびっしり刺ささった丸い物体、でしかない。正直言って見た目がいいとはいえず、いっそ不気味ですらある。

「……これ、なんですか……釘？」

　いろははおっかなびっくり、それをいろんな角度から眺めてみる。

　真希子もその反応は予想の範はん囲い内だったらしい。笑いながら、匂いを確かめてみるようにといろはを促す。

「大丈夫、変なものではありませんし、嫌な匂いもないはずでしてよ」

「……う……はい……」

　行ぎよう儀ぎ悪いと思いつつ、いろははそれが載のっているテーブルに顔を近づけて、鼻をくんくんさせた。

「……わ！　……何これ……みかんぽい匂いと……あとはこれは……香こう辛しん料りようなのかな？　他にも樹木っぽい匂いとかもする……！」

「そうです。このオレンジポマンダーというのは西洋の柑かん橘きつ系けいの果物に、丁ちよう字じ──クローヴと呼ばれる香辛料を原型のままびっしりと埋うめ込んで、香料をまぶして乾燥させたものでしてよ」

「こっちとこっち、見た目が同じなのに香りが違うのはどうしてですか？」

「ちゃんとそこもわかるとはさすがですわ!!　これはまぶしてある香料の違いですわね、いろは嬢が最初に嗅かいだのは白びやく檀だんやヒマラヤ杉シーダーを粉末にしたものが中心で、その次のものはシナモンやカルダモンといった香辛料を粉末にしたものがまぶされていましてよ」

　いろはは瞳をきらきらさせて、真希子からもたらされる知識をひとかけらも逃のがすまいと熱心に聞き入る。

「これが、魔除けになるんですか？」

「えぇ、そうですわ。古い西洋の記録にも枢すう機き卿きよう──要するに、とても偉えらいお坊ぼう様のことですけれど、そのお方が教区民を訪ねる際にもこれに近いものを身に着けていた、とありますわよ」

「真希子様、私もコレを作ってみたいです！」

「えぇ、えぇ、ぜひとも作ってくださいな!!　ここに材料はいくらでもございますわよ!!　おーーーっほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほ!!」

　オレンジポマンダーの作り方そのものは単純だ。

　まずはオレンジにリボンテープのようなものをかける。しなくてもいいのだが（そして実際に真希子が持ってきたのはそれをしていないものだったが）これをしておくと、出来上がったものを紐ひもなどで吊つるしておいたりするのに便利なので、あったほうがいいのだそうだ。

　それから、リボン部分を避さけ、他の場所に原型のままのクローヴをびっしりと刺し込んでいく。このとき、そのままクローヴを刺すと割われて壊こわれてしまうこともあるということで、一度竹たけ串ぐしなどで穴あなを開けてから、クローヴを差し込むとよい。

　それが終わったら、壺つぼなどに入れて香料の粉をまぶす。全体に混ざるように、ころころと転がしながら。香料の粉のレシピは今回は白檀とヒマラヤ杉シーダーを中心に、ニオイアオリスヤメの根ルートにシナモンを少々というものだ。

　そして香料の粉の中で三日間おいて、その間も毎日中で転がす。

　それが終われば、取り出してガーゼなどにくるんで風通しのいいところに吊るして乾燥させる。抗こう菌きん効果を持つクローヴがオレンジの中の果か汁じゆうを吸すい上あげ乾燥することで腐ふ敗はいはしない……といわれているが、和桜国は西洋の地と違って湿しつ度どが高いため、この段だん階かいで腐敗することも多いらしい。

　かちかちになるまで数週間ほど乾燥したら、クローヴが刺さっていないところに綺麗なリボンなり紐なりを改めてかけてやって、ようやく完成だ。

　……作業そのものは確かに単純ではあるが、なんとも時間がかかる品である。

「こんな風に……仮にも食べ物に、こういうことをしてもいいものかと思うよな……」

「まぁ、確かに、同感ですわね……」

「でもなんだか楽しいです！」

　いろはと真希子、それに圭人も試ためしに一個ずつ作ってみようということで、たくさんの穴のあいたオレンジを片かた手てに、クローヴをどんどん刺していっているところだった。

　オレンジに穴をあければ、当然皮の汁しるやら果汁がしみ出たり、うっかりすると飛び出したりする。

　そのため、先程胡蝶が今にも悲鳴をあげたいといった顔をしながら、オレンジの汁まみれの──かつては白かった──テーブルクロスを回かい収しゆうしていったところだった。

「こんなに間かん隔かくをあけて刺して大丈夫なんですか？」

「オレンジは乾燥すれば縮ちぢみますので、このぐらいあけても大丈夫でしてよ!!」

「くっ……汁で手が滑すべる……！」

　そして、三人はどうにかひとつずつ乾燥前のオレンジポマンダーを完成させる。

「さて、これでいろは嬢も作り方は覚えましたわね？　では……同じものを期日までに百ほど用意してくださいな。材料は、オレンジがうまく乾燥せずに腐敗してしまったときのことも考えて多めに用意いたしましたわ。相応の報酬もきちんとお支払いしますので、お願いしますわね、田原いろはさん」

「は……はい！」




　真希子が訪れてから、三日が過ぎた。

　いろははレディ教育で忙いそがしい身でもあるため、オレンジポマンダー作りはまだオレンジにクローヴを刺す作業の途と中ちゆうであった。もちろん、終わったものは順番に香料の粉をまぶして風通しのいい場所に吊るして乾燥させてある。

　あの日以来、圭人はいろはの座ざ学がくの科目に「香料学」を新たに加えてくれた。

　教師はいまのところ圭人本人だ。和桜国に古くからあった香料ならばともかく、舶はく来らいの香料の知識も持っている教師となるとなかなか見つからないそうだ。

　レディに必要な教育というわけではないが、本人が学びたがっていて、なおかつ適正があるとなれば学ばせない理由はない──とのことだった。学ぶことにかけては、圭人は本当に自分にも人にも妥だ協きようを許さない。

「薔薇は西洋では特に人気のある花だな。見た目もそうだが、香りも好まれている。まったく、西洋人の薔薇好きときたら、和桜国人の桜好きにも匹ひつ敵てきしそうな勢いだぞ。かつて中東のとある錬れん金きん術じゆつ師しが、錬金術の奥おう義ぎに至いたらんとしてその結果、薔薇の花精油の製法を確立させた話はあまりにも有名だな。魔法の世界でも、逸いつ話わには事欠かない。魔法的にも重要な植物だ」

「ふぅん、だからこのお邸でも育てているの？」

　説明の合間、いろはがメモを取りながら疑問を口にする。

「いや、あれはあくまで観賞用だな。魔法用でもなければ香料用でもない。そもそも、観賞用の薔薇というのは見た目を重じゆう視しして品種改良が進められ、本来持っていた薔薇の香りが薄うすれているそうだ。香料の世界での薔薇の立ち位置だが、まさに女王と呼ぶにふさわしい存在だ。香りの世界には欠かせない存在ともいえるだろうな。ポプリ作りに最適なのはダマスクローズなどの香りの強い、いわゆる古い品種の薔薇だな」

「ねぇねぇ、ここでも育てようよー。香料用の薔薇！」

「いらん。必要な分を買ってくればよいだろう」

「私がちゃんと面めん倒どうみるからー！」

「駄目だ。どうせすぐにメイド任せになる。……っと脇わき道みちにそれたな……次はラベンダーだ」

　そう言って圭人は、薄紙に包まれた細長いものをテーブル上に置いた。

「開けてみろ」

「うん」

　かさかさと音を立てて現れたのは、可か憐れんな青紫色の花穂。

　それをひとつつまんで、いろはは匂いを嗅いだ。

「この前も思ったけど、いい匂いだし、つぶつぶしてて可愛い花だよね」

「いや、いろは──じつはこの部分は花ではないんだ。これはガクで、この先にさらに薄い青紫の花が咲さく──らしい」

「これ、こんなにいい匂いがするのに、花じゃないの!?」

「あぁ、花はすぐに枯れて落ちてしまうから、ラベンダーを育てている環かん境きようでもないとお目にかかれな……」

　いろはは目をきらきらさせた。ラベンダーの本当の花は一体どんな香りと見た目なんだろうか！

「ラベンダー育てようよ！　ここのお庭で育てようよーーー!!」

「ダメだーーー!!」

　いろははすっかり西洋渡わたりの花や、香草や香辛料に魅みせられていた。

　圭人がくれた西洋の香草の図録を、夜中まで眺め続けて胡蝶に怒られたことも一度や二度ではない。

　ポプリを作りたい。ポプリに関する本を読みたい。だが、和桜国語でポプリに関する本はまだないらしく、つまりポプリの知識を得るには外国語の本を読むしかない。

　そこで、外国語の勉強がしたいと圭人に言ったら随分と驚かれた。いろはが自分から、勉強時間を増やすとは思っていなかったらしい。




　そして数週間後……桜都もすっかり冬に入った頃に、真希子が部下を連れてやってきた。

　商品──つまりいろはの作ったオレンジポマンダーを受け取るためである。

「なにも部下を連れてこなくてもよかったろうに、いろはが緊張しているぞ」

「おーーーっほほほほほほほほほほほほほほほほほほ!!　こちらの品物は一応壊こわれ物ものになりますから、馬車で運ぶことは難むずかしいでしょう？」

「あぁ、そういうことか、だからこの人選か。魔法で運ぶのか」

「えぇ。というわけで……まずは品物の質を見せてくれますか？　いろは嬢」

「は、はい……こちらになります」

　恐おそる恐おそる、いろはが真希子にリボンのかかったオレンジポマンダーをひとつ差し出す。

　真希子はそれをじっくりと眺めて、香りも確かめてから、こう言った。

「これでしたら桜宮の魔術局に置くに値あたいしますわね、それで、収おさめられそうな品は何個ほどに？」

「えっと、腐くさらずに済んだのは……今、真希子様が持っているものも含ふくめると百と、七つできました……」

「……」

「え、えっと、少なかったですか……？」

　真希子は、ふっと微笑んだ。

「おーーーーーっほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほ!!　この私わたくしが見込んだだけのことはありますわね!!　上出来も上出来でしてよ!!」

「ほ、本当に……」

「えぇ、本当ですわよ!!　この神衣真希子、慰なぐさめの噓うそなどつきませんわ!!」

「や、やった……圭人、やったよ！」

　いろはは半泣きになりながらも、笑わずにはいられなかった。

「あぁ、よかったな」

「うん……！」

　圭人はいつもよりも強めに頭を撫でてくれる。それが、さらに嬉しかった。

　そして、真希子の部下たちが、大量のオレンジポマンダーを魔法の空間に収しゆう納のうしていくのを眺めていると、真希子が封ふう筒とうを差し出してくる。

「さぁ、田原いろはさん。こちらはオレンジポマンダーのお代金でしてよ!!　いろはさんの正当な報酬ですわ!!」

「……ほ、本当に、いいんですか？」

「立派に働いていただきましたもの。いいも何もありませんわ、さぁさぁさぁ!!」

「わ、わかりました！」

　いろはは震ふるえる手を伸ばし、その封筒を摑んだ。

　そして素す早ばやく後ろを向いて、中身を確認する……いろはが生まれてこのかた、ほとんど見たことのない高額紙し幣へいが何枚まいも入っている。何かの間ま違ちがいではないだろうか。

「あの、真希子様。これはあまりに……多すぎませんか」

「お気になさらず、正当な報酬と言いましたでしょう？　それにもうすぐ、必要になりますわよ。そういう季節ですもの」

　圭人のほうをちらりと見ながら言う真希子の、謎なぞめいた言葉の意味はわからなかったが、その答えは後日、もたらされることとなる。




「圭人、おかえりなさい！」

「……あぁ、今戻もどった。ただいま、いろは」

　外は凍こごえそうなほど寒い日。いつもより遅おそい時間に帰き宅たくした圭人は、帽ぼう子しと鞄かばんを征十郎に預けながら深いため息をつく。

「あれ、どうしたの？　今日はまた一いち段だんとお疲つかれ……みたいだね」

「いや、なに、女王陛下が突とつ然ぜんに魔術局を視し察さつにな……お前の作ったオレンジポマンダーも見ていかれたぞ。かなり褒ほめておられた」

「じ、女王陛下が……！　それ……本当なの？」

「本当だ」

　──まぁ、素す敵てきな、いい香りね。わらわも欲しくなってしまいますわ。

「などとおっしゃっていたから、明日にはその話が社交界を駆け巡って、貴族たちがこぞってお前のポプリを手に入れようとするかもしれないぞ」

「女王陛下が一言おっしゃっただけで……そ、そんなに？」

「あぁ、そういうものだ。というわけで、征十郎、いろはに会いたいと言ってくる妙な貴族がいても『丁てい重ちよう』に…………追い返せ」

「えぇ、かしこまってございます」

　ところが──事態はそう簡かん単たんに収まってくれそうになかった。

　使用人たちがいくら追い払っても追い払っても、貴族の使者はやってくるのだ。中には圭人に直接交こう渉しようしようとする貴族もいたという。失敗に終わったそうだが。

「それなら、僕ぼくも評判を聞いてます。多分桜都の貴族は皆知っていると思いますよ」

　紫乃宮邸に遊びに来てくれた翔太も、そんなことを教えてくれる。

「……すごいことになっちゃったなぁ」

　いろはは、せっかく手に入れた外国語の香辛料の本も上の空でページをめくる。

「そういえば、いろはさんから圭人先生への今年の贈おくり物ものは、やっぱりポプリなんですか？」

「え、贈り物？」

「そうですよ、聖せいなる夜が近いでしょう。贈り物を用意しなくては。うちなんて家族が多いから、毎年大変です」

「せ、聖なる夜？　何、それ？」

　彼にとっては常識なのかもしれないが、いろはは知らないことがあまりにも多い。聖なる夜とは一体なんなのか。

　いろはの疑問に、翔太は嫌いやな顔もせずゆっくりと教えてくれる。

「──という日なんですよ」

「あれって、そういう意味だったんだ……」

　いろはは、先日の真希子の言葉を思い出していた。

　──もうすぐ、必要になりますわよ。そういう季節ですもの。
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　その日、真希子をはじめとした部下たちの計らいにより、圭人はかなり早く帰宅できた。

「ただいま、帰ったぞ。いろは」

「おかえりなさい、圭人」

　執しつ事じの征十郎やメイドの胡蝶らに帽子や鞄を預けている間、いろははなぜか後ろで手を組んでそわそわとしていた。

　今日のいろはは和装。鮮あざやかな赤い着物に、薔薇が描かれたモダンな緑色の羽は織おり。以前は『服に着られている』状態だった彼女も、最近はこういった華やかな衣服をしっかり着こなしている。それに仕草も変わってきた。ひとつひとつの動きが丁寧になったのだ。礼儀作法の教師をつけたことが活いきてきたのだろう。

「……あのね、圭人。これあげる!!」

　そんな彼女が差し出してきたもの。それは美しく包ほう装そうされた箱だった。

「……いろは、これは」

「今日は、大切な人に贈り物をする日なんだって、翔太君に教わったの！　えっと……西洋で、なんとかっていう、すごい人が生まれたのをお祝いする日なんだって……」

「あぁ、これは聖なる夜の贈り物か。……いろはからもらえるとは思っていなかったな」

　いろははえっへんと胸むねを張る。

「これね、ちゃんと自分のお金で買ったんだよ！　圭人のお金じゃないの、この間作ったオレンジポマンダーのお金を使ったの」

「あぁ……あの金を……自分のために使ってもよかったのに」

　両のてのひらに載るぐらいの小さな箱を眺めながら、圭人は呟く。この娘にとっては結構な大金だっただろうに、それを惜おしげもなく人のために使うとは。

「ううん、ちゃんと自分のために使ったよ。圭人に贈り物をすることが、私のためになることだって思ったの」

「……そうか」

　圭人は思わず、いろはの頭を撫でた。胡蝶が「せっかく結んだリボンが乱みだれてしまいます！」と言い出さなければ、そのままずっと撫で続けていたかもしれない。

「箱の中身はなんだ？」

「万年筆のインクだよ。本当は、万年筆そのものを贈りたかったんだけど……お世話になっている皆への贈り物も買ったら、思ったよりも予算がなくなっちゃって。万年筆はすごく高くて、買えなかったから……その」

「ありがとう、嬉しいよ」

　贈り物は金額ではなく気持ちが大切なんだ、という言葉はこういうときのためにあるのだろう。

　圭人は、この小さな少女が自分で稼かせいだお金を使って贈り物をしてくれた事実そのものが、何より嬉しかった。明日の朝、贈り物の箱を見つけた時の彼女の顔が楽しみだ。

「さて、夕食に向かうか。せっかくの料理が冷めてしまうからな」

「うん！　あのねあのね、今日は『ろーすとちきん』なんだって！　楽しみ！」

　ローストチキンは圭人も海外留学中に食べたことがある、丸鶏に詰め物をして焼いたオーブン料理だ。この料理は主人自らが切り分けることになっていて、その腕うで前まえで客人から主人は品定めをされる、なんて話もあるが、今夜は二人しかいないのだ。自由に食べればいいだろう。

「ほう、それは確かに楽しみだな」




　食事が終わって、圭人は暖だん炉ろの間に二人分の紅茶を持ってくるよう胡蝶に命めいじた。今日の紅茶はシナモンとジンジャーをはじめとした香辛料がたっぷりのチャイティー。香辛料の作用で体が温まるので、このように冷える冬の夜にはぴったりだろう。

「いろは、今日はもう勉強はいい。代わりに、俺が聖なる夜の物語でも読んで聞かせよう」

「本の読み聞かせって……子どもじゃないのになぁ」

　そう言いながらも、いろははいかにも嬉しそうに軽い足取りで、暖炉の間に向かう圭人についてくる。

「そう言っているうちはな、まだまだ子どもなんだよ」

　そんな台詞せりふを言いながら、圭人は、いろはにいつまでも子どもでいてほしいのだと……そう思っていることに気がついてしまった。

「さぁ、いろははそっちの椅い子すに座るといい」

　圭人は本棚から分厚い書物を取り出して、揺り椅子に腰かける。

「さて、聖なる夜の物語だな。……とある冬の夜、若い夫ふう婦ふが一ひと晩ばんの宿を求めていた。妻は子どもを授かっていて、もうすぐ生まれそうだったのだ。しかし、部屋は空いていない。宿の主人は馬小屋なら空いていると夫婦に言った……」

　しんしんと雪の降ふる夜、暖炉のある暖あたたかい部屋で『家族』とのんびり過ごす。温かな紅茶もある。炉ろ辺ばたにある素す焼やきの壺からは、いろはが作ったローズポプリの心ここ地ちよい香りが漂ってくる。

　……こういうことが、すごく幸せなことなのではないかと、圭人は思った。

　だが、身勝手な父親に結婚を急がされると、素直に家庭を持つ気にはとてもなれない。

「どうしたの、圭人。続き読んで」

「あ、あぁ」

　考えたくない。今はただこの暖かい部屋に、いたかった。
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　年が明けて数日。

　紫乃宮邸では、年末年始の祭り気分や忙しさがようやく抜けてきたところだった。

　いろはの勉強も休み。家庭教師たちは明日から来ることになっている。

　そんな最後ののんびりとした日に、神衣伯爵家の真希子が可愛らしい子を連れて訪れた。

「おーーーっほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほ!!　お邪魔いたしますわ、圭人様、いろは嬢!!　……ほら、詩うた乃のもご挨拶をなさい」

「ご、ごきげんよう、圭人様。はじめまして、いろは嬢。神衣詩乃です」

　玄関ホールで高笑いをしながらも挨拶をきっちりとする真希子は、今日は和装。黒地の裾すそに鮮やかな赤でさざんかの花が描かれたモダンなコートに、狐きつねの襟えり巻まき、中の着物は裾を見るとグレーの地のようだった。

　その隣となりの詩乃も、可憐な和装。薄うす紫むらさき色いろの可愛らしい道みち行ゆきコートに、毛皮の襟巻。着物はピンクがかったグレーに、大輪の薔薇が描かれたもの。年齢はいろはよりひとつ上の十五歳だというが、すらりと背せが高い。艷つややかな黒髪はゆるくふたつの三つ編みにされていた。それに、瞳が大きくまつげが長く、いかにも儚はかなげな和桜国式美少女の見本のような顔立ちをしている。

　本物の貴族の『お嬢さん』とはこういうものなのかと、いろはは見み惚とれそうになる。

「あぁ、二人ともゆっくりしていけ」

　圭人が声をかけたので、いろはも元気に挨拶をする。

「ごきげんよう。ようこそ、真希子様。はじめまして、詩乃ちゃん！　あなたみたいに綺麗な女の子と仲良くできるの、嬉しいです」

　……そのとき、玄関ホールにいたすべての者の動きが止まった。

「あ、あの、ええと……？」

　どうしよう、もしかして何か礼儀に外れたことをしてしまったのだろうか。初対面でちゃん付けがはしたなかったのだろうか、やはりさん付けか、様付けにしておくべきだったのだろうかと瞬時にあれこれ考える。

　焦るいろはに、最初に声をかけてくれたのは詩乃だった。

「ありがとう。でもぼくは男なんだよ」

　……この美少女のお手本は、何を言っているのだろうか。

「……この格好は小さい頃からやってる魔除け……って言えばいいかな。ぼくは昔から体が弱くて、彼ひ岸がんに連れて行かれないように女の子の服装で育てられてきたんだ。とはいえ、こういう服もぼくは嫌いじゃないんだけど」

「え……って……ええええええええええええええええええええええ!?」
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　だいぶ淑女らしくなってきたいろはの、久方ぶりの原点回帰だった。




　真希子たちが応接間に通されても、いろははまだ信じられないという顔をしながら、詩乃の髪や顔を眺めていた。……人をじろじろ見るなど、レディらしからぬことだとはわかっているが、どうしても見てしまう。

　温かい紅茶が出されてから、圭人は詩乃に言った。

「それじゃ、詩乃。さっそく調整してくるから、それを外してくれ」

「はい、圭人様」

　詩乃は両手につけていた鈍い銀色の輝かがやきを放つ腕うで輪わを丁寧に外す。

「調整の間は、こっちの予備をつけていてくれ」

「はい、お願いします」

　その一連のやりとりが不思議で、いろはは部屋を退出した圭人を追いかける。

「ねぇ、圭人。あの、それって……」

「ああ、これは魔ま道どう具ぐの一種だよ。詩乃は生まれつき大きな魔ま力りよくを持ってるんだが、本人も言っていたとおり体が弱くてな」

　圭人は銀色の輪をいろはに見せてくれる。

「そういう場合は、そのまま成長すると十歳ぐらいには魔力に吞のまれてしまって、体を保てない……死んでしまうんだ。神衣伯爵家は旧ふるい魔術師の家か系けいだから、昔からそのせいで死ぬ者が多かったという話だ。だからこの腕輪は、魔力を抑おさえておくためのものだ。魔力を体力に見合う程度に抑えれば、そうそう吞まれはしない」

「そんな……詩乃ちゃんが……それで、圭人が……？」

「ただ、これは仕事ではなく、真あ希い子つの友人として作ったものだ。最初のはまだ学生時代に作ったものだから、完かん璧ぺきとまではいかなくて──こうして詩乃の成長に合わせて調整している」

「そう……だったんだ……」

　圭人は、いろはの頭をぽんぽんと撫でてくれた。

「詩乃は体が弱いから学校にも行けなくて、友人もいないそうだ。だから……よければお前が友達になってやれ。神衣伯爵家の者は、変わり者だが信用がおけるぞ。それにあいつなら見た目どおりで女の子みたいだしな、問題はないだろう」

　その言葉に、いろはは瞳を輝かせた。

　──新しい友達ができる！

「……うん！」

　いろはは廊下をはしたなくない程度に走って、応接間に戻ったのだった。




　いろはと詩乃は、お互い自じ己こ紹介のやり直しをして、それから真希子と三人で西洋すごろくと呼ばれるボードゲームをして遊んだ。

　詩乃はボードゲームが得意なようで、何度遊んでも全然勝てない。けれど、楽しい。

「楽しそうだなお前らは」

　ゲームの四回目を始める前に、圭人が腕輪を持って戻ってきた。

「あ、圭人。お疲れ！」

「おーーーっほほほほほほほほほほほほほほほほほ!!　お疲れ様でしてよ、圭人様」

「圭人様、今回もありがとうございました」

「あぁ、調整は終わった。今年もこれで大丈夫だろう。何かあったらいつでも来い」

「……ありがとうございます」

　詩乃は神しん妙みような顔で、銀の腕輪を受け取って着ける。

　そんな彼を見ているとなんだか心の隅っこが痛いたくて、その痛みから逃にげるように、いろははなるべく明るい声で圭人に戦績を報告する。

「ねぇねぇ、聞いて圭人、詩乃ちゃんすごいんだよ、すごろくとっても強いの！　もう全然勝てないの！」

「ずっと家にいるからね、大たい抵ていのゲームは遊び慣れてるんだ。そうだ、今度ここに来るときに別のボードゲームを持ってくるよ。一いつ緒しよに遊ぼうよ、いろはちゃん」

「うん！」

　詩乃の提案は魅力的だった。それに何より、また来てくれると、また遊んでくれると言ってくれたことも嬉しかった。

「その代わり、その……えっと……雑誌を見せてほしいな。うちの両親、振ふり袖そでとかドレスは買ってくれるんだけど、少女雑誌までは買ってくれなくて……」

　詩乃はちょっと恥ずかしそうに要望する。美少女の姿で頰ほおを赤らめてもじもじするさまが、可愛らしくて仕方がない。

「うん、いいよ！　一緒に読もうね！」

　はしゃいでいる二人を眺めつつ、圭人と真希子はお茶を飲みながら話をしている。

「そういえばですけど、いろは嬢にポプリを作ってほしいという声が私わたくしのところにまで来ていますのよ」

「そっちもか……この様子だと、もう店でも開いたほうがいいんじゃないかと思えるな」

　愚ぐ痴ちじみた圭人のその言葉に、真希子が勢いよく手を叩たたいた。

「それですわ！」

「は？」




「いっそのこと、いろは嬢にお店を開かせてはどうでしょうか？」




　いろはの耳に、とんでもない言葉が飛びこんできた。

「わ、私のお店……？」

　一体、どういうことだろう。

　詩乃も可愛らしく首を傾かしげている。

「いろはちゃんのお店って……どういうことですか。真希子お姉様」

「簡単なお話でしてよ！　皆様がいろは嬢のポプリを欲しがっているので、適正な対価と引ひき換かえにそれを供きよう給きゆうすればよろしいだけですわ!!」

「た、対価って……まさか、お金をもらうってこと……ですか？」

　いろはは驚くしかなかった。まさかそんな話になるだなんて。

「お店なら、そういうことになりますわね。女王陛下のお言葉の効果もありますし、出資したいという方はいくらでもいるはずですわよ」

　女王陛下のお言葉……和桜国の女王陛下というのは、そんなにもすごいお方だったのだと、今いま更さらながらにいろはは痛つう感かんする。

「お、おい真希子。何を勝手に」

　圭人がそれはさすがに、といった様子で真希子を遮さえぎった。

「いろはの店に出資するなら俺に決まっているだろう」

　……違う、そうじゃない。と、いろはは言いたかった。

　こんな小娘の自分に教育を施ほどこしてくれているだけではなく、たくさんのお金を出してまでお店を持たせようとするだなんて何を考えているんだろうか。

　貴族様というのはやっぱり……怖い。

　助けを乞こうために、いろはは詩乃を見る。

　……詩乃は微笑んでみせた。

「大丈夫、商品が良いなら、きっとたくさんお客様が来るから」

「……本当に、そうなのかな」

　お店が失敗したら、いろははたくさんのお金を無駄使いしてしまうのだ。それも自分のお金ではなくて、圭人や、あるいは他の人の出してくれたお金だ。

「不安なら、そのためにいっぱい勉強すればいいんだよ」

「勉強を？」

「そうだよ、香料の勉強やポプリのレシピの勉強なんかをね。あとは他の人がどうにかしてくれる」

「……そういうものなの？」

「そういうものなの。いろはちゃんはいろはちゃんにできることをすれば、自然と結果も周りの人もついてくるよ。ね……いろはちゃんの作ったポプリ、ぼくも欲しいな」

「いろは」

　圭人がいろはの顔を覗き込んでくる。圭人の顔は、心配そうにするでもなく、眼鏡の奥ではいつもの鋭するどい目つきをしていたけれど──

「あのね……圭人、私ね、その、ポプリのお店……やってみてもいい？」

「あぁ、やってみろ」

　やっぱり鋭い目つきのまま、圭人が言う。

　けれど、そんな風に圭人はいつも、いつも、いつもいろはを優しく見守ってくれた。

　だから、私は──私にできることをやろう、なんでもやろう。

　圭人のためにも、私は私にできることをしなくては。

「じゃあ、やってみるね、精せい一いつ杯ぱい」

「負けず嫌いのいろはなら絶対、できるさ」




（田原いろはの日記帳より抜粋）


　今日のできごと。

　今日は真希子様が、弟のうたのちゃんをつれておやしきに遊びに来てくれました。

　うたのちゃんは、見た目はきゃしゃでとってもかわいい女の子です。でも、男の子なのです。ふしぎです。あんなに女の子みたいにかわいいのに男の子なんです。

　なんでも、うたのちゃんは小さいころから体が弱くて、魔力が大きいので、圭人が作った銀のうでわがないと、いつ死んでもおかしくないらしいのです。

　圭人がその銀のうでわをちょうせいしている間、私とうたのちゃんと真希子様で西洋のすごろく遊びをしました。私はいっぱい負けたけど、とてもたのしかったです。

　うたのちゃんは、またおやしきに来てくれると言っていました。あんなにすてきなお友達ができるなんて、うれしい！

　そのうち、私とうたのちゃんと翔太君の三人で遊んでみたいです。

　私がうたのちゃんとお話をしている間、圭人と真希子様も何かお話をしていました。

　すると突然、真希子様が私のポプリを売るお店を作ってはどうかと言いました。

　私はびっくりぎょうてんしてしまいました。

　お金を出してもらって自分のお店を持つなんて。とてもこわくて、体がふるえました。

　……でも、話を聞くうちに、これはいい機会なんじゃないかと、そう思ったんです。

　私は今、圭人やこの国から、たくさんのものをもらって、たくさんのお金をかけてもらって、教育してもらっています。

　だけど、私のお店がうまくいけば……それをお返しできるんじゃないかって。

　圭人やこの国に、私のためのふたんを、背せ負おわせないですむ。

　そのためになら、私はいくらでもがんばります。やります。やってみせます。

　まずはお店に出す予定のポプリのレシピ作りから。よし、さっそくひとつ思いついた！



（日記帳には、ポプリレシピ案のメモが数ページにわたり続いている）







[image: ]




　どこか控ひかえめな印象のあるノック音が、数度鳴った。この音の出し方は執しつ事じの征せい十じゆう郎ろうで間ま違ちがいないだろう。圭けい人とは書しよ斎さいの書き物机づくえに向かい合ったまま、入室を促うながす。

「入れ、征十郎」

「はっ、失礼いたします。こちらは本日届とどいたお手紙でございます」

　征十郎が差し出すトレーの上には、見覚えのある文字で宛あて名なが書かれた手紙。圭人はそれを摑つかむと、短く呪じゆ文もんを唱える。……あっという間に、手の中で手紙が燃え上がった。

「圭人坊ぼつちゃま……」

「気にするな、どうせまた父からだ。内容もわかっている……いつもと一いつ緒しよだ」

　くすぶる炎ほのおを握にぎりつぶし、完全に消す。

「他には何かあるか」

「……紅く瀬ぜ波なみ侯こう爵しやく家けの翔しよう太た様と、神衣かむい伯はく爵しやく家けの詩うた乃の様がいらっしゃいました。いろは様が応対なさっておいでです」

　来訪にはとっくに気づいていた。それが誰だれであるかということも知っている。なぜならこの紫し乃の宮みや伯爵家の邸やしきには、一種の結界魔ま法ほうが施ほどこされていて、誰がいつ出入りしたかを知ることができるからだ。

「ご挨あい拶さつはなさらないのですか」

「必要か？　あいつら、最近はもう俺おれよりもいろはに会いに来ているのだぞ」

　翔太も詩乃も、正式に圭人の弟で子しというわけではないが、師し弟ていと同じような気持ちで見守っていた若わか者ものだ。養子に迎むかえることも考えていたぐらいである。それが今ではすっかり、いろはに──

「必要でございますよ。翔太様も詩乃様も、それにいろは様も、坊ちゃまをお待ちでございます。あぁ！　詩乃様は美お味いしそうなお土産みやげを持っておいででしたぞ!!」

　征十郎が気き遣づかいからか、大きな声でわざとらしくそんなことを言ってみせるので、圭人は仕方なくそれに乗ってやることにした。

「そうか……なら、紫乃宮伯爵家当主として一応顔を出さないと、な……」

「いろは様たちは、いつもの応接間ですぞ」

「……わかった」




　小さいほうの応接間、そこがいろはたちのいつもの『遊び場所』だった。

　一度、いろはが翔太と詩乃を自室に案内しようとしたことがあるらしいのだが、胡こ蝶ちようが大おお慌あわてで止めたという。翔太はともかく、詩乃は見た目がほとんど女の子なのだから、部屋に入れるぐらいは許してやってもよさそうなものなのに。

「翔太、詩乃、よく来たな」

「圭人先生、こんにちは！」

「圭人様、こんにちは。お邪じや魔ましています」

　赤みがかった茶色い髪かみの翔太。今日も女物の和服を纏まとっている詩乃。二人はそれぞれに挨拶を返してきた。

「圭人、詩乃ちゃんが持ってきてくれたお菓か子しすっごく美味しいの！　圭人も食べよう！」

　冬前ぐらいから比べても、随ずい分ぶんと……一いつ寸すんほどは背せが伸のびたいろはが詩乃のおもたせの菓子を薦すすめてくる。

「わかったわかった。胡蝶、茶をもう一人分だ。銘めい柄がらはお前に任せる」

　圭人は、部屋の隅すみに控えていた胡蝶に茶を持ってくるよう命めいじた。銘柄を任せたのは、詩乃が持ってきたというそれが一見どんな菓子なのかわからなかったからだ。

　見た目は完全に大福に見えた。だが、多分それだけではないのだろう。

　応接間のソファに腰こし掛かけ、その大福に見える菓子と向き合う。

　改めて見ると、その大福らしきものは、大きさがバラバラだった。

　圭人はとりあえず大きめのものを取って、小皿にのせて、フォークで切る……と、意外な手て応ごたえが返ってくる。

　その大福の中身は、まさにオレンジ色……いや、みかん色だった。

「これは、みかん大福か」

「そうです。フルーツパーラー千押屋せんおしやのフルーツ大福ですよ。それはこの時期限定のみかん大福ですね。そっちの小さめのがメロン大福。他にも定番のいちご大福もあります」

　持ってきた本人である詩乃が、袖そでで口元を隠かくしながら微笑ほほえんで言う。その仕草は、完全におしとやかな令れい嬢じようにしか見えない。

「なるほど、これは美う味まそうだな……どれ、味は……っと」

　さっそく口に入れるとじゅわり、と果か汁じゆうが滴したたり、それをやわらかな餅もちと白あんが受け止める。

　なるほど、これは美味い。

「ね、美味しいよね！」

　いつの間にか、圭人の隣となりに座すわっていたいろはが、にこにことしながら圭人の顔を覗のぞき込こんでいる。

「あぁ、美味いな」

　最近気づいたことがある。

　この娘むすめは──いろはは、圭人が機き嫌げんがいいのを妙みように嬉うれしがるのだ。

　胡蝶が持ってきた紅こう茶ちや──ケニルワースという癖くせのない香かおりの茶だ──を飲みながら、翔太や詩乃と、最近独自に行っている魔法の道具の研究や、それぞれの兄姉きようだいのこと、それにいろはの勉強の進み具合についてなどを話す。

「いろはさんはすごいですよ。以前は和桜わおう国こく語ごの本もほとんど読めなかったのに、今では外国語まで読み書きしちゃうんですから」

「まだまだ、易やさしい言葉しかわからないけど……」

「それでもすごいよ、いろはちゃん。香こう草そうや香料の本とかなら、外国語でもしっかり読めちゃうんでしょう？」

　その言葉に、いろはは力強く頷うなずく。

「うん、もともとそういう本が読みたくて、外国の言葉を習い始めたしね」

「そういえば……例のポプリのお店の準備はどうなんですか、圭人様」

　詩乃が小首を傾かしげて、尋たずねる。

「おおむね順調だな。店員の面接も近く予定されている。和桜国に自生していない香草や、貴き重ちような香料の取り寄せに多少時間がかかってはいるが、これは予想の範はん囲い内だ」

「ただでさえ忙いそがしい圭人のお仕事増やして……その、ごめんなさい」

「気にするな、これも好きでやっていることだ。そんなわけで、秋には開店を予定している。店てん舗ぽはなるべくいい立地の建物をおさえて、現在改かい装そう中だ」

「この秋には、いろはさんのお店ができるんですね……すごいなぁ」

　翔太が感心しているというよりは、純じゆん粋すいに嬉しそうな声で言う。

「ぼくたちにも入れるお店ならいいんだけど……開店して行ってみたら、周りは若わかい女性客ばかりとか、ありそう」

　くすくすと小さく笑いながら言うのは詩乃だ。

「お前はまだいいさ、詩乃。でも、思いっきり男子学生の僕が一人で入ったら……怖こわすぎるよ」

　大たい晶しよう六年、春。

　小さく瘦やせた薄うす汚ぎたない少女が紫乃宮伯爵家に来てから、もうすぐ一年が過ぎようとしている。

　その少女、田た原はらいろはは──先日十五歳さいになった。
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　桜宮おうきゆうの桜の樹きは、すべて桜さくら守もりと呼よばれる樹じゆ木もく医いたちによって、常に手入れされている。

　葉の季節も、枝だけの季節も、それはそれで風ふ情ぜいがあるものだが──やはり桜という存そん在ざいの真しん骨こつ頂ちようは花の季節だ。これに異い論ろんを挟はさむ和桜国人は万に一人もいないだろう。

　宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し主しゆ席せき・紫乃宮圭人はそんなことを考えながら、桜の古樹を見上げる。

　ひらりひらりと舞まい落ちるのは……まるで雪の粒つぶのような薄うす紅べに色いろの花びら。

　天気は晴れ、風はそれほど強くない。

　絶好の──観かん桜おう会かい日和びよりだった。

「おい圭人！　今日は女王陛へい下かのところにちゃんと顔を出すんだぞ」

　右を見ても左を見ても貴き族ぞく連中がひしめく桜宮の庭園をうろついているときに、馴なれ馴なれしく声をかけてきたのは、優ゆう太ただった。

「そう言われてもな……短歌は苦手なんだよ。ああいう芸術性の必要なものにはとんと縁えんがないらしい。短くぱりっとした言葉でまとめるよりは、分厚い羊皮紙に桜の生態について長々とレポートを書くほうがよほどマシだ」

「お前はそういうの本当、駄だ目めだよなー」

　くくっと笑う優太に、圭人は何か言い返してやりたい気持ちになる。だが、普ふ段だんは大おお雑ざつ把ぱな印象にもかかわらず、こう見えて優太は短歌を作ったりすることが得意なのだ。

　ガタイが良くて、喧けん嘩かが強くて、学もそれなりにあって、短歌も作れるというのはずるいのではないだろうか。

　そんなことを考えているとなんだか腹はらがたったので、圭人は優太を軽く睨にらみつけてから、食べ物のあるテーブルへ向かう。別にどこに向かってもよかったのだが、とりあえず腹に食べ物を入れておきたかったので、そちらに行くことにした。

　今日は、例年行われている桜宮での観桜会。

　去年のように、女王陛下がお召めし列車で遠出をして、観桜に──というのは今年はなしだ。去年のような出来事があって、今年も、とはさすがに無理というものだった。

　貴族たちによる社あ交い辞さ令つを適当に短く切り上げ、食べ物のテーブルにたどり着く。こういうときに、皆みなから畏おそれられている宮廷魔術師主席という立場はそれなりに便利だ。

　──あれが、陛下にえこひいきされているという宮廷魔術師か。

　──まだほんの若わか造ぞうではないか。何が主席だ、何が伯爵位だ……。

　圭人が通り過ぎたあとで、貴族たちがひそひそと陰かげ口ぐちを叩たたいているが、聞こえていないふりをする。そのような者たちにいちいちかまうのは時間の無む駄だというものだ。

　しみひとつない白いテーブルクロスがかけられたテーブル上に並ならぶのは、一口で食べられるようにそれぞれ工く夫ふうされた、いわゆるフィンガーフード。園遊会や立食パーティーのときはだいたいこういう料理なのだが、正直小さすぎてどれをいくら食べても、あまり食べた気がしないのが難なん点てんである。

　とりあえず、目についたきゅうりのサンドイッチをつまんでいるところで、宮廷魔術師次席──神衣真希子の姿すがたが見えた。

「おーーーっほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほ!!　ごきげんよう、主席様!!　本日はお天気に恵めぐまれてよろしゅうございましたわね!!」

　今日も今日とて、真希子は『飛ばして』いた。いつもどおりで本当に安心できる。

「あぁ、お前は今日も元気だな。いい天気でよかった」

「元気が取とり柄えですもの！　……と、まぁ、挨拶はここまでにいたしまして……主席様？　そろそろ女王陛下のところへお顔を出したほうがよろしくてよ」

　そう言いながら、真希子も圭人の隣に立って、きゅうりのサンドイッチをつまむ。

「……何かあったのか？」

「何も。ただ、少しだけ、女王陛下のご機嫌が麗うるわしくないご様子で」

「……それと俺とに、なんの関係が」

「……はぁ。……陛下は例の──いろは嬢じようの様子も知りたがっておりますし、宮廷魔術師主席という要職にある方が、この桜宮観桜会というお目め出で度たい席で、陛下に挨拶もなしというわけにもいかないでしょう？」

「だが」

「女王陛下をお待たせするおつもりですか」

　ぐっと、真希子が背伸びをして、圭人の目の前に顔を近づけて言い放つ。

「いえ、言いい換かえます。女性を、お待たせするおつもりですか？」

　ずきりと、心のどこかが痛いたむ。その女性は──一国を支える女王だ。だが、その前に、まだまだうら若い女性なのだ。

「わかった。……行ってくる」




「圭人どの、今日は来てくれないものと思っておりました」

　室外用の仮の玉ぎよく座ざにゆったりと腰掛け微笑むのは、女王・樹乃花姫このはなひめ。

　今日の女王は和の装よそおい。本物の桜に負けぬほどの、豪ごう奢しやな桜模も様ようの振ふり袖そで姿。

　その長く垂たれ下さがる袖から白い腕うでを伸ばし、圭人を手招きする。

　圭人はゆっくりと女王に近づき、傍そばに跪ひざまずいた。

　女王は、香こう木ぼくの扇おうぎで口元を隠しながら、圭人の耳元に唇くちびるを寄せる。

「……圭人どの。あの日から一年が経たちましたね。……例の女の子は、元気にしているかしら？」

「……元気すぎるぐらいですよ」

「そう、なら……よかったわ。あのときは随分と無茶な命令をしてしまったものだと、今もそう思うけれど──けれど、わらわは後こう悔かいだけはしていませんよ」

「……陛下」

　ふふ、と女王・樹乃花姫が名前どおり花のように微笑む。

　だけどその口元が、自じ嘲ちように歪ゆがんでいるのを見たのは──おそらく圭人だけだ。

「紫乃宮侯爵夫妻も来ていますけれど、そちらにはもう？」

「いえ、まだですね」

「……今日も、会おうというつもりはないのですね」

「……えぇ」

「紫乃宮侯爵は、貴方あなたのお見合い話をあちこちで進めているそうですよ。直接話をしなくてよろしいの？」

「あの人は、何を言っても聞いてなんてくれませんから無駄でしょう。……陛下、今後一いつ切さい私の前でその話を持ち出すのはおやめいただきたい」

　──思わず、陛下に対して父親への苛いら立だちをぶつけてしまう。

　それに対して、女王樹乃花姫はただ儚はかなげに微笑むだけだった。

　ひらり、ひらり、桜が舞った。
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「行ってらっしゃい圭人」

「あぁ」

　圭人はいろはに短く返事をした。胡蝶が差し出した鞄を奪うばうような勢いで摑んで、玄げん関かんを足早に出ていく。

　彼かれの表情は、桜宮観桜会があった日から、次し第だいに険しくなっていっているようにいろはには見える。

「……圭人、どうしたんだろう」

　最近は、一緒の食事のときも、見送りをしたり出迎えをするときも、会話がない。

　前は勉強の進み具合とか、今日や明日の予定だとか、どんな本を読んだか、そういった何気ないことを聞いてくれたというのに。

　足取り重く部屋に戻もどろうとすると、廊ろう下かの向こうでメイドたちの話す声が聞こえた。

「紫乃宮侯爵──お父様からのお手紙を圭人様が燃やしたって本当？」

　いろはは反はん射しや的てきに、メイドたちに見つからないよう廊下の調度品の陰かげに身を潜ひそめた。

「本当みたい。内容はいつもどおりで、結けつ婚こんはまだかって書かれていたらしいわ」

「へぇ、それじゃ圭人様もそろそろ年ねん貢ぐの納おさめ時どきってやつなのかもねぇ」

「まぁ、近くはあると思うわ。なんでも、紫乃宮侯爵はあちこちに縁えん談だんをもちかけてるっていうからね」

「それじゃ、このお邸に奥おく方がた様さまが嫁とついでくる日も近いでしょうね」

　……。

　圭人のお父様から結婚を急がせるお手紙。

　圭人に……縁談。

　頭の中にそれらの言葉がぐるぐるしている。

　いろははお喋しやべりを続けているメイドたちに見つからないよう、そっとその場を離はなれる。

　急いで自分の部屋に戻って扉とびらを閉しめると、ゆっくり深しん呼こ吸きゆうをした。

　だが体内の空気は入いれ替かわっても、頭の中をぐるぐるしている言葉までは入れ替わらない。

　……圭人の奥さんになる人。それはどんな人だろうか。

　勉強中でもそのことばかりが気になって仕方がなかった。

　圭人のお嫁よめさん。

　このお邸を取り仕切る奥様。

　紫乃宮伯爵夫人。

　……そう呼ばれることになるのは、どんな人だろう。

　頭の中がずっとそのことで占しめられていて、今日の勉強は散々。和桜国語と、算術と、ピアノの先生には特に叱しかられて宿題をたっぷり出された。

　けれど、夜に勉強机に向かって宿題をこなしていても、圭人の結婚話のことばかりが気になる。

「……考えちゃ、駄目だ」

　そう思っても、考えずにいられるものではなかった。

　それは次の日も、続いた。

　そしてその次の日も。

　次の次の日も……。

　集中力を欠いているので勉強に身が入らず、そのための遅おくれを取り返そうと夜中まで宿題を消化する。

　ベッドに入ったのはだいぶ遅おそい時間になっていたが、それでもなかなか寝ねつけない。

　きちんと眠ねむらなくてはと思って目をつぶっていても、眠りは訪おとずれない。

　そんな中で、ようやくごく浅い眠りにつけたときもあった。しかし、そのときの夢の中では圭人がいろはの知らない女の人と一緒に微笑んでいて、それを見ているのがなんだか苦しくて、結局目を覚ましてしまうのだった。




　その前夜も、いろははろくに眠れていなかった。

　圭人の表情もますます険しくなっていく。会話もほとんどない。

　──私にできることはないのかな。

　いろはは本を閉とじて、重いため息をつく。

　心は引きずるように重たかった。それに最近、体まで重たく感じるのだ。

　いろはは読み終わった本を邸てい内ないの図書室に返しに行こうと、自分の部屋を出た。

　図書室の妙に冷たく感じるドアノブをひねって、それから──

「あれ……？」

　何かが、おかしい。

　重たいものがのしかかっている。

　どんどんそれは重たくなっていく。

　頭が重たい。

　体も重たい。

　まぶたが重い。

　視し界かいがかすむ。

　体が熱い。

　胸むねが、どくどくとうるさい。

「あ……あれ…………？」

　頭の中身をゆっくりとかき回されているような、不快な感覚。

　視界と足元がぐらぐらする、しっかり歩きたいのに体が言うことを聞いてくれない。

　体が燃えるように熱いような、でも芯しんは冷えているような──

　そんなことをぐるぐるごっちゃに考えながら、いろはは廊下にふらりと倒たおれる。

「圭人……ごめ……ん…………」

　また、圭人に迷めい惑わくがかかる。……そんなことを思いながら、いろはの意識は真っ黒に沈しずんでいった。

「いろは様！」

「いろは様が！」

「いろは様、しっかりなさってください！」

「征十郎さん、すぐに圭人様に連れん絡らくを……!!」
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　──どこかで、鳥の啼なき声ごえがした。

　まぶたがとても重たかった。だが、どうしてもここで起きなければいけないような気がして、いろはは懸けん命めいに目を開けた。

「ん……ん…………うん？」

「……おはよう、いろは」

　圭人の声が聞こえて、いろはの寝ねぼけ眼まなこは一いつ瞬しゆんにしてぱっちり開いた。

　いろはは自室のベッドに寝かされていた。そして、そのベッドのすぐ傍に圭人が座っていた。もしかしてずっとついていてくれたのだろうか。

　彼は今朝までの険しい顔が噓うそのような、穏おだやかな表情をしている。

「……圭人、どうして、ここに」

「ここは俺の邸だ。……どこにいても、俺の勝手だろう」

「そう……だよね……」

　いろはは少しだけ、西洋風の寝ね間ま着きに包まれた体を起こそうとする。おでこにのせられていた濡ぬれタオルがずれて落ちた。

「いろは、まだ起きるのは」

「……圭人、ごめんね……ごめんね」

「……いろは、なぜ謝あやまる、何を謝る」

「圭人、毎日お仕事で忙しいんでしょう？　なのに面めん倒どうをかけてしまって、ごめんなさい」

　ぺこりと頭を下げると、彼は悲しそうな顔になった。
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「疲ひ労ろうを溜ため込んで体が弱っていたところに、季節外れの風か邪ぜにかかったのだろうと、医者が言っていた。……謝るのは、俺のほうだ。……すまない、いろは。俺がお前のことをちゃんを見ていなかったから、こんなことに」

　そう言って、圭人は……紫乃宮侯爵家の三男にして、紫乃宮伯爵家の当主は、椅い子すに腰掛けたままだったが、深々と頭を下げた。

　──違ちがう。そんな風にしてほしいんじゃない。

「……圭人、あのね。圭人はそんなに簡かん単たんに頭を下げていい人じゃないって、私もこの一年でそれなりにわかってるの。だから、だから……そんなことは、しないで……ねぇ……そんなことより、いつもみたいに、どっかに遊びに連れて行ってよ。デパートでアイス食べたり、迷子になったり、山に行ってお弁当食べたりしたいよ……また、どこか一緒に、遊びに行こう？　……それで、それで、私は平気、なんだから」

　いろはの言葉に、圭人は目をまるくしていたが、すぐに静かに頷いた。

「……わかった、いろはがちゃんと元気になったら……どこかに出かけよう」

　いろははきらきらと瞳ひとみを輝かがやかせた。本当に、体調の悪さなんて飛んでいってしまうぐらいに嬉しかった。

「いいの？　……本当に、本当にいいの……？」

「あぁ、どこに出かけたいんだ？」

「えっとね、海！　圭人の車で、海に行きたい!!」

「……なるほど、海か。去年は行かなかったな」

　桜おう都とは『その昔』に海を埋うめ立たてて作られた都市だそうで、海が近い。また、少し車を走らせればマリンスポーツや海水浴に向いている海はいくらでもあるという。これもまた、この邸に来てから勉強して知ったことだった。

「あぁ、いいぞ。でも海に行くなら夏のほうがいいだろうな。今はまだ、海の風が冷たすぎるだろう」

「そっか、じゃあ夏に、だね……」

「あぁ」

　いろはは、思わずにへらっと笑って、それから口元を毛布で隠した。

「約束だね」

「……あぁ、約束だ」

「……楽しみだなぁ……私の生まれた街は、海、なかったから……私、海を見たことがなくて」

　圭人は少し大おお袈げ裟さな仕草で、それはもったいないと示した。

「和桜国は海の恵みに満たされ、海に守護された国でもあるのだから──和桜国人として、海は見ておいたほうがいい」

「そうだよね……。うん……えへへ、圭人と海行くの、楽しみ……頑がん張ばって、ちゃんと風邪治すよ。頑張るね……」

「あぁ、俺も……その、楽しみにしておくからな」

　またひとつ、どこかで鳥の啼き声が響ひびく。

　そんな──静かな夕ゆう暮ぐれどきに、二人は小さな約束を交かわしたのだった。




　海に行く約束をすると、安心した様子でいろはは再び眠ってしまった。

　そんな彼かの女じよの寝顔を見ながら、圭人は誓ちかいを立てていた。

　自分も、ちゃんと父親に向かい合おうと。

　このちっぽけな少女は、今までたった一人でこの世のすべてを相手に戦っていたのだ。

　自分だって戦えるはずだ。

　……だから、ちゃんと向き合おう、父上と。

　三男だからと、小さい頃ころから一切期待されなかった。なのに大人になって地位を築いたあとは、嫁はまだか子どもはまだかと急に期待をかけてくる。なぜ親の都合に自分が合わせなければならないのか。……圭人はそれらをずっと煩わずらわしく思っていたのだ。

　だがそんなことも、もう終わりにしよう。いろはと暮らして、誰かと過ごす楽しさを知った。

　もちろん、ただ父の言うとおりにするわけじゃない。

　結婚もしない。

　今は、まだ──。

　そう、この少女を立りつ派ぱなレディに育てるお役目が、無事に終わるまでは。

　……きちんと、実家に行って父に会おう。

　自分の気持ちを面と向かって父に伝えよう。

　自分にだって、戦える。

　何も持たなかったいろはがたった一人で、戦い続けてきたのだから──
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（田原いろはの日記帳より抜ばつ粋すい）


　今日の出来事。

　今日の家庭教師の先生は、和桜国語、外国語、算術、歴史、それに刺し繡しゆう。

　和桜国語の授業では短歌を作りました。

　そういえば、執事の征十郎さんがこっそり教えてくれたのですが、圭人は短歌を作るのをとても苦手にしているそうです。意外でした。

　刺繡の授業は最近とても楽しいです。先生が、自由に作品を作らせてくれるようになったのです。今日はクロスステッチで季節の花々を刺さしてみました。特に、すずらんは結構うまくできたと思います。

　そうそう。今夜はとても月が綺き麗れいでした。そして窓まどを開けると、ひんやりとした気持ちのいい風が入ってきます。

　こんな日は──圭人は自分の部屋で決まって月見酒をしています。

　私はそっと、部屋を抜ぬけ出だして、圭人の部屋へ向かいました。

　案の定、圭人は一人でお酒を飲もうとしていました。

　圭人は私がいるとお酒を飲みません。私が圭人と同じものを飲みたがるからです。圭人はお前に酒はまだ早いなんて言いながら、渋しぶ々しぶといった様子で征十郎さんにソーダ水を持ってこさせます。もちろん私の分もです。

　これが、私たちの最近の「晩ばん酌しやく」でした。

　そうしてソーダ水を飲みながら、とりとめもないことを話して月を眺ながめて過ごすのです。

　しゅわしゅわと弾はじける甘あまいソーダ水は、楽しくて夢みたいな飲み物。

　窓からは、そろそろ夏の虫の声が聞こえてきています。

　夏が、近づいているのです。圭人と約束した夏が。

　……。故郷の皆も、元気にしているでしょうか。
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「今回の報告書は確かく認にんしました。いつもご苦労ですね圭人」

「……では、私はこれで」

「あぁ、ちょっとお待ちなさいな」

　いつもの報告が終わり、すみやかに退室しようとした圭人を、女王陛下が呼び止めて話を始める。

「あの紫乃宮侯爵が、最近は珍めずらしく嬉しそうな様子と聞いていますよ」

　どちらかというと、嬉しそうなのは陛下のほうだった。

「よかったですね、圭人どの」

「……よかったもなにも、父のわからず屋が少しマシになった程度ですよ」

「それもありますけど……それだけじゃありませんよね？」

　女王は控えていた女官に、執しつ務む机づくえに置かれていたすっかり冷めきった茶を下げさせ、新しい茶を持ってくるように命じる。

「……あの、女王陛下」

「なんですか？」

　意を決して、圭人はここ最近の──いや、もうずっと疑ぎ問もんに思っていた問いをぶつける。

「なぜ、陛下は私わたくしめに……レディ教育のお役目を？」

　圭人は女王の執務机に置かれた書類をちらりと見る。それは、田原いろはのレディ教育に関する報告書とその参考資料だった。

「……さぁ、なぜでしょうね」

　女王樹乃花姫は可愛かわいらしく、唇の前に立てた人差し指を持ってきて「内ない緒しよ」の仕草をしてみせた。

　やはり女王陛下は手て強ごわい。素す直なおに答えてくれるはずもなかった。

「ところで、紫乃宮侯爵の薦すすめた縁談をすべてきっぱり断ったそうですね」

「……まぁ、断ったというより、今はまだ結婚するわけにはいかないということで、無期限で話を延のばしてもらいました。今回のお役目のこともございますし」

　それを断ったと言うのですよ、と女王は笑う。……それから、妙に神しん妙みような顔になった。

「圭人どの。もしも、圭人どのが侯爵の薦める女性と結婚するつもりがないのでしたら」

「……？」

　そのとき、ちょうど女官が湯気の立つ茶を運んできた。

　女王樹乃花姫はどこか取とり繕つくろうように、首を振ふる。

「──いえ、なんでもありません。なんでもないのです……このことは忘わすれるように」
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　その日の天気は、いかにも真夏らしくきれいに晴れていた。

　圭人の運転する紺こん色いろの車に乗って、早朝の澄すんだ空気の中を軽快に走り抜けるのは、なかなかに爽そう快かいだ。

　まさに、今日は絶好の海日和。

「楽しみだなぁ、本当にずっとずっと海が続いてるんだよね……外国までずーっと続いてるんだよね」

「あぁ、そうだ。まぁ、実際見ればわかるさ」

　いろはは助手席に座ってドライブとお喋りを楽しむ。

　何もかもが、いろはにとってわくわくだらけだ。

　今日の服ふく装そうは初めて着る服だったが、すぐにお気に入りになった。清せい楚そさを感じる白いワンピースに、薄い青色のレース編みボレロの組み合わせ。スカートの丈たけがいつもよりも長いのが、大人っぽいなと鏡を見て自分でも思った。

「そろそろ、一度車を停とめて軽く点検する。いろははその間に朝食にしていればいいから」

「うん、でも圭人もちゃんと食べてね。せっかく胡蝶さんが用意してくれたお弁当なんだから」

　いろはが大事そうに膝ひざの上にのせているのは〝食料保ほ存ぞん〟の魔法がこもったバスケット。

　今日は朝早くから出発ということで、紫乃宮伯爵邸で朝食はとらずに来ているのだ。

「わかっている。車の点検が終わったらちゃんと食べるから」

「あと、水分もとるんだよ？」

「あぁ、わかってるわかってる」

　そんな会話をしたあと、圭人は点検のため外に出る。

　彼が車体を見て回っている間、いろははなるべくのんびりとバスケットを開けたり飲み物を注いだりして待っていた。

　ようやく圭人は魔法を使って水を出し、手を洗あらって戻ってきた。

「お疲つかれ様さま、圭人。車は大だい丈じよう夫ぶそうかな」

「あぁ、問題ないだろう。宮廷魔術師主席を見くびるなよ」

　今日の弁当は、おにぎりではなくサンドイッチ。

　鶏とり肉にくと野菜をマヨネーズソースで和あえたもの。

　刻んだゆで卵たまごをマヨネーズソースで和えたもの。

　シンプルな、塩でしんなりさせたきゅうりだけのもの。

　そして見るからに豪ごう華かで一番分厚い、カリカリに焼いたベーコンと、トマト、それに葉野菜を使ったもの。

　ちゃんと〝食料保存〟のバスケットに入っていただけあって、どれも作りたてのような状態を保っている。

　そして、美味しい。

　外で食べるというだけで、どうしてこんなに美味しいのだろうか。

　いろはは、一番分厚いベーコンとトマトと葉野菜のサンドイッチを、大きな口を開けないで済すむようにちょっとずつ食べる。

「いろは、その食べ方では美味しくないだろう」

　サンドイッチを食べ終わった圭人が、呆あきれたように言う。

「……だって、レディは食べるときも、はしたなく大口を開けてはいけませんって、礼れい儀ぎ作法の先生に言われてるんだもの」

「……今は、俺しか見ていないだろう。お前が食べたいように食べればいい」

　その言葉に思わず、いろはは持っていたサンドイッチでちょっとだけ顔を隠した。顔が赤くなったのを見られたくなかったのだ。

「その……ありがとうね、圭人」

　二人のときはいつのもいろはでいい──そう言われたみたいで、嬉しかったのだ。

　それなりの量があったサンドイッチ弁当も食べ終わり、バスケットを閉じる。

「それじゃ、海に向けて……」

「出発だね！」

　まだまだ朝の時間帯の道は、車も通行人も土つち埃ぼこりも少なく、とても快適なドライブだった。

「さて、そろそろ海が見えてきてもおかしくないんだが……」

「もう近いの？」

「あぁ」

　その言葉に、いろはは助手席側の窓を開けた。

「海は初めてだから、どんな匂いがするか、気になるの」

「潮しおくさいだけだぞ」

「いいの！　海がどんな感じなのか、早く知りたいんだもの」

　と、いろはが言うと同時に視界が開け……広大な青い海が、現れた。

「うそ……あれが、海……？」

「あぁ、あれが海だぞ、和桜国の周りは、ずっと海に囲まれている。海は恵みをもたらし、ときに猛もう威いをふるい、そして──長い間、和桜国を護まもってきた存在だからな」

「海……。海すごい大きい！　本当に、ずっと、ずっと、ずっと続いてる……！」

　いろはは感かん激げきのあまり、声をあげずにはいられなかった。




　その海は──長らく地元の漁港として使われていたが、近くには広い砂すな浜はまもあったため──文ぶん明めい開かい花か以い降こうは外国の者たちが夏に楽しむ場所として栄えたところでもある。浜の近くには、食堂や土産物屋、宿しゆく泊はく施し設せつが並んでいる。浜からもう少し行けば、海を眺める遊ゆう覧らん船せんも出ているし、ヨット遊びなどもできる今流行の観光スポットだそうだ。

　圭人が、近くの店から借りたパラソルを砂浜にどう立てようかと思案しているのを、いろははうずうずと見上げていた。

「もう水着に着き替がえてきていいかな？」

　そう、この日のためにいろはは圭人と八やつ越こし百貨店に水着を買いに行ったのだ。海に来たからには泳いでみたかった。

「あぁ、着替えてこい。だが、海に入ってもあまり深いところまで行かないように」

「むぅ……潜もぐって魚を取ったりしてみたい」

「……お前は漁師や海あ女まではないのだから、足を海水に浸つけるぐらいで我が慢まんしろ。そもそも……いろはは泳げるのか？」

「……あっ」

　泳ぐ──よく考えれば、いや考えるまでもなく、いろはは泳いだことはない。

　故こ郷きようの街にも海はない。また、泳ぐのに適した川や湖などもなかったのだ。

「うー……」

「後で遊覧船に乗せてやるから、そう拗すねるな」

「す……拗ねてないもん！」

　圭人がいろはの頭をぽんぽんと撫なでる。子ども扱あつかいしている証しよう拠こだ。

　とりあえず水着に着替えてきたいろはは、言われたとおり波なみ打うち際ぎわで遊んでいた。

　水着は分厚い生き地じでできた大きなセーラー襟えりのワンピースに、長いドロワーズを合わせたレトロで可愛らしいデザイン。最近はもっと動きやすい軽量化された水着もございますよ、と店員に言われたが、圭人がいい顔をしなかったのだ。

　ちゃぷちゃぷと水を蹴け飛とばして遊びながら、いろはは圭人の様子を見る。彼は、パラソルの下で本を読んでいた。こんなところに来てまでどうして本を読むのか。

　いろははちょっとしたいたずら心で、両手ですくった海水を圭人のところまで運んでは、裸足はだしでくつろいでいた彼の足元にかけてやる。

「……何してるんだ、いろは」

「だって、せっかく海に来たのに本読んでるなんて。だから海の水をおすそわけだよ」

「……さっぱり意味がわからんぞ」




　キリの良さそうなところまで小説本を読み終わると、昼食をとるべき時じ刻こくをとっくに過ぎていた。圭人はまだ飽あきもせず波打ち際で遊んでいるいろはに声をかける。

「いろは、そろそろ昼食を食べに行こう」

「あれ、もうそんな時間だったの？」

「あぁ。というよりも、昼食の時間としては少し遅くなってしまった」

「そっか……楽しいから、ついつい遊びすぎちゃった……」

「着替えてこい、それから昼食を食べよう」

「うん」

　いろはを待っている間、圭人は真水で足を洗っていた。いろはが何度も海水をかけに来たので、すっかり砂まみれだったのだ。

「ただいまー、着替えてきた！」

「それじゃ、行くか。いろはは何が食べたい？」

　土産物屋や食堂が並ぶ観光客向けに整備された浜辺の通りを歩きながら、昼食を食べる場所を探さがす。

　それぞれの店先には新しん鮮せんな──というより、まだ『生きている』魚ぎよ介かい類るいが入った水すい槽そうなどがあり、なかなかに面おも白しろい。

「……なんでも言っていいの？」

「あぁ、何が食べたいんだ？」

「えっとね、さっきのお店の水槽に入ってた……おっきな海え老びがいい!!」

　このあたりの海で獲とれる海老は、普ふ通つうの海老よりずっと大きなものもいる。大きいからといって大味ということもなく、繊せん細さいな味で、甘くて美味い。先さき程ほどの海老なら、新鮮だし刺さし身みにしても楽しめるだろう。

「なら刺身か」

「……お刺身もいいんだけど……その、あの海老で、おっきなエビフライしたら美味しいんじゃないかなって！　……思ったんだけど」

「……火を入れてしまうのはちょっと、もったいないんじゃないか。美味そうではあるが」

　いや待てよ、あの大きな海老でエビフライ……。そう言われれば、そんなの見たことも聞いたこともない。

　圭人は苦笑いしながらも、その提案に乗ることにした。メニューにはないだろうが、頼めばおそらくなんとかなるだろう。




「海老……美味しかったねぇ」

「そうだな。新鮮な魚介はやはり美味いものだな」

　のんびりと、巨きよ大だいエビフライと、魚介類の刺身、それに海老の頭の殻からを使った味み噌そ汁しるなどを食べて、腹ごなしに通りを目的もなくぶらつく。

　予定している遊覧船の乗り込みまではもう少し時間があったので、いろはとともに、土産物屋を眺めて回ることにした。

　部下たちに配るためのちょっとした土産を購こう入にゆうしているうちに、遊覧船の乗船時刻が近づいてくる。

「船、乗ったことないや……本当に、本当にあんなおっきなものが、水の上に浮うかぶの？」

「実際、あそこに今浮かんでいるだろうが」

「そうなんだけど、本当に遠くの海の真ん中でも、浮かんでるのかなって」

　そんなことを言い合いながら、遊覧船に乗り込む。

　この遊覧船はかなり大きく、少し昔の西洋船を模もしたつくり。帆ほと風で進むだけではなく、くず魔法石を専用の炉ろにくべることで動力を得る比ひ較かく的てき新しいタイプのようだった。

「すごい！　すごい！　私、海の上にいるよ！」

　まだ出発もしていないのに、いろはがはしゃいでいる。なぜか岸に手を振ったりもしていた。知り合いもいないのに、一体誰に向かって手を振っているのだろうか。

「いろは、少し落ち着け」

「えー……だってー……」

「とりあえず、もうすぐ出港だ……って、動き出したな」

　大きな遊覧船が、ゆっくりと動き出す。

「え、え、え、本当だ、動いてる！　本当に海の上を動いてる!?」

　船だからそりゃあ動くだろう。そう突つっ込こみたくなる圭人だった。

　最初ははしゃいでいたいろはだが、船が沖おきに出るにつれてだんだん大人しくなり、船ふな縁べりをぎゅっと摑んで無口になった。

　てっきり、もっとはしゃいで騒さわぐものと思っていた圭人には想定外である。

　そして気づいた。

　……あぁ、この子は──怖がっているのだ。

「いろは」

「ひっ……だ、大丈夫、だよね、沈んだりしないよね……？」

「基本的にはしない」

「基本的にはって、何!?」

「大丈夫だ、万一沈んだとしても──俺をなんだと思っている。魔術師だぞ。空ぐらい飛べるからな」

「……そうだよね……圭人が助けてくれるよね……あの、ね、圭人……その万一のときのために、手、握っておいてくれるかな」

「はは。いいぞ」

　あまりの怖がりように苦く笑しようしながらも、圭人は手を差し伸べる。

　いろはは──その手をこわごわと握った。

　二人は手をつないで、海を眺める。

　海の向こうから、冷たい風が吹ふいてきていた。

「いろは、風は冷たくないか」

　そう言って圭人がいろはに視し線せんを落とすと……彼女の白いワンピースの、胸むな元もと……というか、胸の谷間がはっきり見えた。

「大丈夫だよ。……圭人？」

「……いや、なんでもない、なんでも、ない」

　今の今まで気がつかなかったが──この白いワンピースは胸元が開きすぎてよろしくないのではないだろうか。

　帰き宅たくしたら胡蝶に言って、処しよ分ぶんさせねばならない。これは、レディになろうという娘が着るものではない。

「圭人、海、すごいねぇ、広いねぇ」

「あぁ」

　だが圭人には海など、まったく目にも心にも入ってこなかった。

　あぁ、この子は──まるで手負いの猿さるのように暴れていた子が──こんなにも大きくなってしまったのか。

　こんなにも、こんなにも『女性』になってしまったのか──

　圭人は今いま更さらながら、そんなことをずっとずっと考えていたのだった。
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　夏も終わりかけの──ある日の夜。

　紫乃宮伯爵邸の庭の、ある程度開けたその一角には、竹で作ったベンチのような椅子と、流しそうめん一式とが用意されていた。

　……なぜこんなことになったのか。

　まずは、いろはが流しそうめんをやってみたいと言い出した。それならばということで、翔太と詩乃を招待すると、それぞれの兄と姉もくっついてきたのだ。

　それだけなら、明るいうちに流しそうめんを食べ終えて解散だっただろうが、紅瀬波兄弟きようだいの本日の手土産があろうことか『花火』だった。

　当然のように、みんなで花火をしようという流れになり……のんびりと流しそうめんを食べて、夕ゆう涼すずみをして、そして夜ココというわけである。

　今日のいろはは、藍あい染ぞめの浴衣ゆかた。圭人としては、華はなやかな赤や黄色の浴衣もそれなりにいいとは思うが、やはり浴衣といえば藍染めだろう。

　圭人も、自邸ということで浴衣姿だった。

　……そして、花火を持ち込んだ紅瀬波兄弟も当然のように浴衣。

　それを見て、今日は洋よう装そうで訪ほう問もんした神衣姉きよう弟だいは着替えのために一度帰宅したほどだった。

　和桜国の夏を語る上で欠かせないもの──すいか、そうめん、浴衣、そして花火。

　和桜国の人間は、地面から生えている花も、花器に生けられた花も好きだが──天空に咲さく焰ほのおの花も大好きなのである。

「随分種類が多いな……」

　紙かみ袋ぶくろに入った花火をひとつひとつ取り出しながら圭人がぼやくと、それを買ってきた当の本人である紅瀬波優太は、多いほうが面白いからな、とよく冷えたスイカを食べながら応えた。よく冷えたスイカが美味いのはわかるのだが、気持ちとしては、せめて食べる手を止めて応えてほしかったところだ。

「……まぁ、とっておいても、しけってしまうだけだから……今日で遊びきってしまわなくてはな……」

「圭人、圭人！　花火！　花火もう始めるの？」

「始めましょうよ、圭人先生！」

「あ、ぼくはこの小さい線せん香こう花火がいいですね」

　口々に勝手なことを言いながら、わらわらと花火に群がる若者たち、というかむしろ子どもたち。

「お前たち！　まずは火種を用意するから少し離れてなさい!!」

「「「はぁーい」」」

　なぜ自分がこんなことを、とぼやきながらも、圭人は大きめのろうそくに〝発火〟の魔法で火をつけて、平たい庭石のひとつに固定しておく。

　その間に、真希子が竹のベンチの上に各種花火を広げた。……先程からスイカを食べる手を一切止めない優太にはもう何も期待していない。

　胡蝶らメイドが、遊び終わった花火を捨すてておくための水の入った大きなバケツを運んでくる。

「さ、準備できたぞ、やけどしないように遊べよ。わかっていると思うが、ふざけたりしたら、すぐ花火終しゆう了りようさせるからな？」

「ん、もう。わかってるよぅ」

「わかってます」

「はぁーい」

　いろはと翔太と詩乃はそれぞれに花火を選んで遊び始める。

　圭人はやれやれと竹のベンチに腰掛けて、彼らを見守った。

「おほほほほほほほ。圭人様。お疲れ様でしてよ」

　住じゆう宅たく街がいの屋外ということを考こう慮りよしてか、いつもの高笑いではなくかなり抑おさえめの真希子。どうして本当にこんなに配はい慮りよができてまともなのか。

「あぁ、真希子もな」

「さて……私わたくしはこちらでも」

　真希子はもっと派は手でな花火を選ぶと思っていたが、意外にも彼女が手に取ったのは小さな線香花火。

「神衣家は線香花火が好きなのか？　詩乃も線香花火を選んでいたが」

「だって綺麗ですもの。それに意外と、あの小さな焰も長持ちするものですわよ」

　すると、スイカを食べるのにひとまず満足したらしい優太も話に入ってきた。

「俺は打ち上げ花火が好きだなぁ、大きな河原の花火大会でいっぱい打ち上げられるような派手で豪華なヤツ」

「おい、ここは大きな河原じゃなくて、あくまで貴族街だぞ。住宅街でそんな花火できるわけ……ん……いや…………」

　圭人は顎あごに手を当てて考え込む。

「お？　……なんかできそうなのか？」

「まぁな。とりあえず、今はお前たち兄弟が持ち込んだ花火の消費を手伝え」

「りょーかいっと」

　やたら大量に、十個以上もあったへび花火を一気に消費しようとまとめて火をつけて、一同はなんとも言葉にしがたい微び妙みような思いにさせられる。

　次に誰が一番線香花火を長持ちさせられるかを全員で競争したが、神衣姉弟には敵かなわなかった。地味なことをこつこつやることをよしとする神衣家らしいといえばらしい。

　翔太がうっかり火をつけてしまったねずみ花火ふたつに包囲されて、大慌てする圭人といろは。優太はげらげらと、薄はく情じようにもそれを見て笑っていた。

　そんな風に、ほとんどの花火を消費し終え……一体、紅瀬波兄弟はどのぐらい花火店の売上に貢こう献けんしてきたのだろうか、と呆れる程の量だったが、ようやくあとは小さな花火をいくつか残すだけとなった。

「さて、俺はちょっと触しよく媒ばいを取りに行ってくる。火事を起こさないように遊べよ」

「お、やっぱなんかするのか、圭人？」

　竹のベンチから立ち上がって邸内に戻ろうとすると、優太が話しかけてくる。

「あぁ。お前の意見を取り入れたわけではないが──夏の締しめくくりには、やはりアレがなくてはな」

「おっ！　やってくれるのか。……でも大丈夫か？」

「まぁ、大丈夫なようにやるさ」

　圭人が持ってきたのは、ミントの葉、矢車草の花びら、紅べに薔ば薇らの花びらに、今回の魔術式の核かくとして用いるための、小さな黒くろ水ずい晶しようなど。

　庭の、ある程度開けたところで『それ』を描えがき始める。

　小さな黒水晶を真ん中に埋め込み、その外側をぐるっと円を描くように紅薔薇の花びらで取り囲んだ。そしてさらに外側には、青が美しい矢車草の花びらを。そして最後に外周をミントの葉で取り囲む。

「圭人、それって……もしかして」

　ここまでくれば、魔法に明るくないいろはにも、圭人がなんの魔法の準備をしているのか、だいたいわかったらしい。

「ま、これも夏の風物詩だしな。せっかくだ、この際『音』もつけておくか」

　そう言ってから『それ』の上に銀色に輝く粉を少しだけ落として──圭人は愛用の魔術師の杖ステツキを構えた。

　詠えい唱しようするのは〝幻げん影えい〟の魔法。今回は音も一緒に発生させるので、呪文はやや長く複雑になっている。

　呪文を唱え終わると──触媒で描いた『それ』が、まばゆく輝き出す！

「存ぞん分ぶんに咲いてこい」

　圭人のその声が合図であるかのように──光が上空に向かって、飛び出していく。

　少しだけ遅れて、ひゅるひゅるひゅる……という音もする。

　そして。

「わ……ぁ……！」

「打ち上げ花火だ!!」

「……花火、綺麗だねぇ」

　空に、色とりどりの大きな焰の花が、咲く。

　周囲を振しん動どうさせるほどの音も、少しだけ遅れて響く。

「一発じゃないからな、ちゃんと見ていろ」

　そのあとも、どんどん花火は空に咲く。単発で咲くだけではなく、複数の花火を重ね合わせるように咲かせたりもしてみた。

　圭人はさすがに花火の専門家ではないので、あまり魅みせ方のバリエーションはないのだが、それでもここにいる皆には充じゆう分ぶんのようだった。

「お疲れ様ですわ、圭人様」

　魔法が成功してほっとしていると、真希子が話しかけてくる。

「あぁ。……それにしても、突然こんなことをして近所迷惑になってやしないかと、今更ながらに……緑みどり河かわ侯爵か白しら雪ゆき侯爵あたりに文句を言われそうだな……」

「あら。文句を言う方がいるとすれば、この風情も粋いきも雅みやびも解かいさない方ぐらいでしてよ。それに、女王陛下がこの場にいらしたなら、きっとこうおっしゃいますわ。『圭人どの、次はもっと大きくて眩まぶしい花火を打ち上げてくださいな』とね」




　打ち上げ花火を眺めている圭人の横顔に、なんだか寂さびしそうな陰がある。

　それが妙に気になって、いろははそっと彼の隣に移動した。

「ねぇ。今日も楽しかったね、圭人」

「ん……あぁ、そうだな」

「なのに、圭人はどうしてそんな寂しそうな顔をしているの？」

　その問いかけに、彼はほんの少しだけ考え……それから小さな声で耳打ちするようにこう教えてくれた。

「いろは、本当になんでもないんだ。ただ──宮廷魔術師としてのお役目のことを、女王陛下のことを考えていたんだ。自分はこうして友人たちとともに花火を見ることができるが、あの方のお隣には誰も──いない」

　こんな不ふ敬けいなことを考えていたなんて、内緒だからな。彼はそう苦笑いをしていろはの頭をぽんぽんと撫でる。

　だけどその撫でられた部分が、どうしてだろう、とても痛いと感じる。いつもなら心ここ地ちいいものなのに。

　圭人は今、他の女の人のことを考えている。

　いろはが隣にいるのに、いろはのことを考えてはいない。

　それが、とても痛くて、悲しくて、辛つらくて。

　いろはは、圭人の隣で空に咲いては散りゆく焰ほむら花ばなを見上げる。

　──あぁ、私は。

　……この人が好きなんだ。こんなにも痛くて悲しくて辛いぐらいに、好きなんだ。大好きなんだ。




　涼しい風が吹き抜ける。

　その風には秋の気配が含ふくまれている。

　大晶六年の夏は、もう終わろうとしていた。





[image: ]






「まぁ、皆で花火ですか。それはとても楽しそうですわね」

　和桜国女王の執務室・葉桜はざくらの間ま。

　洗せん練れんされたつくりの椅子にゆったりと腰掛けて、圭人の提出したいつもの報告書を読みながら、若く美しい女王は無む邪じや気きに笑っていた。

「魔法で打ち上げ花火だなんて、圭人もなかなかに楽しんだのではなくて？」

「……せっかくでしたので……つい」

　圭人の言葉に、女王はもう一度面白そうに声を立てて笑う。

　そのお姿は年相応の無邪気な若い女性のようで──けれど、この女性の華きや奢しやな肩かたには、和桜国の命運という重圧がのしかかっている。

　あまりにも重たいものを背せ負おいながら、彼女は休むことなく歩まなければいけない。

　当代の樹乃花姫は、女王の重荷を分かち合いその生をともに歩み支える桜おう配はい──つまり伴はん侶りよもまだいない身だ。元老院の面々がお互たがい足を引っ張り合うことしか考えていないために、なかなか桜配の指名ができないでいる。

　せめて──その重荷を少しでも軽くできるように努つとめなければ。

　それが、女王の臣下としての自分にできることだと、紫乃宮圭人は改めて心に刻きざんだ。
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「それで。圭けい人と様は茴香屋ういきようやを覗のぞいてみたはいいけれど、女性客の多さにあっぷあっぷして、すぐに逃にげ帰かえってしまわれた……というわけですか」

　口元を両手で覆おおって、笑いをこらえている様子の詩うた乃の。

　翔しよう太たはさっきから、ご愁しゆう傷しよう様さま、といった顔だ。

「仕方がないだろう。……客も店員も女性だけの空間というのが、あんなにも居い心ごこ地ちが悪いとは思わなかったんだ……」

「ぷっ……あははははははははははははははは!!」

　とうとう、応接間に詩乃の笑い声が響ひびいた。

　今日はいろはの『香かおりの店・茴香屋』が開店してから、初めてのお休みの日。

　この日は圭人も合わせて休みを取ってくれていた。

　そこに手て土産みやげを持って遊びに来たのが、詩乃と翔太。店では忙いそがしくてあまり話ができなかったので、改めてお祝いに来たのだという。

　その二人と、茴香屋開店初日の楽しかったことや大変だったことなども含ふくめて、いろいろ話していたところだ。

「いや……でもわかりますよ、圭人先生。あの空気は……扉とびらを開けてすぐに回れ右して帰りたくなります……実際なりましたからね、僕ぼく」

　圭人を庇かばうように翔太が言うが、詩乃はまだ笑い終わっていない。

「二人は、開店二日目に一いつ緒しよに来てくれたよね。あのときは忙しくてあまりお話しできなくて、ごめんね」

　いろはが、詩乃と翔太が来店したときのことを謝あやまる。

「翔太は店に入る前からもう怖おじ気けづいちゃっててさ……ふふふっ」

「逆になんでお前は平然としていられたんだ、詩乃。お前も男だろうが」

「そーだそーだー」

　圭人の言葉に、同意する翔太。

「ふふふ。そりゃあ、ぼくはこの見た目と格好ですしね。あぁ、なんなら圭人様と翔太も振ふり袖そで着てみますか？」

　両の頰ほおに両手を当てて、いかにも「可愛かわいい」ポーズをしてみせながら、詩乃がとても愉ゆ快かいで馬ば鹿か馬ば鹿かしい提案をする。

「「着るわけないだろうが」」

「「えー」」

　否ひ定ていの声は、二人分。

　落らく胆たんの声も、二人分。詩乃と、それにいろはのもの。

「お前たちはなんで今の提案が通ると思ったんだ!?」

「というか、いろはさん!?　なんであなたまで!!」

「「あはははははははははははははははははは!!」」

　しばらくいろはと詩乃は笑い続けていたが、胡こ蝶ちようが新しいお菓か子しを運びに来たところでようやく落ち着いた。

　テーブルに並ならぶお菓子は、詩乃の持ってきた手土産。今日は秋らしく、りんごとさつまいもを使ったタルトだ。

　新しく注がれた温かい紅こう茶ちやは、セイロンのウバをストレートで。ウバはいい具合の渋しぶみと爽さわやかな香りが特とく徴ちようの茶だ。今日のタルトによく合うことだろう。

「ふむ。酸味の強い品種のりんごと、なめらかなペースト状にしたさつまいもの組み合わせか。口に含んだ瞬しゆん間かんにやってくるのは、シナモンのきいたりんごの甘あま酸ずっぱさ、単独では強すぎる味を、さつまいもペーストとタルト生き地じの程ほど良よい甘さでうまく和やわらげている……！」

　見た目に似合わず甘いものが大好きな圭人が、初めて食べる菓子に眼鏡めがねの奥おくの瞳ひとみを輝かがやかせている。

　そんな圭人の様子に笑えみをこぼし、いろはもフォークを手に取った。

　楽しい美お味いしいおやつの時間はあっという間。

　結局、圭人はタルトを二回おかわりした。

　いろはとしては、最近の圭人はちょっと食べすぎではないかと思う。

　圭人は平気で明け方まで起きていたり、ときには徹てつ夜やをしたりもするし、運動らしい運動も特にしない。食生活のほうも気を使わず、自分の好きなものしか食べない。

　それでよくあの体型を保っていられるものだと感心しなくもないが、外見はよろしくても、体の中身がどうなっているかまではわからない。

　圭人に、食習慣や生活習慣のことを注意するような人がいないから──

　そこまで考えていろはは──自分がそうなりたいのだ、と気がついた。そのことに心の中で首を振ふる。

　確かに、そう想おもっているけど……そんなことを考えたりして、どうするの。

　…………私は、ただの小こ娘むすめで、このお邸やしきには『住まわせてもらっている』だけなんだから。

「いろはちゃん？」

「あ……えっと」

　どうやら詩乃に話しかけられるまで、いろははぼんやりしていたらしい。

　詩乃の、完かん璧ぺきな和桜国わおうこく式美少女のつくりをした顔が自分を覗き込んできているのは、どうにも心しん臓ぞうに悪い。

「なんでもない……あ、でも、もしかして、お店のこととかで、ちょっと疲つかれてたのかも。皆みな頑がん張ばってくれてるけど、すごく忙しいし」

「ん、そっか……」

「ねぇ、それより、ゲームしようよ、ボードゲーム！　今日こそは詩乃ちゃんに勝ってみせるから！　ね？」

「……うん！」

　そう、自分は──田た原はらいろはは、罪を償つぐなうためにここにいる小娘。

　翔太も詩乃も、そんないろはにとても親切にしてくれる。

　圭人に育ててもらって、いろははあの頃ころとは比べ物にならないほど、きちんとした女性になった。

　だから、大だい丈じよう夫ぶ。

　この恋こいを諦あきらめても、このちっぽけな小娘の田原いろはでも、生きていけるだろう。

　……大丈夫。
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「いろは、何か欲ほしいものはないか。ようやく茴香屋ういきようやも開店したんだし、祝いに何か記念になるようなものを贈おくろうと思うのだが」

　圭人は夕食後の紅茶の時間に、そう提案した。

　茴香屋の開店祝い──という名目で、以前からいろはが欲しがっていた薔ば薇らか金きん木もく犀せいでも庭に植えてやろう、そんな気持ちでの言葉だった。

　最近は少しずつ、自分の欲しいもの必要なものを言えるようになってきたいろはだが、基本的にモノに対する欲よくというものが薄うすい。年とし頃ごろの娘らしく華はなやかな装そう飾しよく品ひんを自発的に欲しがることもなかった。

　そう思っていた圭人にとって、この日のいろはの返事は意外なものだった。

「好きなもの、なんでもいいの？」

「ん、あぁ。さすがにひとつだけにしてもらうが」

「それなら…………が欲しいんだけど……いいかな……」

「……ん？」

「指輪が欲しいの」




　──穢え土どから明めい磁じ、そして大たい晶しよう。文ぶん明めい開かい花かを経て国が豊かになるにつれて、次し第だいに、さまざまな贅ぜい沢たくもまた一いつ般ぱん大たい衆しゆうへ広まっていった。

　宝ほう飾しよく品ひんも、そのひとつだ。

　特に女性の間では指輪が大流行し、それは大人の女性だけにとどまらず、今ではある程度裕ゆう福ふくな階級の若わかい女性──女学生にまで広まっていた。

　さすがに学校に着けていくことは禁止されているのだが、女学生の間では宝ほう石せきをあしらった指輪が必ひつ須すといってもいい品らしい。

　圭人はいろはを赤い車に乗せ、八やつ越こし百貨店へと向けて運転していた。

　いろはに贈る指輪を購こう入にゆうするためである。

「まさか、いろはが流行の品を欲しがる日が来るとはな」

「だって……雑ざつ誌しのどこを見ても指輪のことばっかりなんだもの。詩や、連れん載さい小説の頁ページにまでそのことが書かれているし、相談コーナーは『どんな指輪を選ぶべきでしょうか』とか『どうすれば指輪を買ってもらえますか』とか……」

　助手席で、いろはは両手の指をもじもじと動かしながら恥はずかしそうにうつむいて、いっぱしのレディのようなことを言う。

「ははは、それでとうとう、いろはも流行の指輪が欲しくなったわけだな」

　いい傾けい向こうだ。と、圭人は思う。

　世間一般の親からすれば、やれ無む駄だ使づかいだの、やれ若い娘に高価な宝飾品は贅沢だのと言うかもしれないが、いろはのように欲がなさすぎても、よろしくないはずだ。

「それで──どんな指輪が欲しいか、もう決めているのか？」

「んーと……まだ！」

「欲しいと言う割わりにまだなのか。せめて、どんな宝石のものかぐらいは」

「……どうしても決められないの。赤く輝くルビーも、青くてきらきらのサファイアも、紫むらさきの凜りんとした光のアメジストも、涙なみだの雫しずくみたいな白い真しん珠じゆもみんな綺き麗れいだし……だから、見て決めようと思って」

「なるほど。……宝石というのは、持ち主を選ぶとも聞いたことがある。自分の目で見て、ピンときたものを選ぶといいだろう」




　八越百貨店の宝石売り場で、指輪が置かれている場所はかなり広くとられていた。

「初めて来たが、随ずい分ぶんと種類が多いのだな」

「すごいねぇ、みんなきらきらしてる……」

　いろはがショーケースの中の輝く指輪たちに見み惚とれていると、すぐに笑え顔がおの女性店員が近づいてきた。

「指輪をお探さがしですか？　気に入った品物がございましたらお出ししますので、どうぞお申しつけください」

　輝く指輪に見入っているいろはの代わりに、圭人が応える。

「この子に似合いそうな指輪をいくつか出してほしい」

「そうですね、お嬢じよう様さまのようなお若い方でしたら……ルビー、アレキサンドライト、ピンクサファイア、あるいは真珠がおすすめです。いくつか品物をお出ししますね」

「あぁ、頼たのむ」

　店員が出した指輪は、ルビーと黄金の指輪、アレキサンドライトと黄金の指輪、ピンクサファイアとプラチナの指輪、真珠とプラチナの指輪。

　いろははほっそりしたその指に、ひとつひとつ指輪をはめては感かん嘆たんの声をあげていた。

「こちらのピンクサファイアの指輪は、台だい座ざの部分の繊せん細さいな彫ちよう刻こくが特徴ですね。こちらのルビーの指輪は特に若い女性に人気のあるデザインでして──」

「……どうしよう……どれも、綺麗……」

　いろはが色とりどりの指輪を前に悩なやみ始めたようなので、圭人は一人で店内を眺ながめることにする。以前しこたま着物を買わされたときと同じ轍てつを踏ふまないように、いろはと店員の様子を窺うかがいながら。

　ぴかぴかに磨みがかれた硝子がらすのショーケースには、さまざまな指輪。

　ルビー、真珠、サファイア、エメラルドにガーネット、サンゴ、オパール。

　と……その中でも、ひときわ輝く一角があった。

　それは、ダイヤモンドの指輪が展てん示じされているショーケース。

　……その中にある指輪のひとつが、圭人を『呼よんで』いる。

　魔ま術じゆつ師しは、ときに人ならざるものの声を聞く。語りかけてくるのは植物であったり、本であったり、人形であったりするのだが──よほどお互たがいの相あい性しようが良くなければ、こういったことは起きない。

　その指輪の言葉はノイズが混じっていてよく聞き取れないが、圭人に懸けん命めいに何かを訴うつたえかけてきているのはわかった。

「ふむ……」

　すぐに圭人は、いろはのところに戻もどる。

「……いろは、あっちのダイヤモンドの指輪を試してみろ」

「え……でもダイヤモンドって、その、すごく……高いんだよね？」

「高くてもかまわん」

「……わ、わかった……それじゃあ」

　件くだんのダイヤモンドの指輪をショーケースから出してもらう。

　その指輪は、どちらかというとシンプルなデザインだった。

　プラチナの輪に、大きめのダイヤモンドがひとつと、それをとりまくとても小さなダイヤモンドたち。

　けれど、その指輪はいろはの指におさまると、まるでふたつとない星のように輝いた。

「圭人、圭人、圭人、あの……っ、これにしていい？　ううん、私、この指輪がいい！」

「あぁ、というより、俺おれはもうそれ以外は買う気がないからな」

　おそらくこのダイヤモンドの指輪は、いろはのところに来たくて圭人に話しかけてきたのだろう。物品もまた、持ち主を選ぶものなのだ。

「ありがとう、圭人！」

　もういろはは指輪を外す気すらもなさそうだったので、店員が値ね札ふだだけを外して会計を行った。

　サイズも、直す必要がないほどにぴったりだったのだ。

「ありがとうね、圭人……その、買ってくれたことだけじゃなくて、この指輪を見つけてくれたこと……」

　帰りの車の中でも、いろはは愛おしげにその指輪を眺めて撫なでて、何度も圭人に礼を言っていた。

　その笑顔はとても美しくて愛らしくて。

　いずれはこの娘も──別の男から別の指輪を渡わたされて、その男の家に嫁とつぐのだろう。このダイヤモンドの指輪も、そうして過去の記憶になるんだろうか。

　そう考えて、思わず圭人は運転を誤あやまりそうになる。幸い、道にはほとんど人も車もいなかったため、車体が多少ふらついただけで済すんだのだが。

「……ちゃんと、普ふ段だんは仕し舞まっておくんだぞ。あと、手入れも怠おこたらないように、な」

「仕舞っておかないと駄だ目めかな？」

「ちゃんとこの指輪が似合うレディになれば、ずっと身につけていてかまわないぞ」

「う……うん、頑張るね」

　いろはは頷うなずいて、笑ってみせる。

　その笑顔はとても可愛らしく──だがどこか陰かげを帯びているようにも感じて……いや、それはきっと圭人の気のせいなのだろう。
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　ピアノルーム、そう呼ばれている部屋が紫し乃の宮みや伯はく爵しやく邸ていにはある。

　魔ま法ほうによる完全な防音が施ほどこされたその部屋には、名前どおりピアノをはじめとするさまざまな楽器が用意されており、小さくはあるが舞ぶ台たいまで備えていた。

　いろはは最近ここで、ピアノを弾ひくのが日課になっていた。

　紡つむぎ出す音色は、ピアノを始めた頃に比べてかなりなめらかだ。

　音楽が、こんなに楽しいなんて。

　音楽を、こんなに楽しいと思える日が来るなんて。

　楽しい。そう思える機会を与あたえられたことが、嬉うれしくて仕方がなかった。

　そのとき──キィ、とピアノルームの扉が開いた。いろはは大おお慌あわてでピアノの蓋ふたを閉しめる。

「圭人」

　そこには圭人がいた。──いろはの想い人が。

「続けていてよかったのに」

「そんなわけにもいかないでしょ。それにまだまだ下手っぴだし」

「別にひどくなかったぞ？」

「……ううん、まだまだだよ。これじゃあレディには遠いもの。だから、圭人には聞かせられないの」

　そう言って、つんと横を向いて背せ中なかで両手をもじもじさせた。それに合わせて、和服の長い袖そでが揺ゆれる。

　圭人に聞いてほしいけれど、聞いてほしくない。

　……彼かれをがっかりさせたくない。

　そうか、と圭人は呟つぶやくといろはに手紙を差し出してきた。

「お前に手紙だ」

「……お手紙？」

　きょとんとしながらも、手紙を受け取る。

「あぁ……紅く瀬ぜ波なみ家けからだな」

「というと、翔太君かな……あ、でも違う名前だ……誰だれだろう」

　開かい封ふうのためのペーパーナイフを探しに行こうと思っていたら、圭人が察していたようにそれを差し出してくれた。こういったものは、昔は手で破り開けていたのを少しだけ懐なつかしく思い出す。

　封ふう筒とうから取り出した便びん箋せんは、思っていたよりも上質な手て触ざわり。

「……？」

　いろはは手紙を読み始める。難むずかしい言い回しも多いが、充じゆう分ぶん理解できる範はん囲いだ。

　──西洋諸しよ国こくでは聖せいなる夜と呼ばれるその日、当家では舞ぶ踏とう会かいを開催いたします。つきましては、紫乃宮伯爵家に滞たい在ざい中ちゆうの可愛らしいレディの卵たまごにして、今話題の茴香屋ういきようやのオーナーであるいろは嬢においでいただけましたら、当家の舞踏会もいっそう華やかになると──

「圭人、これって……」

「……舞踏会の招待状、というやつだな」

「…………こういうのってさ」

「ん？」

「おとぎばなしの中にしか、ないと思ってた」

　圭人は小さく苦笑いをこぼす。『まったく、いつまでたってもこの子は』とでも思われているのだろう。

「また、随分大おお袈げ裟さな言い回しだな」

「だってだって、このお邸だって、まるでおとぎばなしのお城しろみたいだし、貴き族ぞくとか女王陛へい下かなんて、まるで……わたしから見ると、そういう物語の世界の住人みたいで。圭人だって正しよう真しん正しよう銘めいの魔法使い……魔術師さんだし。それで圭人、これはどうすればいいの？」

　当然いろはは断ることになるのだろう。自分のような者が舞踏会なんて場に行けるとは思えない。

「参加しようと思っている。いろはがいやでなければな」

「それって……えっと……」

「貴族の屋や敷しきで個人的に開かい催さいされるものではあるが──舞踏会を経験しておくのは、レディ教育に必要なことだろう」

「それじゃあ。行っていい……の？」

「あぁ、それまでにやることは増えるけどな。まずはダンスの特訓の時間を取って、舞踏会での礼れい儀ぎ作法の訓練時間も増やさねばならんし──それからドレスやアクセサリーの注文。さすがの俺でも、灰はいまみれのぼろ服を宝石が縫ぬい付つけられた最新流行のドレスに変える魔法は難しいからな」

　いろはは、圭人の言葉に頰を上気させて何度も何度も頷いた。

「うん──うん!!　頑張る……！　圭人と一緒に舞踏会、行きたい……！　だから、頑張るね……!!」

　圭人と一緒に舞踏会に行ける。

　圭人と踊おどれる。

　だけどそれは、いろはがこの紫乃宮伯爵家にいられる時間が、もうあまり長くはないということだろう。

　自分はおそらく、どこか別の家に──別の貴族の男性のところに嫁がされるのだ。レディ教育の仕上げとして。嫁ぎ先は、運が良ければ翔太や詩乃のところかもしれない。けれど、まだどこの誰のもとに行くのか、わからない。

　国のお金で世話をされた以上、故郷には帰れないだろう。

　でも──それでも、圭人との思い出があれば、そんな運命にも耐たえられる。

　きっと、恋を失っても圭人に育てられたいろはならば、一人の淑女レデイとして生きていけるはずだ。




　招待状を受け取った次の日からは舞踏会に向け、ダンスの特訓が本格的に始まった。

　ダンスの講師からの報告によると、いろははかなり筋すじが良く、初心者と思えないほどによく動ける……らしい。

　とはいえ、実際に見てみないことにはいろはがどの程度踊れるのか把は握あくできない。

　圭人は、休みの日にダンスの練習に付き合うことにした。

「今日は圭人がダンスの練習、見てくれるんだよね？」

「あぁ」

　紫乃宮伯爵邸も一応は貴族の邸ということで、それなりの大きさのダンスホールがある。圭人も、まさかこんな風に使う日が来るとは思ってもみなかった。そのホールの真ん中で、いろはがなぜか、大はしゃぎしてくるくると回っている。

「それじゃあ──今日はよろしくお願いします！」

「あぁ、よろしく」

　今日のいろはは、飾かざり気けのない白のドレス。靴くつはダンス用のもので、かかとが高めのぴかぴかの白い靴だ。髪かみが邪じや魔まにならないようにか、白いカチューシャを頭につけている。

「まずは一度、一人で踊ってみろ。パートナーがいると想定して動け。どのぐらい踊れるか見るから」

「わかった……」

「曲はどれがいい？」

　大きな蓄ちく音おん機きの前にあるレコードの箱を確かく認にんしながら、圭人は尋たずねる。

「んーと、どれでもいいんだけど……私が好きなのは……『さらば、愛いとしき野薔薇の姫ひめ君ぎみ』か『ぜんまい仕じ掛かけの妖よう精せい人形』かなぁ」

「ふむ、その二曲なら……とりあえず『野薔薇の姫君』のほうにしておくぞ」

　自分の手でレコードを取とり替かえたことがあまりないので少し手て間ま取どったが、ちゃんと音楽が流れ始めた。

　この曲──『さらば、愛しき野薔薇の姫君』は、西洋の旧ふるい伝承を元にした舞台劇から生まれた曲なのだという。

　それが、長い時を経て東の海の果てにある和桜国わおうこくでこうして舞踏曲として親しまれているのだから、芸術というものの偉い大だいさは計り知れない。

　いろはは、ダンスホールで一人踊り始める。

　曲に合わせて、高いかかとが鳴る。

　ここに来たばかりの頃に比べ、随分と長くなった手足がしなやかに躍やく動どうする。

『真白き野薔薇の姫君、美しき姫君、孤こ独どくの姫君──』

『姫君は知らない、永遠を知らない、世界を知らない、愛を知らない、何もかもを知らない──姫君が知るのは、豪ごう華かなこの四角い部屋と──冷めきった茶』

『穢けがれなき、真白き野薔薇の姫君の前に現れ出いでたるは、悪あく魔ま。彼は甘く優やさしく、とろけるほどに温かく囁ささやいた──この部屋から、出してあげましょうと。あぁ、それは誘ゆう惑わく、どこまでも甘く優しく、温かな、誘惑──』

　くるくると、いろはがダンスホールの中を大きく回る。

　今、彼かの女じよは確かに野薔薇の姫君なのだ。

『あぁ、あぁ、ぬくもりに飢うえたる姫君は──すっかり悪魔に魅みせられて』

『王おう冠かんを、玉ぎよく座ざを、御み旗はたを、国家を──何もかもを、悪魔に譲ゆずり渡わたした』

『姫ひめではなくなった彼女は──宝石で飾られた靴を脱ぬぎ、裸足はだしでどこまでも続く緑の大地を踏みしめる──』

『彼女のその手を握にぎるのは、あの悪魔──』

　いろはが、今は存そん在ざいしないパートナーの手を取る仕草をした。その仕草や表情は、とても大人びている。もうあの頃のような、子どもではない。

　……ずきりと、胸むねが痛いたむ感覚がする。

　それがなぜなのか、なぜこんなに痛いと思うのか、圭人にはわかっている。

『悪魔は、彼女に甘く優しく、とろけるほどに温かく囁く──いつまでも、どこまでも、一緒だと──』

『あぁ、かくして──真白き野薔薇の姫君は、もうどこにもいなくなってしまった。ここにいるのは、ただ悪魔と恋をした、一人の罪深き女性──』

　自分は──紫乃宮圭人は、彼女に、田原いろはに恋をしている。

『さらば、愛しき野薔薇の姫君──願わくば、君が蘇よみがえることなかれ──』

　いろはが動きを止める。

　……それは、曲が止まるのと同時だ。

　とてもダンスを習い始めて数日とは思えない動き。圭人には、昔この舞台劇を観みたときに耳にした台詞せりふまでもが聞こえてくるかのようだった。

「……ど、どうだった？」

　曲が終わって、すぐにいろはが詰つめ寄よってきた。圭人の感想が気になるらしい。

「どうもなにも……良かったと」

「良かった、ってことは……合格？」

「あぁ、合格だ。なにせ、この曲を使った舞台劇の台詞まで聞こえてきそうだったからな」

「えっ……!?　圭人、それ、褒ほめすぎなんじゃ」

「本当だ」

　突とつ然ぜん、いろはが高く飛び上がった。ここまで飛び上がれるものなのか、垂すい直ちよく跳とびというものは。と、驚おどろくぐらいに高く。

「やったぁーーーー!!」

「お、おい、いろは」

「圭人も踊ろう！　踊ろう！　今度は一緒に踊ろうよ！」

　はしゃぎながらまとわりついてくるいろはに、「褒めたとたんすぐこれだ」と、ため息をつきながらも、圭人は彼女の手を取る。

「先に言っておくがな、俺はお前ほどは動けんぞ」

　先程と同じ曲を四回、それから曲を変えて、三回。

　蓄音機の操そう作さは魔法で行ったから、ずっと踊り通しだった。

「……ちょ……待て、さすがにもうこれ以上は無理だ」

　七回ぶっ通しで踊って、圭人の体は限界を訴えていた。まさかダンスがこれほどまでの肉体労働だったとは。

「うん！　ちょっと休もうか」

　いろはのほうは、けろりとしたものだ。

　この子は、タフすぎる。

　圭人の年ねん齢れいが二十代後半で、いろはが十代半ばということもあるだろうが、それでもいろははとてつもなくタフで、頑がん健けんで、強きよう靭じんだ。

　ダンスホールの隅すみにある椅い子すのひとつに倒たおれ込こむように腰こし掛かけて、圭人は胸ポケットのハンカチーフで顔の汗あせを拭ぬぐう。

　いろははまだ、一人でくるくるステップを踏んでいた。本当に、何でできているのか不思議になるほど元気だ。

　圭人のほうはというと、眼鏡にまで汗がしたたり落ちていた。

　そこで、眼鏡を外すと──いろはが、あっ……と声をあげた。

「……どうした？」

「圭人が眼鏡外すの、初めて、見た……」

「あぁ、そういうことか」

　普段眼鏡をかけている人がそれを外すと、まるで印象が違うことがある。

　いろははそれに驚いたのだろうと、圭人は勝手に納なつ得とくする。

「ねぇ、なんで圭人って眼鏡をかけてるの？　なくても見えるんでしょう？」

「それほど視し力りよくが低いほうではないな。俺が眼鏡をかけているのは──目つきの悪さを隠かくせればと、思ってな」

「……ふぅん」

「まぁ、実際目つきの悪さを隠せているかは微び妙みようだが。もうかけるのが癖くせになっているからな」

　圭人はそこで眼鏡を再びかけた。

「あーーーー!!」

「なっ!?」

「せっかくの圭人の素す顔がお時間、もう終わりなの!?」

「なんだそれは!!」

　するといろはは、隣となりの椅子に座すわって懇こん願がんしてきた。

「ねぇ、もう一回、もう一回眼鏡外してよーー！　今度はもっと近くで見るの!!」

　しかし、なぜだろうか、そう言われると外したくなくなるのは。

「眼鏡はそうほいほい外すものじゃない!!」

　圭人の怒ど鳴なり声ごえが、ダンスホールに響く。

　あぁ、まったく。なんで俺は、年とし甲が斐いもなくこんな小娘に恋をしてしまったのだ。

　いろはにとって、今度の舞踏会は大切なものだった。いろはのレディ教育の成果を貴族のお歴々に披ひ露ろうし、そして少しでもいい条件の結けつ婚こん相手を見つけてやる。そのために必要なものだ。

　まさか自分のせいで、それをしくじるわけにはいかない。

　圭人は重いため息をつく。

　──まったく。自分がこんなに苦心しているというのに、この小娘は無む邪じや気きなものだ。
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（田原いろはの日記帳より抜ばつ粋すい）


　今日の出来事。

　茴香屋ういきようやは今日もたくさんの人が来店してくれました。こまめに足を運んでくれるお客様も結構いらっしゃいます。彼女たち曰いわく──新商品が出ていないか、気になってつい来てしまうのですって。とてもありがたい話です。

　帰き宅たくすると、舞踏会用にと注文していたドレスやアクセサリーが届とどいていました。

　胡蝶さんたちがどこからかトルソーをお部屋に運んでくれて、そのドレスを丁てい寧ねいに着付けてくれました。

　見れば見るほど……綺麗なドレスです。

　着るのが楽しみですし、これを来て舞踏会に行くのも楽しみです。

　でも、何より楽しみなのは、圭人にあのドレスを着た私を見てもらうことです。

　……圭人は、私を綺麗だと言ってくれるでしょうか。

　きっと、最初で最後の、圭人と一緒の舞踏会です。

　ねぇ、圭人。

　その日だけでいいのです。

　貴方あなたがその日、私を見つめてくれればいいのです。

　私はもう、それだけでいい。

　貴方が──一秒でも、一瞬でもいい、私に恋をしてくれたら。

　……その思い出を胸に、私はこれから生きていくから。
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　それは──まるで咲さく直前の薄うす紅べに色いろの薔薇のような。

　そのドレスのことは、そう呼ぶのがふさわしいと思えた。

　ふんわりとやわらかそうなピンクの布が重ねられた生地のところどころに、ビーズが縫い留とめられていて、きらきらと輝いている。

　大きく四角に開いた襟えりぐりからは白い肌はだが覗き、胸むな元もとにも輝くビーズが刺し繡しゆうされていた。

　きらきら光る石が縫い留められた細いサッシュで、ウエストを少し高めの位置にゆったりと絞しぼり、そこからはまるで薔薇の花びらを思わせるスカートが何枚まいも重なって、ゆるやかに広がる。袖は、季節に合わせて長なが袖そでだが──中央部分にはきれこみスラツシユが入っていて、なめらかな肩かたと二にの腕うでを見せるようになっており、袖口は和服の袖のようにふわりとしていた。ほっそりした首には、ペリドットとピンクトパーズを豪華にあしらったチョーカーを合わせる。耳にはペリドットの緑色の輝き。左手首には、金きん鎖さからペリドットが雫のように下がっているブレスレット。短い髪は毛先をゆるく巻まき、ビーズが光るヘッドドレスには色鮮あざやかな大きな鳥の羽が飾られていた。

　──そしていろはの指には、圭人が贈ったあのダイヤモンドの指輪が星のように輝いている。

「……どう、かな」

　いろはがドレスの裾すそをつまんで膝ひざを少しだけ曲げる淑女の礼をして、尋ねる。

　どうもこうも、なかった。

　これはもう──完璧な、新時代のご令れい嬢じようだ。

　圭人は少しだけ考えるそぶりをしたあとに、こう応えた。

「……まぁ、綺麗だとは思うぞ」

「本当に？」

　圭人の傍に寄って、見上げてくるいろは。その顔かんばせにはほんのりではあるが、化け粧しようが施されている。それに、ほのかにかおる香こう水すい、これはいろはがこの日のために作っていたものだということを、圭人は知っている。空気が動くたびに、薔薇ローズのかおりがする。

　圭人はいろはにそれ以上何も言わなかった。口を開けば、綺麗だと壊こわれたオルゴールのように繰くり返かえすだけになるから。

　ふわふわしそうな気持ちをどうにか抑おさえ、無言でそのまま部屋を出た。

「征せい十じゆう郎ろう、車の支し度たくはできているか」

「すべて整ってございます、圭人坊ぼつちゃま。本日はこの征十郎めが運転手を務つとめさせていただきますぞ」

「あぁ、頼んだ」

　パーティーともなれば、ワインやカクテルといった西洋酒を勧すすめられることが多い。そういった勧めをすべて断ることはできなくもないが、それはそれで居心地が悪い。

　仕方なく、今日は信しん頼らいする執しつ事じである征十郎に運転手を任せることにしたのだ。

「圭人、待って！　なんで置いていっちゃうの！」

「いろは様、いろは様、そのドレスのままで外はお寒うございます！　こちらをお召めしくださいませ!!」

　圭人を追いかけてくるいろはと、そのいろはを追いかけて毛皮のコートを抱かかえて走る胡蝶。

「いろは……まずはコートを着なさい。さすがにその薄いドレスでは外に出られないだろう」

「あ……はい！」

　追いついてきた胡蝶によって、いろはは首周りと袖口にもこもことボリュームがあるデザインの毛皮のコートを着せられる。

「それじゃあ、行くか」

「行ってらっしゃいませ……お早めのお帰りを」

　胡蝶が頭を下げる前に、一瞬だけ鋭するどく厳きびしい目をしていたのを、圭人は見み逃のがさなかった。このメイド長はいろはのことが心配で仕方がないらしい。

「あまり遅おそくならないうちに帰るさ」

「当然でございます。いろは様はうら若い女性なのですから、夜よ更ふかしなどもっての外です」

　しっかり者のメイド長に、圭人は「わかっている」と呟きながら車の後部座ざ席せきに乗り込んだのだった。




「お二人とも、そろそろ紅瀬波侯こう爵しやく家けに到とう着ちやくでございます」

　紫乃宮伯爵邸を出てから、それほど時間が経たないうちにそれは告げられた。

「では、征十郎めはこちらで待機しておりますので、何かあればいつでも」

　征十郎が開けたドアから、先に圭人が降おりていろはに手を貸す。

「さあ、行こう」

　紅瀬波侯爵邸は、外からも内からも眩まぶしくきらめいていた。

　あちこちに魔法の明かりが灯ともされているのはもちろんだが、招待客たちがそれぞれに纏まとっている輝きとでもいうべきものが、邸内をより眩しく明るくしていた。

「まずは……主しゆ催さい者しやである紅瀬波侯爵に挨あい拶さつだ。いろは、手順はちゃんと覚えているか？」

「うん、大丈夫」

　紅瀬波邸に入っても、いろはは緊きん張ちようする様子もなくとても落ち着いていた。招待状の確認のときにおろおろすることもなかったし、他の招待客に声を掛けられても淑女らしく微笑ほほえみながら挨拶を返してみせる。

　──これなら、侯爵にお目にかかっても問題ない。うまくやることだろう。




　無事に侯爵への挨拶を終えた圭人は、いろはの希望でダンスホールへ向かう。

　すでにかなりの人数の招待客が、思い思いにパーティーを楽しんでいた。

　カクテルグラスを手に、何事かひそひそと話している老ろう紳しん士したち。

　誰か何か冗じよう談だんでも言ったのか、上品に笑い合う中年の紳士淑女のグループ。

　一人の若い貴き公こう子しを取り囲んで、きゃあきゃあと黄色い声をあげる着飾った少女たち。

　……だが、いろははその誰にも興味を示す様子はなかった。

　それよりも彼女はわずかにうつむいてから、圭人を見上げてこう言ったのだ。

「こういうのは礼儀に反しているかもしれないけど……紫乃宮圭人伯爵様、私と一曲ダンスを、お願いします」

「いろは……!?」

「夢だったの。圭人と踊るのが……私の」

　圭人は、その申し出に苦笑いをひとつ浮うかべて──それからいろはの手を取った。

「こういうときは男から言うものだ──田原いろは様。私と、一曲ダンスをお願いします」

「!?　……えぇ、喜んで」

　二人がダンスホールの中央に進み出ると、招待客たちのさざめきが大きくなる。

　──宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し主しゆ席せき様が……ということは、あの少女が例の……。

　──かの茴香屋という店には陛下もお墨すみ付つきを与えたという噂うわさが……。

　──うちの娘たちも、茴香屋の新作ポプリを買い求めることに夢中でして……。

　──それにしても、華のある少女だ……。あのステップの軽さはどうだい、見事じゃないか。

　──あの少女のことを、女王陛下は随分と気にかけておいでの様子で……。

　いろはにも聞こえていないはずはないだろうに、彼女はきらきらとした瞳で圭人だけを見つめている。
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　曲が始まった。

　それは、何度も二人で踊った曲『さらば、愛しき野薔薇の姫君』──

　二人は、踊る。

　踊る　踊る　踊る

　こんなに楽しいダンスなど、きっともうない。

　ふわり。

　ふうわり。

　いろはの薔薇のつぼみのようなドレスの裾が、花開いてゆく。

　今のこの瞬間だけは──いろはは野薔薇の姫君で、圭人は誘惑の悪魔だ。

　ふわり。

　ふうわり。

　薔薇の花──いろはの薄紅色のドレスの裾がゆっくりとつぼみに戻ってゆく。

　──曲が、終わった。

　ゆっくりと、パートナーから離はなれる。

　いろはは──微笑んでいたけれど、なぜか今にも泣きそうな瞳をしていた。

「いろは……？」

「素す敵てきなダンスをありがとう、紫乃宮伯爵様──本当に、楽しかった」

　それはとても小さな、だけどはっきりとした声。

　いろはが、ゆっくりと礼をすると──いくつもの拍はく手しゆが上がる。

　それは、一人の少女をレディとして迎むかえようという意志の表れだった。




　その拍手が鳴りやまないうちに、一人の若わか者ものがいろはの前に進み出た。

　圭人ももちろん知っている顔──翔太だ。

　いろはよりもさらに年若い少年である彼だが、その表情は──覚かく悟ごを決めた男のそれと言えるもの。

「いろは嬢、僕と踊っていただけますか」

「えぇ、喜んで。紅瀬波翔太様」

　曲が始まると、二人は微笑み合い、手を取り、踊り始める。

　弾はじけるような若さを持った男女のダンスは、圭人が見ても明らかに華がある。

　──まぁ……まぁ……可愛らしい、まるでお人形さんたちが踊っているかのよう。

　──実に、お似合いのカップルではありませんか。

　──えぇ、まさに新しい時代を感じますわね。

　──紅瀬波家の令息は、いろは嬢のことを？

　──前々からいろは嬢に会いに、紫乃宮伯爵邸に通っているという噂で……。

　紳士淑女がひそひそとそんなことを囁く。

　……それらを圭人に直接言ってこないのは、それだけ宮廷魔術師主席という存在が恐おそれられているからだ。

　いろはと翔太のダンスを眺めながら、圭人は自分の奥歯を今にも潰つぶれそうなほどに強く嚙かみしめていた。

　あの子は、大人になった。

　あの子は、美しくなった。

　あの子は、レディになった。

　そして──

　自分はあの子を、愛している。

　いつしか視し界かいが少しずつ滲にじんでくる──涙だ。圭人の瞳には涙が浮かんでいた。

　誰からも恐れられる宮廷魔術師主席というのはいいものだ。皆怖こわがって顔を合わせようとしないから、誰にも泣いていることを知られずに済む。

　曲が終わったとたんに、何人もの紳士たちがいろはを囲んでダンスの申し込みを始めていた。

　あれは緑みどり河かわ侯爵の次男、あっちは羽は鳥とり子し爵しやく、そっちにいるのは渡わた里り伯爵、あちらにいるのは、奥方を亡なくしたばかりの白しら雪ゆき侯爵ではないか──

　ぎりぎりと、右手を握りしめる。手て袋ぶくろをしていなかったら、血が流れていたかもしれない。圭人は、そうしてやり場のない感情を抑えていた。

　また曲が流れる。

　また次の曲が流れる。

「ごきげんよう、紫乃宮伯爵──よき夜ですね」

　とても唐とう突とつに圭人にかけられたのは、男とも女ともつかない声。

「……お前」

　それは……その姿すがたは、若く美しい貴公子というのが適切だった。

　細身の体に最新流行の夜会服、胸には白い花、長い髪は首の後ろで結ゆってさらりと流している。その手首にある銀の輝きを見るまでもない──神衣かむい詩乃だ。

「あぁ──この格好ですか。紅瀬波侯爵家の舞踏会に参加ということで、さすがに今宵こよいはこちらの姿で。一曲目を申し込みたかったのに、ずっとご令嬢たちに取り囲まれていて、ようやく逃げ出せたところなのですよ」

　そう言ってにこりと微笑む彼は、華やかな振袖が似合っていた詩乃と同一人物とは思えぬほどに──『男』だった。

「ぼくは、いろは嬢にダンスを申し込むためにこの舞踏会に来たのです」

「詩乃、お前」

「……あなたを超こえてみせます、紫乃宮伯爵」

　そう言い残すと、彼は長い髪をなびかせホールへ向かう。

　詩乃のダンスの申し込みを、いろはは嬉しそうに受けた。

　ダンスホールは、話題のレディと謎なぞの美しい貴公子の登場で騒そう然ぜんとしている。

　これでよかったのだ。

　皆、完璧なレディであるいろはを欲しがっている。圭人がいずれ養子に迎えようと思っていた翔太や詩乃も、いろはを想っている。やるべきことはやった。陛下からの命めいを見事果たしたのだ。

　なのに、この虚むなしい気持ちはなんなのか。

　給きゆう仕じからなるべく強そうな酒を受け取って一気に飲のみ干ほす。

　……苦い。

　酒とは、こんなに苦いものだっただろうか。

　──そういえば、いろはが邸に来て以来、まともに酒を飲んでいなかった。

　圭人が酒を飲もうとすると、いつの間にかいろはが現れて、圭人と同じものを飲みたがる。そんなときは、決まって二人でソーダ水で『晩ばん酌しやく』していた。

「よう」

「こんばんは、圭人様」

　二杯はい目を取りに行くかどうか迷っているところで、また声がかけられた。

　今度は優ゆう太たと真ま希き子こだ。優太がいるのは当前だが、真希子がこういう場に来ているのはかなり珍めずらしい。おそらく、詩乃の付つき添そいだろう。

　優太の、大きな洋犬のような雰ふん囲い気きは、ほんの少しだけ圭人を安心させてくれる。

　一方、派は手でな赤いドレスを纏った真希子は、圭人の持っているグラスを見るなり眉まゆをつりあげた。

「そのお酒はかなり強いものだったはずです。一気に飲むものではありませんわ」

「……酒ぐらい自由に飲ませてくれ」

「圭人様……ほどほどになさいませ」

　優太は給仕から軽めの酒を受け取って、一口飲む。

「なぁ圭人。あの子はどこに嫁がせる気だ？　結婚してちゃんと貴族籍せきに入らないと、あの子はいつまでも陛下に謁えつ見けんできないだろう。もともと女王陛下に謁見できるようなレディに、ということだったしな」

　……改めてその事実をご丁寧に指摘されると、岩石の魔法で頭を殴なぐられたかのように痛む。

「若くて見目が整ってて、教育が行き届いていて、店まで持ってて金を稼かせいでくれて、しかもうまくいけば女王陛下とのつながりも持てる子なんだ。欲しがる貴族はいくらでもいるだろう。嫁ぎ先は慎しん重ちように選ばないとな。まぁ、迷ったらうちに寄よ越こせばいい。翔太はあの子のことを随分気に入っているようだし……」

　頭の中が、ぐるぐるする。

　優太の言葉が、ぐるぐる回る。

「そんなもの、決まっている。条件のいいところだ」

「圭人様、結婚というのはそれだけでは──」

　真希子が咎とがめるように声を荒あららげる。彼女にしては珍しいことだ。

「……すまん、ちょっと外の空気を吸すってくる」

　二人とそれ以上話しているのが耐えきれなくなった圭人は、それだけ言って背せを向けた。




　勝手知ったる紅瀬波侯爵邸の庭。圭人なら、建物からの明かりだけでも充分歩くことができる。

　ひらりと、風とともに花びら……いや、これは。

「ん…………雪か」

　冬の殺風景な庭に、ゆっくりと雪の花びらが舞まい落ちてくる。

　圭人は、ぼんやりと空を見上げた。

　雪の花びら、くるくる、散って、回って、舞って──

　まるで、あの日のような──あのすべてが始まった日の桜を思わせる、白い雪。

　くるくる。ひらひら。はらりはらり。

　見上げる圭人の眼鏡のレンズに雪がひとひら落ちて、ゆっくりと溶とけていく。

　それはまるで、涙のあとのようにも思えて。

　俺は……。いろはの隣にはふさわしくない。

　圭人はゆっくりと頭かぶりを振る。

　年が違うし、何よりあの子は自分を想っていないだろう。

　だからあの子のために、これからもできる限りのことをしよう。

　翔太か詩乃を養子に迎えて、あの子を嫁よめに迎えさせればいい。

　それはとてもいい考えだ。

　あの二人ならば、いろはもこれ以上環かん境きようが変わって、寂さびしい思いをせずに済むだろう。

　何より、自分が寂しい思いをしなくていい。

　あの子の笑顔が、紫乃宮邸から消えるなんて、耐えられない。

　だから、これでいい。これでいいんだ。

　圭人はゆっくりと息を吐はく。

　その吐と息いきは、冬の冷たい空気をわずかに白く濁にごらせて、やがて搔かき消きえた。

　それをぼんやり眺め終わってから、圭人はまた歩きだす。

　……今戻れば、あの酒はまだあるだろうか。

　あの苦い雫を無む性しように飲み干したくて仕方がなかった。




「いろはちゃん」

　何曲も踊って、ようやくダンスホールを抜ぬけ出だせたいろはは、人気のないところで男とも女ともつかない美しい声に呼び止められた。

　振り返ると、いつもと違う神衣詩乃の姿。隣には紅瀬波翔太もいた。

「いろはさん……」

　二人とも、緊張の面おも持もちでいろはを見ている。

　その視し線せんを前にして立ち去ることも、いろはから声をかけることもできなくて立ちすくんでいると──詩乃が口を開いた。

「……ねぇ、いろはちゃん。ぼくと結婚の約束をしてもらえる？」

　そう言って微笑む詩乃。その憂うれいを帯びた綺麗な瞳は、以前と何も変わらない詩乃のはずなのに、どうしてだろう、怖いと思うのは。

「いろはさん、僕を選んでください。僕はあなたを好きだし、必ず幸せにします」

　緊張した、だけど誠せい実じつな声こわ音ねで言葉を紡ぐのは翔太。

「二人とも……」

　……いろはは、今まさに結婚を申し込まれているのだ。

「まだぼくたちは法ほう律りつ的てきに結婚できる年齢じゃないから、婚こん約やくってことになるけどね」

「多分ですが、どちらかの手を取れば、いろはさんは紫乃宮家を離れないで済みます。圭人先生……紫乃宮伯爵は、前々から僕たちのどちらかを養子に迎えるつもりがあるようでしたから」

「それって」

「そうすればいろはさんは、紫乃宮伯爵とは義理の父娘おやことしてあの邸にいられます」

「これが、皆が幸せになれる方法なんだよ、いろはちゃん」

　二人の声は、とても優しくて…‥同時にとてつもない魔ま性しようだった。

　どちらかを選ぶだけでいい、それだけで、いろははあの邸にずっといられる、圭人と離れずに済む。

　いろはは……震ふるえる手を伸ばす。

　どちらかの手を取るだけでいいのだ。

　どちらもきっと、いろはを大事にしてくれる……。

　どちらでもいい……。

　そのとき、震える左手にはめられたダイヤモンドの指輪が、きらめいた。

「あ……」

　その輝きに、いろはは夢から覚めたかのように目を見開く。

　今、自分はなんて恐ろしいことを考えていたのだろうか！

「違う……それじゃ、駄目なの！」

　強い拒きよ絶ぜつの声に、二人は驚いた顔をしていた。

　だけどいろはは、一度言ってしまったことをひっこめることはできなかった。

「駄目なの。私は二人のことが大好きだけど、でも駄目なの」

「……やっぱり駄目、なんですね」

　翔太は苦虫を嚙み潰したような顔だった。

「そっか」

　詩乃はこんなときでも美しく微笑んでくれていた。

「……私、圭人と話さなきゃいけない。ごめんね、二人とも」

　そう言い、いろははドレスの裾を軽くつまんだ淑女の礼をして、その場を後にする。

「あなたがそんなにも美しくなったのは、圭人先生がいたから……ですしね」

　翔太が、そんな言葉を背中にかけてくれた。




　預けていた荷物と毛皮のコートを羽織って、いろはは紅瀬波家の薄暗い庭園に出る。

　招待客や、使用人に聞いて、ようやく圭人のいそうな場所を知ることができた。

　外には、ひらひらと舞い落ちる雪。こんなときに、圭人はなぜ外に──

「…………いろは？」

「圭人！」

　間ま違ちがいない、圭人の声だ。

　木こ陰かげに佇たたずむ彼は、いつもどおりの──完璧な青年貴族の姿だった。けれど、その眼鏡の奥の目は、光の加減だろうか──涙ぐんでいるようにも見える。

「圭人……もしかして、泣いているの？」

　心配で、そっと声をかける。

「そんなはずないだろう。それより、こんな夜中に外に出るのは不用心すぎるぞ」

「それを言うなら圭人こそ……」

「俺はいいんだ。お前は結婚前の娘だからな。何かあっては困こまる」

　あくまで義務感からとでもいうような、突つき放はなした冷たい声音。

　その態度に、いろはの心は剣けんで抉えぐられたような鋭い痛みを訴えてくる。

「……なんでそんな風に言うの。圭人！　私はただ、圭人の傍にいたいだけなのに」

「誰のせいだと思っている！」

　圭人の叫さけびには、まるで自分の心の痛みを血ごと吐き出すような──そんな切実さがこもっていた。

「お前が早く嫁に行けば、誰かのものになってしまえば、俺はこんな思いをせずに済むのに！」

　その怒鳴り声に耐えきれなくて、いろはもこれまでの衝しよう動どうをぶつけるかのように叫んだ。

「そんなのいやだ！　他にお嫁に出されるぐらいなら……死んでやる！　お母さんの形見の刀で、私死んでやるから！」

　いろはは、提さげていた小さなハンドバッグの中から小刀を取り出す。この大事な場に、お守り代わりにと思って持ってきたものだった。

　鞘さやから小刀を抜き、いろはは自分に刃やいばを向ける。

「いっそのこと、ここで死んでやる！」

「お前、どうしてそこまで……いろは……」

「圭人の傍にいられないのなら、生きる意味もレディになる意味もないんだもの。私は、紫乃宮圭人伯爵、貴方にふさわしくありたくて、頑張ってきたのに。圭人が私を望んでくれないのなら、私は……」

　いろはは握りしめた刃を喉のど元もとに向けるが、また動かせなかった。それは魔法で強制的に遮さえぎられたのではなく──圭人の腕に、抱だき寄せられたから。

「それは駄目だ、いろは」

　いつしか、二人は互いの存在を確かめるかのように抱きしめ合っていた。

　どのぐらい、そうしていただろうか。

　観念したように、ぽつりと圭人が呟く。

「俺は、お前を嫁に出すのがいやなんだ」

「圭人」

「抑えておきたかった、抑えるべきだった。抑えておけるはずだった。だが、それもできなくなってしまった。まったく、どうしてくれるんだ」

　いろはは圭人を見上げてから、自分の指に嵌はまったダイヤモンドの指輪にそっと触ふれる。

　そんなことってあるんだろうか。この冷たい石だけをよすがにこれから生きていこうと思ったのに、そんな幸せなことがあるんだろうか。

「死ぬなんて言うな、いろは。そんなことのために、あの日俺は、お前に母親の形見を返したわけじゃない」

「……うん……うん、圭人がそう言うなら……」

　そして、圭人はいろはの瞳をまっすぐ見つめた。

「いろは、これからも一緒に暮くらしてくれるか？」

「うん……圭人と、ずっと一緒がいい」

　圭人はいろはから一度離れて、手を差し出した。

「ほら。家に帰るぞ。迷子にならないように手をつなごう」

「……もう、小さな子どもじゃないのにな……でも、いいよ。一緒に帰ろう、圭人」

　そうして、二人は手をつないで、寄り添いながら歩く。




　春には、いろはは十六歳さいになる。

　それは──和桜国では女性が結婚できる年齢だ。
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　大たい晶しよう七年、春の初め頃。

　宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し主しゆ席せき・紫し乃の宮みや圭けい人と伯はく爵しやくに桜宮おうきゆうから緊きん急きゆうの呼よび出だしがあった。

　一体何事かと思いつつ、圭人はいつもの位置に車を停とめる。

　周囲を見回すと、桜専せん門もんの樹じゆ木もく医い──桜さくら守もりたちが桜の手入れにあたっていた。

　どうやら、桜のつぼみの様子を見ているらしい。

　そう遠くないうちに、桜は開花するだろう──




　今日、圭人を呼び出したのは女王陛へい下かだ。

　となると執しつ務む室しつである『葉桜はざくらの間ま』に向かえばいいだろうか。

　そう思って女王陛下の執務室がある一角に足を向けると──そこで待っていたのは、圭人の友人でもある紅く瀬ぜ波なみ優ゆう太ただった。勝手知ったるとばかりに、圭人はいつもの調子で優太に話しかけようとした、のだが。

「宮廷魔術師主席・紫乃宮圭人伯爵。女王陛下がお待ちです。これより『冬枝桜ふゆえだざくらの間』に案内いたします」

　優太があくまで女王陛下の近衛このえ隊長としての対応を見せた。

　女王陛下が、呼んでいる。

　それも、執務室のある『葉桜の間』ではなく、『冬枝桜の間』に呼ばれた。

『冬枝桜の間』は女王の私し室しつ、プライベートスペースだ。

　普ふ段だんは高位の近衛や、同じく高位の側そば仕づかえの女によ官かんたちぐらいしか立ち入れないことになっている。

　……これは、どういうことなのか。

　圭人は疑ぎ問もんに思いながら初めて訪れる『冬枝桜の間』まで、優太の後について歩いていく。

　背せが高く歩ほ幅はばの大きな優太は、油断しているとどんどん進んでいってしまうので、周囲を見回す余よ裕ゆうもない。

　やがて、ひとつの扉とびらの前で、優太が歩みを止めた。

　その扉は──白く塗ぬられた以外は取り立てて特とく徴ちようのない洋風の一枚まい扉だが、ドアノブには繊せん細さいな桜の花の意い匠しようが施ほどこされている。

「こちらのお部屋で、女王陛下がお待ちです。──我われ々われは、このドアノブに触ふれる権けん限げんを持たないため、紫乃宮伯爵自身で扉を開けてもらうことになります。……そして、最も大事なことがあります。この部屋の中で起こったことを、口外しないこと。守れますか？」

　圭人は無言で頷うなずく。

　優太は、いや、近衛隊長は──最後まで表情を崩くずさない。

「それではどうぞ、扉を……女王・樹乃花姫このはなひめがお待ちかねです」

　圭人はドアノブに手をかける。それはとてもなめらかに回って、きしむ音すら立てず、開いた。部屋の中は洋風のつくりだった。それも、どちらかというと──むやみやたらと飾り立てずに、シンプルであることの美しさを突つき詰つめたような部屋。女王のためのきらびやかな飾り立てなどはない。部屋の主人が主役かのように、調和のとれた家具だけが置かれている。

　この一見簡かん素そな部屋が、和桜国わおうこくの最高権けん力りよく者しやである女王・樹乃花姫の私室だとは、信じられない者もいるだろう。

　……その部屋の、大きな硝子がらす窓まどの傍そばで、女王陛下が外を眺ながめていた。

　女王陛下は、和桜国の最高権力者にふさわしく美しい振ふり袖そで姿すがただった。桜の開花を控ひかえたこの時期らしく、満開の夜桜を描えがいた豪ごう華かな柄がら。黒くなめらかな長い髪かみは、毛先だけをゆったりと結び、宝ほう石せきが輝かがやく髪飾かざりをつけている。

　陛下がくるりと振ふり返かえると、髪飾りも揺ゆれてきらめいた。

「圭人どの──お待ちしておりましたよ」

「紫乃宮圭人、ただいま御ご前ぜんに」

　跪ひざまずこうとすると、女王がそれを止める。

「……楽にしてくださいな。ここはわらわの私室。わらわだけの空間。……わらわだけしかおりませんよ」

「そう、おっしゃられましても……」

　──紫乃宮圭人がこの若わかさで宮廷魔術師主席という地位に取り立てられたのも、当代の女王の格別の引き立てがあったからこそ。

　そして、主席の地位にあるものが、ただの貴き族ぞくの三男坊ぼうでは具合が悪いだろうと、独立した伯爵家としての爵しやく位い新設のために女王陛下が動いてくれたことを、圭人はよく知っている。当代の女王・樹乃花姫なくして、紫乃宮伯爵家はありえなかった。

「……お茶にでもいたしましょうか。貴方あなたの好きな、ダージリンの紅こう茶ちやでもどうかしら」

「女王陛下」

「……樹乃花姫、と、貴方にはそう呼んでほしいのです。わらわにはもう、生まれたときの名前はないのだから、せめてその名で……呼んでくださいな……」

　そして──『彼かの女じよ』は圭人に向かって手を差さし伸のべる。

「紫乃宮圭人どの……わらわの夫となるつもりはありませんか？　この和桜国で、わらわの隣となりに座すわって、桜おう配はい陛下と呼ばれるようになる、そんな未来を、考えてみてくださったことは、一度でもありませんか……？」

「……申もうし訳わけございません」

　──今、自分がいなくなったら、あの子はどうなるのだ。

　圭人の心を占しめるのは目の前の女王ではなく、己おのれの手で育てたちっぽけな少女のこと、それだけ。桜配という和桜国の実質の頂ちよう点てんと言える地位に、圭人自身驚おどろくほど興味が持てなかった。

「そう、ですか……。どなたか、将しよう来らいを誓ちかい合った女性がいらっしゃるのですか？」

　震ふるえ声ごえになる女王陛下など、圭人は初めて見る。

　わずか十二歳さいにして挑いどまれた即そく位いの礼、それを堂々とやりとげてみせたのは、この目の前の女王ではなかったのか？

　圭人には、陛下の気持ちが痛いたいほど伝わってきた。だからこそ、噓うそ偽いつわりなく応こたえなければならない。

「はい……おります……」

　それを聞いて、女王・樹乃花姫は、深く深く──ため息をついた。

「そうですか……ならばその女性を精せい一いつ杯ぱい幸せにしておやりなさい。……貴方たちの結けつ婚こん式しきの神しん官かん役はわらわが務つとめます。ひっそりとした質素な二人だけの結婚式などできないと覚かく悟ごしておきなさいな」

　女王はそんな風に冗じよう談だんを言って、笑った。

「陛下」

「……貴方には、貴方にだけは、それ以外の名で呼んでほしかった……のに……」

　しばらく樹乃花姫は、天てん井じようを見上げていた。それは、涙なみだをこらえているのだと、すぐにわかった。だが、ここで彼女の肩かたを抱だき寄せてやるのは、自分ではない。

　そして、ほんの少しの時間のあと──『彼女』は名前のとおり、花のように儚はかなく微笑ほほえんだ。

「あぁ。本当に……なんでもできるはずなのに、不自由な身分ですわ、女王って」

　もしも、ほんの少しだけ運命が違ちがっていたなら──自分の隣で微笑んでいたのは、この儚く美しい女性だったのかもしれないと、圭人はほんの瞬まばたきほどの間、思いを馳はせた。
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　桜の花が五ご分ぶ咲ざきとなったその日、和桜国女王主しゆ催さいのごく小さなティーパーティーが桜宮で開かれた。

　招待の光栄を受けたわずかな人数の貴族たちが、順番に女王に挨あい拶さつをする。

　そして──。

　女王陛下の前に跪くのは、モダンなドレスを纏まとった短たん髪ぱつの少女。それはまるで、若い娘むすめが憧あこがれる雑ざつ誌しに描かれているような。

　周囲の貴族も、近衛も、皆みなが固かた唾ずを吞のんでその「お目通り」を見守る。

　女王・樹乃花姫が口を開く。

「ごきげんよう、レディ」

　──その声に、彼女は全身の力が抜ぬけそうになった。

　女王陛下のお言葉はそのたった一言だけ。

　だが、それだけで彼女はとうとう『レディ』になったのだ。

　呆ぼう然ぜんと見上げると、女王は微笑んで、控えていた女官たちに合図をする。

　そして──しずしずと女官が運んできたのは、黒い漆うるし塗ぬりの細長い箱。

「こちらを。レディ・いろはに下げ遣つかわしましょう」

　女官が、箱の蓋ふたを開ける。

　その箱の中には──五分咲きの見事な桜の枝。

　あの日、いろはがどうしても欲ほしくて、手に入れられなかったものだ。

「今日の土産みやげですよ。わらわの力で守っていますから、花は長持ちするでしょう。ぜひ、そなたのご両親へ」
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　いろはの瞳ひとみに、みるみる涙が溢あふれてくる。

　どうして──どうしてこの御方は、ここまでしてくださるのだろうか。ただの小娘にすぎなかった自分に、どうして。

　そう思うと、聞かずにはいられなかった。無礼のそしりを受けてもかまわなかった。今聞かなければ、きっと、永遠に聞けないだろう。

「どうして、私を……助けてくださったのですか」

　女王陛下はゆっくりといろはに近づいてきた。そして、なんと跪くいろはの前にしゃがみ込んで目線を合わせ、こう言ったのだった。

「わらわもそなたと同じ親なしの娘なのですもの。そなたを主席どのに預けることで、わらわもまた、救われたかった。主席もそなたも見事、その役目を果たしてくれました。……それにこの国の象しよう徴ちようである桜を供そなえたいという孝こう行こう娘を罰ばつすることなど、できるわけがありませんでしょう？」

　そうして、女王は可愛かわいらしく片かた目めをつぶってみせた。

「陛下……ありがとうございます」

「どうか、幸せにね。……お二人とも、幸せに」
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　和桜国　大晶七年・春の終わり頃ごろ　とある地方都市の小さな寺にて──




「お父さん、お母さん。ただいま」

　一人の若い淑しゆく女じよが、背の高い紳士と共に両親の墓参りをしていた。

　この小さな寺で働く者たちは、彼かれらが尋たずねて来たとき、ただ驚くしかなかった。

　ここは貧びん乏ぼうな山寺で、見るからに立りつ派ぱな身なりの貴族様方にはまるで縁えんがないからだ。

　両親の墓参りをさせてほしいと願い出る若い淑女に、寺の者たちは、困こん惑わくしながら何かの間ま違ちがいではないかと返す。こんな山寺の墓地に、この若く美しい淑女の身内が葬ほうむられているわけがないと。

　──ただ一人を除のぞいて、皆そう思っていた。

「おや、いろは。帰ってきたのだね」

　美しい黒のドレスを纏った淑女に対し、親しげに声をかけた者。

　その人は目の不自由な老いた尼に僧そう──この寺の『尼あまばあさま』だった。




「お父さん、お母さん、遅おそくなって、ごめんね……」

　黒のドレスに黒いヴェール付きの小さな帽ぼう子しを身に着けたレディ──いろはは、地面に両りよう膝ひざをつき、絹きぬ手て袋ぶくろを外して墓石を撫なでる。墓石といってもちゃんと切り出したような立派なものではなく、手頃な岩を目印代わりにそこにのせた、と言うほうが近い代しろ物ものだ。

「でもね、とっても素す敵てきなお花を持ってこれたよ。これ、女王陛下からいただいたの。ぜひご両親にって言ってくれて……」

　いろはは付き添ってくれた圭人から受け取った黒漆塗りの箱を開いて、墓前に供える。

　箱の中には、今を盛さかりと咲く見事な桜おう花かの一ひと枝えだ。

「ね、綺き麗れいでしょう？」

　ひらり。春風が吹ふいて花びらが一枚舞まい飛んでいく。

「それから今日はね、とても大事な報告があるの。びっくりさせると思うけど……聞いてください。あのね、私ね──私──」

　そこで、ずっといろはの傍に立っていた圭人が、その場に片膝をついていろはと並ならんだ。

「はじめまして、紫乃宮圭人と申します。……ずっとご挨拶に来られず、申し訳ありません」

　彼は、粗そ末まつな墓に深々と頭を下げた。

「これからは、定期的にお嬢さんがこちらへ来られるようにします」

「圭人、本当にいいの？」

「あぁ。俺も一緒に来ることが条件だがな」

「……もちろん！」

「お嬢さんは、自分が幸せにしてみせます。どうかお二人は見守ってください」

「私、この人と結婚するの。だから……何も心配しないで」

　また、春風が吹く。

　それは、桜の花びらを天空に高く舞い飛ばせた。

　どこまでも、どこまでも──。











終
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　はじめまして、ごきげんよう。冬ふゆ村むら蜜柑みかんと言う名の柑かん橘きつ類るいです。

　この度たびは私の作品『和桜国わおうこくのレディ』を手にとっていただき、本当に感謝です。







　カクヨムさんによる、第３回カクヨムＷｅｂ小説コンテスト。その読者選考をどうにかくぐり抜ぬけ、のんびりと日常を過ごしていたところに受賞のお話をいただき、とても驚おどろきました。……いえ、ごめんなさい噓うそです。本当は毎日毎日、スキあらばメールボックスをチェックしておりました。それも、迷めい惑わくメールまできっちりとチェックする念の入れ方。

　書しよ籍せき化かしたい、書籍化するんだ！　なんていつも言っていたら叶かなったのには、もうとにかくびっくりで、本当に夢の中のような幸せ感です。




　この作品はもともと、別のコンテスト用にと考えていたものでした。

　ただ、そのときはちょっとハード目の物語で、ヒロインのいろはは暗殺者で……なんて展開だったのです。彼かの女じよが小刀を持っているのはその名残なごりですね。もしこちらの線で書き始めていたなら、ヒーローである圭けい人との苦労はさらに増していたことは確実です……。




　Ｗｅｂ版の『和桜国』は圭人視点メインで進行したり、書籍版と同じ場面でもいろいろと違ちがいがあったりします。比ひ較かくしてみるのも楽しいと思いますので、そちらにも遊びにきてくださると嬉うれしいです。カクヨムさんではいろいろと投とう稿こうしておりますので、もしよろしければ他の作品も読んでみてください。




　最後に、この作品を出版するにあたりお世話になった皆みな様さま方がたへ。

　ここまで私を支えてくれて、本当にありがとうございます！

　特にイラストの椎しい名な先生には、改かい稿こうのためのパワー（素す敵てきなイラスト）をいただきました。ありがとうございます。




　それでは、またどこかでお会いしましょう。





冬村蜜柑





















和桜国わおうこくのレディ




～淑しゆく女じよは一いち日にちにしてならず～








冬ふゆ村むら蜜み柑かん
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